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建築と社会

特集

スケール感

AR C HI T E C T UR E  A N D  S OCI E T Y  
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日本建築協会



高感度、多様化する都市の二一ス、に応える、神戸製鋼の建材用アルミニウム板。

i' 毘i ll-て"1JIU が容易、しかもアノレマイ ト処理11によ って、

美 しし 、色彩や優れたffu;til 会|全を発者pするなど、多くの

炉'i ": 長を備えたアノレミニウム板。1
1、
l 装から外装に至る

まで。 ｬｾｩ ， Ｇ［ｉ ｉ ｾ (午、IJJ :Hされ、ビノレ建築などには欠かせない

素材となっていま寸リ，" 戸製鋼では表前に特妹都I. ITii

加工 を胞した、建材 JTJアルミニウム板「シクcマダノレ」

を|J日発。i誌も新しL 、U jfLてある銚を抑えたシ・ノクな素

材への要求に適{礁にお応えしています二

シタマ例レ

特 畏

1) ￬ｩｬ￭Ｇ ，Ｚ［Ｚ［の ｩ 弘前 ｩｈ ｉＺ 比 較して、Ａ又射 ｦｻｾ は ｦ 氏〈ブ Ｇｪｊ ￍｬ ｊｩ ｬｈ ィ

七loもあまりありません。

・型色を1111えたi栄みのあるアノレマイ ト色調が得句れます0

Ｎ 鋭 ｉ 自 Ｑ 光 ［ｷ 交 が低いのて ‘ 物 Ｉｬｩ ｾ が Ｚ写 りに くく、泌ち着

L 、t: 感じ t なりま主

2) アルマイ ト処耳J' .l去の会 If !i I:i. M+が低いので、

. パネルの歪が目立ちません。

. スタッド加工の跡が目立ちません。

3)キllifli 化されてL 、る為、アルマイト処f 1J l ljij のエ、ノチンク‘

Ｉｉ ［ ｾ Ｚ ｉＺＺｬ がｾ ，胤 ＨＱ てきます ｌ

。 〉 神 戸 製 鋼

東京本社 東京都千代田区丸の内 1丁目8-2( 第 1鉄鋼ビル) 〒 100 TEL (03)218- 7714( 建材販売室)

大阪支社 大阪市中央区備後町4丁 目1- 3( 御堂筋三井ビj レ) 〒541 TEL (06)206- 6682 ( 大阪建材販売室)

名古屋支社 名古屋市中村区名駅4丁目 7-23( 豊田ビJ レ) 〒450 ITEL (052)584-6035( 軽合金販売室)

北海道支庖 (011) 222- 1215 東北支底 (022)26ト8815/ 新潟支底 (025) 245-8681  /北陸支庖 (0764)4ト4226/四国支底 (0878)3ト7294/中国支后 (082) 228-7921  /九州支唐 (092) 45ト6018
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‘ 定時評議員会決議お知らせ

平成 2 年 3 月28 R 開催 の定的評議員会において、下言じのとお り役

只の改選、平成 J じ年 度収支予算;1在ひ、に卒業計 phj が決ま りましたので、

ここ に会 告いた します。

1  . 平成 2 年度評議員会正副議長

議 長 高橋保 夫 氏 ( 銭高組)

副議長 多井 幸 男 氏 ( 多 升 建 築研 究 所)

2. 平成 2 年度会長・副会長・理事・監事
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3 . 平成 2 年度収支予算

I 収 入 の 部 Ij i.f占 r'l' l

大 4斗 1-1 科 1-1  H 下書ii
|人j ，U{ 

I 会 費 収 入 69. 116 

l 個 人 JE 会 只 28，000 本 百1¥. 文 部 会 只

2  11 u也ブj ) 1，900 地 }j 会 n

3 団 体 JE 会 H 39，000  会 社 ・ 同 体

4 準
l工k、 .w 216 
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日 本 建 築 協会 会 告一 一 一 一

大 4・ト 11  ヰト 11  f  i1 Mi  1"1  
(J{  

2 ・) ，; 業 収 入
80，484 

l 会 誌 収 入 65 ，000  iヰ.iili l 0llll ・特 別 2 1111

2 契約約款'，' c L収入 2，134 

3  Ｑｉ Ｚ ｊ 坂委 Ｑ ｾ 会収入 1，600 余 Il hi料 、本代 ほ か

4  ・)'; ;t-t_; H 会 l収入 2，100 ｾｌ ＧｻＺ 会、品川 ｻ 会など参 加料

5 教 ft委只会 l収入 3，000 実務 ｉ ｾ ｉ ｗＮ ｾｊ，＾ ｉ 会受 講料

6 受 J f; ， Ｉ ｾ業 ｬ 収入 5，150  受 託研 究調合i

7 斜i Il. iI. 入 1，500 

3 計十l 全 収 入 1，500 

4 雑 収 入 2，000 ぽ ｬ 令 ヰ ｉｌ Ｇ ｾ 、ほか

5  m人令返済政、.1: イo: l[)( h)l 収 入 12，000  m人 全 返 済

Ｖ 記念 ｾｲ ｯ［ ［ 定的立金収 ｩ ｊＡｬ収入 3，000 建 築 協会 代

7  : i l i 峨給与 づ| 当イ抑 制J!l l収入 9，395 

8 剰 余 令l収jj Jl I収入 10，267  

収 入 介 ;' 1 187，762  
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1 ・l午; ( { 'I'i 82，950 

ｬ 会 誌発 行 Ｇ ｉｾ 63，000 1'. j] !j; I) '{'i はか

2 契 約 約 款 '{' i 950  1:ll lt l) 行 委H 会 代
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4  ')¥t f i.l 会事主'1'( 3，000 見学 会 、 議ii .ii 会 な ど

5 教育委 H会 事業'l'i 3，500 実m1i'f1会、デザインコン 7ール
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4 会 議 Ｇ ｉｾ＠ 1. 150 総 会 、 Ｎｅ ｬｬ Ｇ Ｉｾ 会はか

5 旅 ' 代 交 .iili'l'i 350  

Ｖ 辿 ｦ ， ｪ 巡 ｪ ｾｾ 1'i 1. 100 I正i話一代 ほか
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8  ii'i 託 ，1ft ， 'l' l  350  

9  ｾ 事 t持 'l 'i 50  

10 1:11 ltlJ 製 本 代 400 

11 光 熱 水 'I'i 250  fG気代
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5  tfc念 卒 業HL¥J: 令止:n¥
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7  i成1illi 償却1'1 100  

8  Ｈ Ｇ ｦｾ￬￮ ＧｻＧｩ＠ 469 
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 社団法人日本建築協会平成 2 年度事業計画

本会は、昨年度末て創立73年を迎えたが、建設

省所管の公主主法人としては最も長い歴史と伝統を

保持しており、更に組織的特徴として複合的、総

合的な会貝構成と運営組織を有している 。

現在の社会、経済情勢の変化と学術、技術の発

展は目まぐるしいものがあり、建築界も例外では

なく、本会の役割はますます重要なものとな って

いる 。特に故近問題となっている建築技術者の悌

保と再教育に対応するために、本会の各在fCi: J工業を

挙げてこれに取り去且む必要がある 。

また、建築に関する各分野相互聞はもちろん、

他分割との協調にも努力する必要がある 。かかる

意味から、本年も現行事業のより 一層の活性化と

新規卒業の企画に取り組むとともに、会勢のf創立i

にも努力する 。

上記の方針をふまえて、下記事業を笑施する 。

1. 会誌「建築と社会」の発行( 編集委員会)

大正 6 年 9 月の創干IJ以来、第 2 次世界大戦終戦

前後の - 11寺JU l を除いて、毎月発行を続け、本会の

歴史と伝統を継承するとともに、会員連備の手段

として、また、建築の専門家と社会を結ぶ接点と

して、重要な役割を来たしている 。本年は第7 l J 長

の発行に入 っているが、各専門分野が相互に協力

する編集体制lの下に、問題の関連づけ、 - J宵の掘

り下げを行うほか、ニュース性を践り込み、情報

総供託、としての佃1値を上げるとともに、 l時: 自: に適

した特集を組むなど、ますます内容の充実を図り、

iJi' i路の|井j拓にもっとめる 。

2 .  r建築技術選書」と くプロのノウハウ) ( 出版委員会)

「建築技術選書」 は、本会創立60周年記念事業

のーっとして昭和53年度より、本会の企闘の下に、

学芸出版社が発行し、広〈一般に頒布されており、

昭和60年度までに 38冊を出版した。 また、技術選

替の姉妹版として、昭和59年からは、より 'P4J り易

〈、ここが決め手という内容で、イラスト入り 2

色刷りとした くプロのノウハウ 〉 シリーズを発行

し、l I ;o年度までに 911せを刊行したほか、 H召和61年

度からは創立70周年を記念して 「建築技術選書特

装版」 を 5 IlI t発行し、合計 62 刊It に及んでいる 。

本年度も、適切なテーマと執筆者を選定して、

特装版、プロのノウハウを数111] - 発行する 。 また、

‘ 長期借入金完済のお礼

これらの出版物をテキストとして使用する、著者 会)

による講演会等の開催についても継続実施する 。 昭和30年度以米、全国の高等学校建築科の生徒

3. 講習会などの実施 を対象に設計技能の向上奨励のため、デザインコ

I ) 建築工事実務講習会( 教育委只会) 本会創 ンクールを実施しており、今までに延べ720校、

立直後から各種技術講習会を笑施してきたが、戦 3635点の応募があり、逐年参加校及び参加者が増

後は昭和32年以降中堅技術者を対象とした講習会 加している 。本年度も第36回を実施する 。

を毎年開催しており、昨年度で延べ46闘を数えた 。 7. 工高等建築科優秀卒業生の表彰( 教育委員会)

現場笑務の面で技術者不足が問題とな っている折 昭和27年度から実施しており、 H乍年度は 186校、

から、本年度も開催回数の増加と大阪以外での関 197名を表彰した。本年度も学校からの推薦によ

催を図るなど積極的に実施する 。 また、 l時代の要 り、第36回の表彰を行う 。要請のある学校へは、

誌に適応した笑務教育のあり方についても検討を 昨年同様、最寄りの会員を卒業式に派遣し、表彰

進める 。 状を授与する 。

2) 研修会等( 事業委員会) 11寺宜に過したテ- 8. 第 2 回日本建築協会賞の表彰( 協会賞選考委

7 を選ぴ、会誌の特集テー? との連携にも惚意し 員会)

て、講演会、講習会、研修会を実施するとともに、 昭和62年 3 月30 日本会創立70周年を記念して、

話題建築作品を選定して発注者、設計者等から建 日本建築協会1 ' t を創設し、第 l 回の表彰を行った

築の意図、設計の主旨を聞く会など月 l 巨| 程度開 が、本年度は昨年度に募集した業績を選考の上、

催する 。 6 月の通常総会の席上て凶表彰する 。

3 ) 見学会( 事業委員会) 新建築、古建築や地 9 . 図書閲覧制度の充実( 事務局)

域開発プロジェクトなどを対象に毎月 I 回程度開 昭和63年度から本会所蔵の図書、資料を公開し

催するが、年 1 - 2 回は地方の総合的な見学会を ているが、本年度は関係団体の同種制度との情報

企画し、地方会員との交流を図るほか、当該地域 交換につとめるほか、利用者の使を図るため、更

の伝統文化との触れ合いを図る 。 に内容の充実と務備につとめる 。

4 ) 若い会員の集い (事業委員会) 若い会員の 10. 支部、地方との連携の強化( 全体)

感性と活力を展開するため、講演会、学習会、見 各委員会、事務局の事務卒業を通じて、支部及

学会など既成の形式に捕らわれない集会を適宜開 ぴ地方との連勝を街にし、本会組織の強化と会勢

催し、講師と参加者の対話に重点を世き、会員相 の拡張につとめる 。本年度は、和歌山支部創設40

互の交流の場とする 。 周年、東海支部復活30周年に当たるので、岡支部

4. 新建築材料の調査検討( 建材委員会) と協調して関連事業を展開し、支部の活性化を図

新建材の開発が盛んな中にあ って、現場に即し る。

た各種新建材を選定し、調査検討を行うとともに 11 . 調査、研究業務の委託( 事務局)

メーカーとの交流を図 って建材の研究開発に資す 公共団体、公的機関その他各方面からの調査、

る。 研究委託について積極的に受け入れ体制を整えて

また、その結果を 「建築と社会」に発表し、会 委託することとし、可能なものについては、これ

員をはじめ広〈一般への普及に貢献する 。 を公表し、斯界の発展に資する 。

5. 青年技術者の顕彰( 青年技術者選考委員会) 12. その他

昭和29年度から実施しており、今までに 539名を 会員相互及び関係者との親! 俸を図るため午餐会、

顕彰した。本年度は第37回を迎えるが、満35歳以 親睦会、忘年会などを適宜開催するとともに関係

下の会員の業績を選考し、 「鐙築と社会」誌上で顕 団体との相互協力の笑を挙げるため共同事業を笑

彰する 。 施するほか、適当な本業に対しては適宜、後援、

6. エ高生デザインコンクールの実施( 教育委員 協焚をおこなう 。

出 l肌" " . 山

4 協会運営のため 8社より多額の寄附

本 会 で は 、 昭 和 56年 2 月 - 3 月に、前事務所のあ った近畿建築会

館 ( 東 区 北 浜 3 丁目 37) の敷地を大阪府から購入するため、会員関

係 各 位111社から 4 ，100万円を借り入れました 。 その後、旧事務所を

売 却 し 、 昭 和58年 12月に大阪駅前第 3 ビル21階に事務所を移転し、

現 在 に 至 っ て お り ま す。

本 会 で は 、 最 近 の 諸 物 価 の 微 増 やH乍年の消費税の発足にもかかわ

らず、会費並ひに行事への参加賀を据え置いてきましたが、 2 年こ

とに実施する日本建築協会賞をはじめ、事業の充実と多様化に対応

して、経費の増嵩は避けられない状況にあります。

そこで主要各社にご協力をお願いしておりましたところ、このた

び 3 月から 4 月にかけて、下記各社からそれぞれ多額のご寄附をい

ただきました 。

この |旬、 2 年 据 え 置 き の 後 、 昭 和58年 4 月から償還を開始し 、本

年 4 月 2 日の償還をもって完済いたしました 。 長期間にわたり、ご

融資をいただきました各社に対し、誌上をも って謝意を表します。

( 社) 日本建築協会会長 佐 野 正 一

2  控纂と社会 / 1990 'f-4 }j 月

これらは、主として日本建築協会 il 左 中 心 と す る 記 念 事 業 積 立 金

に 積 み 立 て る ほ か 、 協 会 の 財 政 基 盤 の 安 定 の た め 有 効 に 運 用 し て 参

りたいと存じます。

ここに関係各社のご好意に感謝申し上げます。

株式会社きんでん (百j . 近畿従気工事株式会制 ) 、株式会- 11東畑建築事務所、

体式会社日建設計、株式会社安井建築設計事務所、株式会制大林組、

株式会制ダイダン、株式会社竹中工務底、，( ，1限会' 1 1 : 村野、森建築事務所

ｾ＠



東京話題建築見学会 ( 2 日間)

日 本 建 築 協 会 会告

東 京 の 最 近 の 話 題 建 築 を 6 つ選び、 2 日 間 の 見 学 会 を 企 阿 し ま し

た 。 意 匠 ・構 造 ・設 備 的 に 興 味 深 い 建 築 を 盛 り 込み 、 建 物m途、) ; J ! .

模 等 、 多 様 な も の を 選 び ま し た 。 各 建 物 に つ い て 個 人 的 見 学 で は 符

ら れ な い 説 明 も お 願 い し て い ま す の で 、 ぜ ひ こ の 機 会 に ご 見'1・くだ

さい。

日 時 1990年 5 月25 日 掛 12 :  00一17 :  30 

26日仕) 9 :  30 - 17 :  00 

見 学 先 25日 東 京 都 お 西 臨 海 水 族 国 ( 東京都江戸川区臨海町6-2-2)

説 明 各 見 学 建 物 の 設 計 担 当 者

( 東 京 都 新 庁 舎 は 第 1 本 庁 舎 施 工] V )

集 会 251 1 12:  00 ] R京葉線「葛西臨 海公 |主|駅」 前

26 1' 1  9 :  30 ] R  中央線 「国分寺駅」 前

交 通 25 1-1 : 向由移動( 電車等) 、 26 FI 貸切パス利川

定 員 40名

参 加 費 会 只 10，000円 、 会員 外 15，000円

* ;合守、 L凡J."ρ

勺叶代tに、資料代‘ 泊代 税

1989
1
1' 9  J 1姥r. I&J 十 f千11建築設計研究所、施工 111/ 東亜 占久IN. 'l'lIUV 

T E PIA  O![) ;i 都港区北青山2- 8-44)

*  ＲＶ ＱＱ Ｑ｛切パス以外的交ｩｉｦｬ ｬｾ 、作 Ｇｩｩｴｬ ・タ明 ｊ ｪ 主 Ｇ ｬｾ 等は、各ｩＧｬＩ ｊ ｬｬ ｩ 主 ｮ 抑制います 。

1989年4 FI峻1 設計 線総合計同事務所、総工 J.&J:,lj • rN水・ lii lJ¥I

束 京 都 新 庁 舎 ( 東京都新宿区西新11']2 - 8)

申 込 ノ、 j J' キ、F A X、 電 話 で 5 月14 1' 1UJ ) までに、 (社 H I本 建 築 協

会 事 業課 へ お 申 込 み く だ さ い。 催 し名 ( 束 京 話題 建 築 見学

会) 、 氏 名 、 勤 務 先 、 参 加l証 郵 送 先 、 電 話 祷 号 、 会 員 ・一 般

* 当建物の見学は 日本建築協会会員に限ります。 の万 ｉｪ をお知らせ ｉ， ｾｮ います。

1990'IC12F1竣T.I' 定 E没iit: }' J下健三 . r.l ld，. .  ffi 築設計研究所 (社 ) 円 本 建 築 協 会事 業 課 干 530大 阪 市 北区梅E l I1- 1- 3- 2100

第 l 本庁合施工大成ほか 11柑1¥1 F AX 0 6- 348- 0634 TEL 06-348- 0633 

26 日 東 京 サ レ ジ オ 学 園 (束〕印刷、平J ! i上水市町4ー7ー1) *  <1 ' 込多数の場令は担lii 建てe参JJII おを決定します。

Ｊ 参 ｽｊｉｉｾｩｅ と参加背振込 ｭ 紙を Ｕ Jl I51c 1( 刈に発送します。

*  Ｕ 月 ＲＲ 川刈までに Ｈ 振込の場介は必 ｟ｻｬ Ｉ 参 ｽ ｽｉｉ Ｇ ｉｾ をお納め臨 ＱＢ 、ます 。
4  JUI 1990年 4}  1峻 工 設 計 坂合建築研究所、地 仁 /'111姐U!i

世 田 谷美 術 館 (東京都世間谷区砧公l生l ト2)

1985年11月竣工投計内J t . 昭巌主主筆設計事詰所、施工 I庁本村本値引JI

日 本 電気 本社 ビ ル (東京都港区芝5千 15)

. 東 京 宿 泊 、 大 阪 東 京 聞 の 交 通 、 の 手 配 が 必 姿 な ブi は、

お 申 11:¥ｾ、ただければ斡旋させていただ きます 。

1990年 I J l 竣て設計 日建設計、施工鹿島建設 ー大林組

T EPI A 多彩な材料と入念な ディテールの組み合わ

せによる娃築表現において現代技術を象徴している 。

機械↑ 11E報関連の先端技術について未来を展望し、情報

交流をはかる坊として計 l血lされたハイテクノロジーパ

ピリオン、 ライブラリー、会議主主主卒。

東京都新庁舎 コンペてt Fi泌 をさら った11選作品。御

［ｾｾＮｦ￮をＭｴ ｊ ち込んだプレコンの判ｾ ｾ な外袋、ス ー パース

トラクチャーもかなり .u.:ち 1-が りその1午容を jJL してき

た。工 '1μ l'なので外観のみの』ど(: になる 日[能'rt もあり

ます。

東京サレジオ学園 ｾ￬＠ ＲＱＢＱ 村ｾￌＧ ￎｉ ［ｬｩ， ｕ［Ｎ ｬＧｬ、第 Ｑ ＴＱＢＱ 山 ＱＱＱ｝ ，

卜八灯、白1 ¥46["川 本 i芸術院1¥等を受' L ' t o 6，換から 18，説

までの 児子 を対象としたカト' ) ' y ク系の長; 11削白1没。

小・ '.1'学生・高校生凶合、 ドンボスコ記念 ｊｾ ｶＮ . ; ; ; . :、小引

立、 1I・J ) I ( 棟、休Yi fiii 等。

東 京 話 題 建 築 見 学 会 1990年 間 25 日、 26 日

世田谷美術館 H自;f U61年 BCS灯、白f >. 27回毎 n::; 芸術

賞、第45回日本主芸術院' l ' t ' ! ) を受賞。公凶美術館、

生7i
i
i を11¥1化、オープン化を 三つのテー? とし 、i ' I

然と 一体にな った建築デザインや、 IJfl かれた夫術

館としての動線処理に新しい従来がある。

日本電気本社ビル スベ スシャトノレ砲の次 世代

超高 Ｑ ｍ ビル 。 スーパ ー フレ ー ムの大 Ｇｾｾ ｭｬ 、 ＱＳＱ 刊 の

アトリウム、建物の '1' 央にIJfl' 、た風押収減策とし

ての風穴等、話題性に事欠かなし、。 11 ｾ住諮問のこ

れまでの技術の! 長続が比られる 。

3  



日 本 建 築 協 会 会 告

ビ デ オ 映 写 会 現 代 建 築 家 ビ デ オ シ リ ー ズ 第 3 回

制作 監粁 7 イケル・プラ y クウ y ド

日本J号版制刊 発光 j t デノレファイ 研究所、党先 九M

日 時 1990年 5 月28 日開) 18 : 3 0 - 2 0 : 30  

会 場 ( 社) 日本建築協 会 会 議 室 ( 大 阪駅 前 第 3 ビル21階)

l  フランク・ゲーリー F R A NK  G E HR Y  (57分)

日本でもおなじみのゲーリ一、平凡なプロであるよりも創造的な

思想家であろうとしたゲーリーのモダンてーゥ。ァナキ ュラーな作品と

思想、を探究する 。

2  ロパート・ベンチユーリとデニス・スコット・ブラウン

R OB E R T  V E NT UR I  and DE NI S E  S C OT T  B R O WN  (58分)

“ 表現の建築" ではなく“ 意味の建築" を創出する 2 人の建築家

の哲学と作品に焦点を当て、モダニズムを批評する 。

参 加 費 会員500円、 一般1，000円( 含、缶ジュース、消費税)

定 員 30名

申込方法 ハガキ、 F A X、電話ーで 5 月21日( 月) までに、 (社) 日本建築

協会事業課へお申込みください。催し名 ( ビデオ映写会 ・

現代建築家ビデオシ リーズ第 3 回) 、氏名、 一般 ・会員の

別、勤務先、参加証送付先、電話番号を必知らせ願いま

す。

牢 5 月22 日( 刈に参加証をお送りします。 なお申込者多数

の場合は 抽選で決定します。

7 ランヲ・ゲーリー ロハートベンチュ リとデニス・1 コ・ノトブラウン

一一. 今後の予定 一一一一一

第 4 回 6 月25日(月) 18 :  ＰＰ ｾＲ Ｐ＠ :  00 

・ジェームズ・スターリング J A ME S  S TIRLI N G  (58分)

・O. Mウ ン ガ ウ ス O.M. UNGE RS  (58分)

第 5回 7 月23日伺) 18 :  ＰＰ ｾ ＲＰ＠ :  00 

・ミース ・ファン デノレ ・ローエ MIE S  V  A N  DE R  R OHE  (58分)

・リチ ヤード ・7 イヤ- RICHA R D MEI ER (59分 )

阪剛山ＧＢ間附 ｭｭｾ 皿四 ｭｭｬｩ 問問口 明 川畑町酬 ｮｭｭｮｮｲｮ 胴ＧＢ剛咽川聞晴附 ｭ 巾剛附剛 ｮ ｮＺ ｮｮ 咽幽目圃 ｭ 酬柵 Ｑ 岨 ｭｦｬｬｴｲｬｬｐｾ 酬 ｉ • Ｎ， ｭｮｬｬ ＧｦＢＡＧＢ幽明岨醐醐ＢＢ醐聞ｬｉｉｉｬｉｾ剛山ｬｉｉｬ蜘出剛山岨捌剛酬畑山 ｚ 闘訓醐臨制刷出制捌郎副剛醐醐! t I :CIIU剛 刷 澗 蹴 醐 醐 醐 胴 醐 臨 捌 捌 鵬 酬U凶" ' 刷協加山脳血咽酬 11 附 阻 叩 幽 醐 " ， - 刷

.... r建築保全業務共通仕様書」講習会

一 日 本 建 築 協 会 後 援

建築物のスト ックの増加に伴い、建物の円滑かっ効率的な保全の

確保が重要な課題とな ってきています。 この観点から、建設大臣官

房官庁営繕部監修のもとに「建築保全業務共通仕様書」が、( 財) 建

築保全センターから発刊 されます。 この仕様書は保全業務を発注す

る際の契約図書となるものであり、 一般の建築物にも広〈活用され

るものと思われます。

(財) 建築保全センタ ーはこの機会に、「建築保全業務共通仕様書」

講習会を開催し、今回策定された建築物保全業務の「仕機書」と、受

注者が業務終了後提出する「報告書」の内容について説明します。

講 師 ・建 築

主II 設行近畿地 Jj 挫 .IIl J，J'i :¥" 綿 市1務検1i:.:;'.i! 'i:¥" 綿 引 刊 河 合 慶 盛 氏

・電気設備

弘ll ，l l l : 1' i 近畿地 }j 担l ω"j 刊，附s"I二務検作諜屯気係長 戸津! 勝広氏

- 機械設備

建 設 行近畿地占建 設 ｊＮ，ｪ ＧｩｾＢ 給部」議検慌 Ｔ 車保 全 係長 田中啓一氏

テキスト 「平成 2 年版建築保全業務共通仕綴書」

「建築保全業務報告害作成の手引き」

受 講 料 1 名 13，000円( テキスト代、消費税含む)

ただし、テキスト持参者は税含め4，100円

申 込 受講申込書に必要事項を記入し、希望受講地区の( 財) 経

済調査会へ申し込み下さし、。定員になり次第締め切り 。

詳しくは、各地区の経済調査会へ( 関西地区の講習会は、

経済調査会関西支部業務室06- 312- 7221へ)。

主 催 財団法人建築保全センタ一、社団法人営絡協会

協 賛 財団法人経済調査会関西支部

後 援 建設省近畿地方建設局、制 l司法人日本建築協会ほか51団体

4  

「建築保全業務共通仕機書」講習会開催日と日時

地区 日 l時
iコ旦L  場 定員

尽都工業会館

古"、
1990年 5 月25日幽

京都市右京区西京極豆田町2 150人

者日
PM 1  :  00- 5 :  00  

T E L 075- 313- 0751  

兵庫県農業共済会館

神

1990年 5 月29日( 火)

神戸市中央区下山手通4- 15- 3 100人

1コ
P M1  :  00- 5  :  00  

T E L078- 332- 7165  

大阪Y M CA 会館

大

1990' 1ミ5 月31 日附

大阪市西区土佐堀1- 5- 6

阪
PM1  :  00- 5  :  00 

T E L 06- 441- 0893 

4 日本建築協会新入会者ご斡旋

お願い

本会は大正 65f: 3 月創立以来、建築法規の法制化に努めたほか、

わが国初の住宅博覧会の開催、四会連合工事請負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、建築界を リードするとともに、 一般社会との

結びつきを深めてまいりました。 また、建築界の総合団体として常

に建築関係各部門の連繋と調整に当たり 、相互の親陸、共存共栄に

君、を注ぎ、会誌「建築と社会」の発行や、朝食会、懇親会の実施、

実務に直結した諸種の事業活動を行ーっております。

4 月に入り、建築界へも多数の新しい若い仲間を迎えました。 こ

れを機に、本会の事業をますます発展させるため、会員増強運動を

展開して会勢の伸展をはかることになりましたので、新入会者のご

斡旋をお願い申し上げたく、 何卒特別のご高配をお願い申し上げま

す。事務局は、電話06- 348- 0635です。



ール募集規定ンクンコ工高生デザイ

入選賞牌 ＱＧｴ牌の，，［ＡｾはＮサモトラヶ で 世見された「ユケの ｦ ｩ＾ ｊ

(ル ーブル毘術館所，i l ( ) をモチ ーフとした L の です.

スウ

題

1¥ 

課計

ン

設

ウタ

件

紙 1'- 1  ( 立製|ヌ1f11紙 A 1版 (594mmX841mm) 1枚 を使用し、

そ の "， に す べ て の 安 求|文lini を姉くこと。

げ 透 視1)( 1の ほ か は す べ て 鉛 筆 仕 卜 げ と す る こ と 。なお、

透 悦1><1は彩色用紙に Wi き、製|古川j紙 に の り つ け し て

もよい。( インキング、その{ 也、政主l写 真 や プ リ ン ト

rnの 1!li リつけ、 1)( 1rfij のパネ ル化などを行わないよう

にすること)

応 募 資 格 : 千 成 2 '.ド 4 JJJ .l.!，(I. 、 if J等 '''j: 校イElNの 午 従 で 、 個 人 ま

た は 扶 同 で 制 作 し た も の と す る 。

他 : m紙 や|文Jjj' iiには、，} : 校r. ・予"1' ・氏名 など ! 応募. f i が

わかるような表示は行わないこと。

* 以上 1 - 4 の条件に違反した応募案は、1 ¥: t持とする

ことがある 。

条

σ3 

上

募

用

イ士

そ

応、

2  

3  

4  

課 題 の 趣 旨

人日の目11市 集 '1"や J也{間! の rJ 3騰 などにより、自11市 あ る い は そ の 近 郊 に

おいては、照合ーの効率化 を1><1 る た め に 、 さ ま ざ ま な 集 介 住 宅 が つ く ら

れている 。 その "， に は 、 配tnがIlI II ーがj で、今i li リの 開 か さ が 感 じ ら れな

いものが多くみられる 。 また、近年ーは、コミュニティの形成に対する

配 慮 や 高 紛化村 会への士、tl 必も求められてきている 。 こ の よ う な 現 状 の

中で、効率だけを追い求める のではなく、集まって ｦ ＺｊＺむ良さが Ａ Ｇ ｉ ￫ み ｮ ｬ •

される集合住宅のあり ｽｉ が ＱｉｩＱ ｾ、直されている 。

本課題では独立 ↑1: 宅 と * 合 住 宅 の よ さ を 午 か し や す い 低 府 連 続 休 宅

である「タウンハウス」をとりあ ＱＱ た 。 ｊ ｩｐＮ ｜ ｟ Ｑ ーや ｊ 也 Ａ � ｾ の ｾｾ､Ｑ を ＧＱ でかしな

が ら 、 さ ま ざ ま な 111 代 の 、 さ ま ざ ま な fH れをも っ J，q下者がコモンス ペ

ー ス ( 共 用 空 11¥1) を ' 1":; かして、魅 力 ある午前環境を( i fl り.111. す こ と の で

きる 「タウンハウス」の捻定を JYI侍する 。

募 方 法

別紙 ｉＱ Ｑ 紙に、Ｎ，，Ａ ｾ校 名・所作 ｉ 也 ・ ，・ ｆ 均 ・氏 名 ・ ｼ ヌ ｉｔｉ 而 の返ま ＱＱ 希望の有

無を記入し、封筒に人れ' ! I ' ; J ' ; t し、 l文Irfij の 衷 に! I 占り つ けること 。( 記

入111紙が足リない場合は惚' ワ. して F さL 、)

Jf ，同制作品で 応募する fi は、 1 の .ic人 I11紙 に連名のうえ 、 代表 者 に

九lell をつけること 。

応募案はＧ下校を ｪ 並じても ｾｾ､ｴＧ ，すること 。

* 人 選 案 の 版 権 は 本 会 に 属 し 、 入 選 案 は i" f桜者に て保管する。
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要 図 面

配 置 図 兼 縮尺 1 :  200 (1 1府中ー[ffi j';<1、道路、馬EIドスペース、 I-t!

1 階 平 面 図 外 胞 jil tなど の ほ か }j 仰 を 記 入 す る)

入 選 作品 の数 およ び 賞

1  人M' s;を 10点とする 。

2  人i芸家のうち か ら 故 優 秀 賞 1 }，I，( 、優秀' f t 2  ! ，' ! ，以内を選び、賞状 ・

1't IWおよび記念品をI ! 曽る 。

1也の人i益支には、 n状および' 此牌をI ! 回る 。

ｊｊ ｲＮｾｾ手者全ｩｬＮに参加ＱＧｴをｉＡ拘る 。

3  

4  

入 選 者 発 表

辞 任の結果は、 fγ ?校ならびに本人に通知するほか「主I ! 築と社会」詑

11 J  1  Ｇ ［ｊ に発ぷし、入選作品は Ｇｾ Ｑ JI けに仙紋する 。

各 階 平 面 図 : 縮尺 1:  200 

立 面 図 : 縮 尺 1:  200 ( 設戸|ーな似! の わ か る敷地 全 体 の 立 n'i iを l

I師以 IJ

図 : 縮 尺 1:  200 Ｈ設 ｾ Ｇ ｉ ＧＡ ｊ 、 Ｑ＾＼Ｑ のわかる 敷地全体 の 断 ｛ Ｈｦｩ を ｬ

1m以 卜)

透 視 図 外 観Ji 色f l: 1 げ。

設 計 説 明 設 ;;"1迎行 お よ び 建 築 概 要 ( 放地 IUI f氏、他物の怖造・

附 数 お よ び 床I而mなど) を簡 11)1 に記入する 。

他 .、1'" I(li 1)( 1・|割rI({J Iヌlには宅? " .  ￬ ＢＢｾ＠ ，Jil 、を記入す る。

所
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面断4  
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イ牛

I也: Ｒ ＰＰＰｭ Ｇ ｦＧ ， ｾ度とし、形状・道路など の設定は 白 ｈｉ とす

る。

物 1fl "  ;の延 べ l自ifl' lは 100- 150m' f'，U支とし、 10- 15fl ;

)-'を ，:i1l
lj
"1する 。 l' 符数・椛ii!i は 1' 1111 とする 。

屋外施設・敷地内の通路、コモンス ペースを ｉ ｾ ｉ ｛ｾ ｉ に 計 ｬ 幽する 。

如、1; 台数は 1 f七戸 1 fif' iU主とし 、思 i '!( }j 式 は fl rll と

する 。 その他必ｾと 忠 われる施設を計 ｬ 商 ｼ する 。

戸Ｚ家紋椛成、 ｬＧ 庁ｾ 宣伝および ｉ ￍｬ ｩｗ の設定は ｬ 守 ｉｾ Ｇ ｉ とする 。

(  fj 戸のタ イプ は l 純世:Hまたは侮紋のいずれでもよ

， 
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義 / 千111 11)1義 ー級 建 築 i 事 務 所 所長

Ｇ ＮＺｪＺ［ Ｏ 附竹 ＧＱＧ ｟ ｛ Ｎｦ ｾｉ ， ｩ［ 大ｼ 坂本 ｊｬｩ 設［， Ｑ 告 Ｑ Ｑ 設計課長

日1/ 附 大 林 組 本I，l' i建 築 設μ| 第 l 古11設計課長

Di l / 側 117{平11 ;&，:1取 締 役

ｩｾ￬ Ｏ 京 ｭｬ 府立大学 Ｇｕ 百科，・ ｴｭｬｦ ｊＺ院予科教 ｊ 空

白11 / 大阪府建築古11営 繕 室 主 幹

幸 Ｏ ｾ掬若 林 広幸建築 研究所代 表取締役

このコノ 7 ールは. lI {{f '113011よリ毎年テー? を変えて IUHni しています。
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計 十l 篤 ・/ 附 建 築 深 境 研 究 所 所 長

石 川 康 介/ 近畿大字f ! i ! . T' }:告11建 築 切 科MIi Olli

川 辺 麟太 郎/ 1問内 大' ' ( : [";: :ml 主s 築，' {干↓ s M文夜

干i 家 ';L Ｍ ｦ Ｍ Ｏ 行ｾｾ建築設，￬Ｑ守、 ー 所長

ｾｴ＠ HH  かはる / 大 阪 市 立 大 ;::'1フ泊料予古11住 Jl: " 'l :科 助 教 授

'1' 川 河 一/ 附 安 11' 主s築 設，i1 事 務 所 大 阪 事 務 所 設 計 部 長

同 村 hE "t111 /  );(/111 ｌ 去繊紺大フ・ ｉ ｾ 芸Ｇ ＧＨＺ部造形 ｲＧγ 科助教 ｪｾ

'r-y. 川 ｾＡ［＠ ')1、/ 附r J 建設計大阪スタジオ設，:1 宅 長

査 員

委 員長

委 員
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- 協会だより

平 成 2 年 建 築 科 優 秀 卒 業 生 表 彰

工 業 高 等 専 門 学 校 ( 8  ;校 B 名 )

釧路 ｌｴ￧ｴｾ 等 専 ＱＢ Ｑ 中段

イill l l“主日 '.';' WI' ・l学 校

'91イi C葉町 '!f W.["I "'(:t主

* (- 1:主均 等WI"I?t立

民 U( ; 向等' ¥'1"1"1' 校

ftt 山 1:草刈専 ，'11"1' 下校

八 代 ｬ Ｚ ｬｚ ｾＧＺｪ 専 ｗｉＢｊ＿ 校

叩域 ｛ ｬＧｩ ｴｾ ＧＡｦ 咋 l" l" i 校

高 等 学 校 ( 171校 181 名 )

鈴木 博之 n

沢 克紀 代

武 藤 尊彦 Jt

償 111 1ザI!) J It 

松 野 一 成I t

沌 年i主夫代

又木 kl'介I t

後日事 件↑ 'lf .H  

地 Jl I I". l'i，:四 γー校 村 仁 本 之 I t

地川 Ｇｘ Ｎｲｩ ｾ Ｇ ｦｊ ＧＮｴ ＮｻｲＧＧｦＺ 校 奥 111 JEぶI t

小 附 1'，l'i r:'f， 等学校 相 官 幸雄 I t

1，，1  (定時制J ) 佐々 本 きゅ 1) JI 

骨fll: I 輩出 事午佼 i:le聖f' 1111五: H  

釧路 l 葉山等学校

札税 r.l'i 尚等学校

1，;1  (定 時制J)

円小牧 I:f:; ;:': j甲ヲ 校

1，;1 ()じ時伽J)

r，;汗 Cl i 仙 ?YF悦

尚航 I: l ' i 日' 1f"{: 校

1，，1  (定 時制日

ｾ Ｇｬｬ ｬ 主同事 学 校

制曲 1 主日 ' ! f 学校

J(:) I'."f: 院 ' 1辺地 I:t:; t:j 事7 校

大量^抗 1:1i i:'r，専ザ校

久悠 ｲＺ ｬＧｦｾ Ｇｲ， 寺 中 校

'&l 附 J: l ' i尚 '.';" 'i 校

fllJ7i ['，.業日 '!V l 校

秋 111 L l'i 尚 '.';"γ 校

1，;1  

能 代 1:.監刈 "'!f'{'校

践例 r:f:; t :j事・γ 校

郎 山 北 ｲ Ｇ 世 ｾ Ｇ Ｚｩ " ! 平ザ校

勿*= Ｑ ＧＮ ｊｩｾＧｾＧＡＡＧｻＺ＿校

11 -1<大7: *"t 同事' 下位

ｲ ｎ ， ｽＺＮｾｴＺｪ 事 Ｇ ＧＨＺ校

大' :: { 1:!t t iJ ‘rvt 校

';':1:11":' ;  1'. )1';向、! Vt -t主

F T I  

刷' t _I: )I' ;品等' "' 1' 校

1，;1  

館仲間1 " . 尚 事? f主

ｲ Ｚ Ｇ ｲ， ｾ ｴ＠ 1 主刈 :γ I'l 主

l己1 (定時制)

taf l 由、，.・1事γ一校

雌 |品，I U;; ，: 百亨学校

川越 1:. 主尚等学校

組 '1ミ川 :t;? 校

01; 111 ｲＮ［ ｴ 刈 ｾ ＡＧｲ ＧｦＺ 校

f- !ri r.ni i，ι':j ｾｴ［Ｎ ＷＧ 校

ｉ Ｋ ｾ ｉｉｉ＠ L .1i ，:':j 事' {'校

川 主要 i 主，.γ ヰ7 校

|同点第- ，:':1'.1γy 校

1:" 1 ' 院大学山 等学校

出fH1J第一学 l剖fe:γ 平i: f-.z

*，;( I:X 尚写プ牛立

IJ;( E宣 伝I t l 小川 原城北」二l ' i 高等学校

香 川 勝美ｉｴ ｬ 神保 川 Ｑ Ｚ ｾｲ ＺＧＺ ｪＺ ＱｦＧＧＧｉＺ校 Ｈ 定時制 Ｉ

斉 藤 晃ｉｴ ｬ 総見 ｌ ｾ ， ＨＺ ｪＧＡｖ￯ 校

m端。 秀 栄 I t 1  1，，1  (定時制)

上 肘 キー(- It 1  Jil ti)( 1必 尚 'r'j. :'''1 校

ＱｾｉＮ ｴｾ＠ 秀 It l 崎市民.' j' .tV 'l 校

石 IU Io' i二 It 1  '1' 1舟 仁監品川ザ校

仰木 r，'，. It 1 飯 川 l長位向 '1，{/ i 校

ttl lll ! 貴文I t l 池 1110'，尚 γ F校

illii 主 ?!{ .n I  [，jJ 

立 花 業←(- It 1  J' .III [- 11I 1<:' :j'.';' パ立

十反f反 J:f. It 1  lH t  ｉ Ｚ ｘ ， ＺＧ Ｚ ｪＧＮＧ［Ｇ＿ｾｩ＠

締 桁 幹 人 I t l 新桂 川出向 芋 N主

知|司 {受付

郷 布 近 誠一 It

ＺｲＮｴＺｾｊＺ＠ {' I' 也 It

WI 石 正1: 美 It

長沢 尚 !.tl¥

Ｚｻ ｉ ｾ ｉ Ｚ＠ Ｑ 砲 ＿ ＿ ｾ (¥ 

｟ ｾ ， Ａｦ 聖 ｬ Ｇ ｾ ＧｩＧ ｬ Ｏｴ＠

111辺 IE典 Jt

遠藤本 Ｙ ｾ ｾｬ＠

松 本 立 之 Jt

7};水 |時 打

青 木 同'1: J t  

，rT附 1:主川 下7 校

J.;J ( ;じ時閉J)

ｾ Ｎ ｜ｉｉｉ＠ I:Yi 品、F Y 校

修，Y( ，¥: 1: )1';川 ¥!f' γ 校

k JiI. 休 業川 下? I立

illi lt  I". Yi ，:' :j干す校

ｩ｀ｾ ｉ Ｚ ｘ 川 ‘ ＧｦＧ ｦ Ｇｻ 校

愛知 I: Yi 品事'TI主

高1 “ 愛知 I:X 川亨? t主

- i， L X 川 '1{: ''{: f.主

ｉｾ 織ｉＢＮ ｙｩ ，｜百 ＢＡＧｪＺ ＧＷ 校

ft 防 L X，¥百 '''!{/ 'l 校
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6  控 殖 と社会/ 1990 ' H )J '.; 

Ｑｉ［［ｦ 王位築 協 会て ｴ 、 ｉｉ ｾ ｻ 利 Ｒ Ｗ Ｕ Ｑ 三 よ り 会 同 の工業 高 等専 門 学校 、高 等学校 、

専修 学 校 建 築科 の優秀本業生に 対 し、学校 の推 せんによ り、 本 会 会 長 の

表 彰状 を授与して い る が、 本5f. 3  n卒 業生 のう ち、 186校 の 197名 を表彰

した。 なお 、 本 年からは、 Y ;{f 式 へ の 出 席依 頼のあ った 学校 へ は 、最寄

りの本会々 nが 、 本会 を 代 表して J川市 し、表 彰状 を授 与 す るこ とと した

が 、 本年 、ＱＺＱ Ｚ ｜ Ｑ 市 即 ｾ ｩ っ たブ ｪ 々は 、次 の とおり です 。

・九州 産 業 大 学 附 属 九 州 産 業 高 等 学 校

側安ヂ|ー建築 設計 事 務所

取締 役九 州 事 務 所長 四元俊 男 氏

- 大 牟 田 高 等 学 校

側 松 村 組

取 締 役 柄|瑚支底 長 佐 藤 良平 氏

- 坂 出 工 業 高 等 学 校

側 i{i草木工 務 1;5

四国支 l;t i:!Z. l;5長

今 J込 ifIi 1I Ｑ 伊勢 ｉ Ｚ ｾ ｾＧｾｾ 早 Ｗ 校 illi lJ l  μ 文 ｾ ｜ Ｎ

中4 ↑lf n  I  J-J 1t Ｑ Ｚ 草 山 ｾＢｴｦＮ ＮＧｬ 校 it!J 11J {;; 11 

小"'''' Ａｊｩｾ 計 Ｇ ［ 11 I  jJ ¥ U 位向 ';r{:' 'l:+主 !昆 111 幸 f - I t

il-{ UI  辿也 JI I  1叫11 01; ＱＧＮ ， 主恥紅 ｴ恥恥ｾ ，ＺＧ点正 ＺＧＺｪ で等 ＢＡｦＧＷＧ 校 杉 IJI イ布I 紀 t円I  

「戸i }川|十-.U山| 光 Ｙ央 ｾ 1日t 1  1，川"J (じ3定主以EP，'払時i年F仰閉制]) 小 'j'日i' h消lJ市eY引H広よ l日!  

l向誌村 J忠E三 11 1  ｾ計川 Ｂ け叶ｊｬＺ Ｑ仁 Ｚ ｾ主 ｴ ｘＧＮ ♂学Ｇ

布判神lド1'，1山;与; ;dゼ也. 1打I 1 'J小、松 l仁:X 向で宇"!f' ‘γi 佼 浜宇谷千 珊利u尖l定ミ t円l  

三 輪 順 久 11

ｦ 五 ￯ｬ ｪ長 ｩ ｖ ｾ ｉｾ＠

大主奇 リ1) 1¥ 

平 川 'lI i..i¥'; f- II 

鶴 見 r，1，'ぷ H

月 ょ洲ＧＩＮｦＱｩ ｩＧＺｾ ＺＱＧｦ＿位

制1I 1' I: X/・41平7 校

金沢 市 ι l 輩両手中校

常 端文 ｾ ｮ

谷 l勾 ↑ tf ｉｾ＠

加 川 湖 ￭ ｩ ｬ ｴ 正ｾ 1¥ 

、子111 Ａ ｾｾｾ＠ H  

三村 山 11

'I'I- I I 博I t

ki C l屯樹I t

ｊｬｕｩｉ￬ Ｏｾｦｬｬ＠ r  It 

向僑 ｾ ＱＺｊ Ｑ Ｑｴ＠

ｾｾｊｩ 事 Ａ 勝 ＿ｴｦ ｻｾ＠

1，;/ (定 時制)

r: ':j l必1 ｲＮ ｬｾ ｲＺＧ Ｚｩ Ｇ ， ｴ ｖｻＺ ｴ ｾ＠
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書評

特集 スケール感

1RkRzZ 毛じ、、圭nι  nu 建 築 の ス ケ ー ル 感/ 高 橋 勝 志 36 

セ ー ム ・ス ケ ー ル 住 宅/ 北 浦 か は る 40 

図 面 集 塔 ・高 層 建 築/ 森田町i 美 ・吉 村 英 祐 4 5  

天 井 高 / 加 藤 カ 50 

宗 教 建 築/ 上 杉 秀 隆 5 2  

広 場/ 加 藤 晃 規 5 4  

地 下 街/ 吉 村 英 祐 .56  

空 港 ・都 市 ・ニ ュー タ ウ ン ・人 工 島 / 田 中 直 人 5 8  

レポート

構造の頁 179

設備の頁 181

月報

I nf or mat i on 

アメリカからの報告

生態計画から見た大阪府下の住宅開発/ 杉本; J ' J ; - 67 

超々高層建築構造を展望する / 久徳敏治 68 

アクティブフィルタとその応用/ 小林義幸 70 

日本建築協会月 聞の動き ( 平成 2 年 2 月分 ) 73 

日建設計 / 日本の近代化と共に 90年展 . F IN N ・J U H L 追悼展「デンマーク空 IHI と家具の彫刻l

家 J . シンポジウム r l 990年代ハウジングのニュートレンドを読む J . 藤江利子講演会 「イン

テリアと建築 J . 新宮 背 議j京会「彫刻! と建築 J . リフレ ッンユハウジングフェア ' 90開催.

「景観形成7 ニ ュアル」 発 行 - - - - - - - - - - - - - - - = : : : . : _ 7-1.  

ル イス・カーン美術館/ 薄田 学 ('S 

7  



修成建設専門学校青垣研修センター

設 計 施 工 間 組

本株 lEifii 玄関

施工実習喝

、

全長J . tU敢
全体配置図 l  初日日

8  連 軍 と村会/ 1990' 1'- '111 '，;



r  

創立80周年の記念卒業として企画された当センタ

ーは、広大な自然に囲まれた環境の中て¥12かな

心を育みながら、実践力と社会性を主主うことを目

的として建設された全国の専門学校でも伊IJ を見な

い施設である 。

建物は、教育 ・管理I! . 厚生 ・宿泊の 4 機能を持つ

本線と、実験実習を主体とした実習棟および建設

展示館で構成されている 。建設展示館は、朕構造

の建物内に建設途 中段階の笑物模型をセ ッ トした

ユニークなものである 。

計画に際しては、

・各機能を効率よくまとめること

・変化に富んだゆったりとした内部空間とすること

・自然と調和した外観とすること

等を基本テー? とした 。

山々を背景にして複層の屋般を持つ白い建物は、

敷地高低差を 利用して設けられたテニスコートや

中庭等の外部空間 と一体化 されるよう配置されて

いる。

また、施設利用 形態 として学校利用 日以外は一般

企業等の研修あるいは 地域住民のレクリェーショ

ン等にも有料開放する方針であるため、多目的な

研修センターとしての機能も兼ね備えているが、

今後はより一層の充実をめざし、フィールドアス

レチ y ク等の屋外施設の整備も予定されている 。

(座光寺文和/ 間組大阪設計室 )

所 在 地 兵 庫 県 氷 上 郡 青 垣 町 東芦田 l 番地の l

敷地面積 56，758. 76耐

建築面積 3，517 .92m'  

延床面積 6，463. 88 m'  

構造規模 本棟: R C、2F 実習棟・建設展示館 : s 、2F

工 期 昭 和63年 10月一平成元年 11 月

憲 寄 駅 J R福知山線 柏原駅

撮 影 甲 斐 徴

本懐鎌谷記念ホール 長E設展示町[ 実物模型

9  



大 同 生 命 福 井 第 2 ビル

設 計 大 林 組

監 理大同生命保険相互会社・大林組

施 工 大 林 組 ・ 熊谷組共同企業体

10 控 援 と社会 1990'ド411¥;  

所 在 地 福 井市 大手3ート 15

敷 地 面 積 35 1.09
m

'  

建築面積 296. 6 1  m'  

延 床 面 積 2，088 .  16m'  

構 造 規 模 S 、 8 F ， P  1  

工 期 1989年 4 月一 1990年 2 月

最 寄 駅 J R福 井 駅

撮 影 上 諸 尚 美

、



正面外観

J  R福井駅 ・福井城担1 : に近く駅前大通りから県庁

側1) へ少し入 った場所に、プテ ィックなどを経営す

る企業が一括入居する大同生命のテナントビルが

完成した 。

間口 1 4 M ・正面高さ 19 Mの怨物が、街ゆく人へど

れだけ誘引力のある表情が可能かがデザインのテ

ーマであった 。

建物正面は石とガラスを対比させ、 V 字型に大き

くカ ッ トインさせたミラーガラス耐にサ ンシュの

横線が交錯し、万華鏡を型. ! わせるデザインとした 。

ｲｧｾ ｩｉ￬ は 外 部から内部の賑わいが見え、街並みに顔

を出すべ〈透明なガラスとし、上層 )i皆は街並みを

映すミラーガラスを使い、道を歩くにつれて V カ

ッ ト昔)1の映像がおもしろく変化する効果を狙った 。

建物コーナ一部の石函にはシャープなスリ ッ トを

設け 、奥にミラーガラスをはめこみ建物に緊張感

を与えた 。

建物裳{ 則は 中央の各|清E V ホールに光を入れるべ

く大きな窓を設け、両サイドのコアを盲墜とし、

r  アメニティスポ y 卜としての E V ホールを強調した 。

エントランスホールは中央の玄関から入ると突然、

丸い ｬ 次級に出会うという Ｉｾｉ ｊ ｾｉＨ｝ｾ 聞を演出し、そこ

に浮いた階段とプリ ンヂを設け、空間に r1ff!Jき 』

を与えた 。

E V ホールに入ると正面に紋を配した坪庭があり、

外部のシンボルツリーと対応させた高木を植えア

イスト y プとして J及った 。

1  I滑には l明るい雰囲気のケーキショ ップと喫茶室

もあり、気軽に入りやすく、 l1i ゆく人々に米長〈

税しまれる建物であることを願 っている 。

( 級紙J 1[ l 三 、星野 ー / 大林組)

働 |

L日 j
2 階平面図 1  :  500 

玄| 刻まわり

エントランスホ - J レ

亙I lfli 外観

11 
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光ファイバーライテイング<F .A .しシステム〉

は、一つの光源と数千本の光ファイバーか

らなる鮮烈、華麗な照明システム。ホール、

ロヒ一、ヱントランスをはじめ外装まで、あら

ゆるスペースに光の色、光の形、光の広カ‘

りを演出しまれ プランニング、デザイン、設

計から制作施工まで一貫したオーダーメ

イドで承りますL

lEALE-



新建材紹介コーナーNo. 175

光ファイバー・アルミキャスト外装パネル ィ奪求工房

橋本合金ヱ重量株式会社

本社 干601 京郎市南区吉 t手段新国弐ノ段町45 l1'i地 TEL 075.681・7321 F A X  075・661 ・5332

東京 〒160 東京郎新宿区新宿トト 12"11布l ピル5F T EL 03・341・5890 F AX03・341 ・4035

- はじめに いため、外装↑ i刊のメンテナンスはまったく不 畢

近年、建築物の夜間における外装の表情が特に 要である 。 3 従来のアルミキャストパネルの施工により、

意識されてきた 。 3 . 光淑は50- 150Wハ ロゲン球を使用し、 l 台の 外装パネル取付

従来の手法であるライトア ップだけではなく、 内 光源機で光ファイパー( 1 .0φ - 2. 0t t mm) を約 尋

古11からガラスや、 樹脂等の材質を過して、意匠的 300- 500本フォローするため、従来の電機設 4. パネル1ft lJ 光ファイパーと光源機との

に光を外部に見せる方法等がよく見られる 。 備と比較するとランニングコストがかなり低 インセ ント

今回 、紹介する「光ファイパー ・アルミキャスト 減できる 。

外装パネル」は、アルミキャストパネルにアクリ 4  色の変化は、光源機内に組み込まれたカラー . おわりに

ル光ファイパーの先端をセ ッ トし、光源機により ディスク板がハロゲン球の前で低迷モーター 建築物の内外義中心にかなり光ファイパーを秘

「光」のみを送り、外装ノマネルを演出する仕様の によ って回転し、光を送っているため、カラ 極的に使われはじめているが、今後単なる光ファ

ものでシン 7・ルでーかつ効果的な従来にない夜間の ーディスク板を交換するだけで外装パネル面 イパーによる「色の変化」から、質の高い 「光の

表情を演出できる 。 の光ファイパーの色を簡単に変化させること 造形」としての光ファイパーの活用がもとめられ

カf てe きる 。 ている 。

. 特徴

l  アルミキ ャストの 凹凸テ クスチュアーの中に ・製作施工手順

光ファイパーがセ y 卜してあるので、外観上 l  アルミキ ャストパネル製作

はま ったくみえない。 "'

2  アルミキャスト 外装ノ マネルにセ ッ トされてい 2  工場内にて光ファイパーとアルミキャストの

る光ファイパーには、 「光」しか伝達していな ア ッセンブル

そのために光ファイパーと他の素材との融合を行

い、恒久的な目的での光ファイパーシステムの展

開をさらに求めていかなければならないと考える 。

( 元木貞次/ 建材委員)

アルミキャスト

r  

〆

/

/

例 : 1.5</> 

アクリル光ファイパー

エポキシ樹脂

ジョイント縦断面

/  

/  

ａ ｾ ａ 断面詳細図

症療 と社会 / 1990'ド411¥;- 13 



華麗なる 20世紀のアールヌーヴォーガラス作家

主

14  服 と社会 l蜘 '1'-4 11¥;-



ガラスには不思議な魅力がある 。ガラスの歴史は、 5000年も 昔の人

間によ って創り出された素晴ら しい索材であ る。その素材の優秀 さ

は、 言 うまでもなく 、古墳の発掘でほぼ完墜に近い まま出土される

ことからも 立証 されている 。今世紀に新しく開発された素材も、こ

れほどに優れたものは数が少ない 。

ガラス工芸作家ルイ ・ルルーは現在、ベルギーのスランで自らの工

房を持ち、伝統的な技法を基継にして明日を予感させる新しい感性

の個性的な芸術作品を創作している 。ルルーの作品は、クリスタル

でありながら、私たちが想像するクリスタルの持つ冷たさ、鋭さを

感じさせないあたたかさがある 。まるで、 一世紀前の古き良き! 時代

に時空を越えて逆戻りし、ゆっくりと作り上げた様な華麗さを持っ

ている 。ルル一作品は、自然の美 しさをモチーフにした色彩や形が

基本にな っている様だ。地球環境の危機と l叫ばれている今日、彼の

作品は、「自然を大切にしよう .'J と見る人に語りかけ、そのぬくも

りが伝わ ってくる 。私は、世界の yゲラス作家の 中でも、ルイ ・ルル

ーは、今世紀の最も華麗で、人の心に響〈 アウe アン ・ギャルドな作

家であ ると感嘆している 。

価値ある優れた yゲラス工芸作品と は、作者の技の冴えと、 芸術感性、

素材の結合から生まれる 。ルイ ・ルルーの作品は、まさにこの好例

と言 えよう 。

リェージュの市立ガラス博物館収蔵の作品「視線」や、 ロンドンのビ

ク トリア& アルパート 美術館収蔵の「双子」の作品は、ルイ・ルルー

の完成された限りない美の世界をつたえるものだと 言える 。

(アートディレクター ・大谷史郎j )

」ー ‘ ｌＭＢｌＮ｟ ｯｵｾ

ルイ・ルルー略歴

1929 ベルギー 、スランに生まれる 。

1948  ヴアノν・サン・ランベールクリ7 dノνガラス工房でガラス

技術を修業

1955 リェージュのロ? ラン ・ラロース1こっき終業を研修する ( - '60)

1958  グアノν・サン・ランベーノレクリスタノν専門学校の教師をし、

後j止の指導にあたる。( - '71)

1972 自らのガラス工房を設立

15 



ブックステーション

妻龍宿

小 寺 武 久 著

1，6∞円

木 曽 山中 に 生 き続ける 美 し い 宿 場町、 木 曽 妻

鈍 宿。 ど の 様 に し て こ の 地 に 日 本 で 初 め て の

町 並み復 原 保 存 が 成 功 し た の か 。 20年 に も わ

た る 保 存 事 業 の 道 程 を 明 快 に 説 き 明 す 本 容 は 、

妻 慌 の 歴 史 か ら現 代へと n日射 され 、 町 並み保

存 に 対 す る 一 つ の 解 答 を 提 示 し て い る 。

158頁1989年4月刊中央公論美術出版

機

的

都

市

有機的都市論

都市計画におけるノ マラ ダイムシフト

2，570円

「者B市 計 画 の 革 命宣言の主!? 」 と 著 者 自 ら 言 う

本 自 の 主 題 = 近 代 合 理 主 義 に 代 る 新 た な 都 市

計 画 規 範 と し て の 有 機 ( 主 義 ) 的 都 市 計 画 と

は い か な る も の か 。 目見工 業化・ 多元主主主 ・統

合 化 、 と い った 時 代 の キ ー ワ ー ド を 交 え た 明

快 な 切 り 口 で 都 市 の 未 来 が !! il射 される 。

268頁

大 久 保 昌 一 著

1989年4 月刊都市文化社

リゾート空間のボ、キャフ。ラリー

吉 野 国 夫 ・ 山 口 信 吾 著

4 ，635円

本 f!? は 、 世 界 各 地 を Z在 者 が 直 接 訪 ね 歩 い て 発

見したリゾートの現場写真で寸此成されている 。

しかし単なる事例紹介ではなく、 リゾ ー ト 空

間 に 焦 点 を あ て 、そ の ポ キャプラ リー を 追 求

し た も の で 、 多 く の 美 し い 写 真 と 適 切 な コ メ

ントによ り、解り 易〈楽しい本となっている。

112頁1989年 11 月刊学芸出版社

-
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品

虻

制

止

住まいの法律 100章

中 村 享 安 ・ 田 中 峯 子 著

1，648円

高IJ題に 、土地 ・家 ・ トラブル解決実践集。と

ある 。事 実 、 弁 護士 と 建 築 家 に よ る 本警は、

家 の 売 買 契 約 か ら 地 上 げ 屋 撃 退 法 ま で 、 r f.主ま

い」に i関す る 様 々 な ト ラ ブ ル の 解 決 法 が 、 「造

る側」 で な く 「住 む1QIJ
J の 立場 に 立っ てまと

め ら れ て い る 。庶 民 の た め の 好 個 の 普。

236頁1989年9 月刊鹿島出版会

住みやすい町の条件

下町と山の手

小 林 和 夫 編

1，620円

肥 大 化 し た東京という 都 市 の 中 で 、危 機 に 瀕

したＢｾｾらし、、をいかにして取り戻せるのか 。

2 つの区レベノレの交流 イベ ン ト と し て 11ii され

たシンポジウムの記録である本{ ! J : は 、下 町 と

山の 手 の 枠 を 越 え て 個 性 的 な 町 の 姿 を 求 め る 、

住 民 そ し て 行 政 の 胎 動 の 記 録 で も あ る 。

216頁1990年2月刊晶文宇土
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建築企画の発想法

ゅう建築設計事務所 t  

都 市 建 築 経 営 企 画 研 究 所 官

1，700円

地 価 高 騰 、 相 続 税等 高 税 金 の 中 で 、 如 何 に 有

効 な 資 産 運 用 が 出 来 、 施主 の 多様なニ ー ズ に

応 えら れ る か は 企 画 の 力 で あ る 。 こ れ か ら の

設 計 事 務 所 は この 企 画 力 を 養 う 事 が 生 き 残 る

大 き な 武 器 と な る と の 主 張 を も と に 多 く の 笑

例 に よ り 解 説 し た お 。 参 考 の 為一言売を 。

216頁1989年 12月刊学芸出版社

建築の絵本

建築構造のしくみ

カの流れとかたち

川 口 街 ・ 阿 部 優 t

松 谷 宥 彦 ・ 川 崎 一 雄 官

2，400円

「建 築 の 絵 本」 に 相 応 し い 盟 お な イ ラ ス ト が

法 隆寺 か ら ス カ イ ス ク レ ー パ ー に 至 る サ1 と

形 治 の 問 題 を 平 易 に 解 き 明 か し て く れ る 。 眺

め な が ら 先 達 の 巧 み に 思 い を 馳 せ る も 良 し 、

発 泡! の i1htと し て 座 右 に 置 く も 良 し 。 建 築 に 興

味 を 持 つ す べ て の 人 に 奨 め られる ー 11日。

130頁1990年2月刊彰 国社

モダン都市文学 III

都市の周縁

川 本 三 郎 編

2，800円

者1I市 が 人 間の も の と し て 十 全 公 る 郷 き を 放 っ

ていた l時代 一大 正J切に生戸 を あ げ た、、都 市 文

学 ぃ の ア ン ソ ロ ジ ー で あ る本 シ リー ズ は 、 機

能 化 さ れ た 現 代者1I市 が 徐 々 に 失 い つ つ あ る 人

間 と 都 市 と の ザfi 感 浴 れ る 関 わり、、を、その

魅力を、余す ｦｾｲ なく語りかけてくれる 。

464頁1990年 1 月刊平凡社

主主棄 と社全/ 1990司 ，111' ; .  16 
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グリース阻集器の性能試験 @ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 国 市 藤 白 台5 - 8ー1 〒565

電 話・・ ( 06) 872 - 0391 F A X'" (06)  872- 0784 

業務時間・・・平日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、書官 4 土曜休日)

1  . はじめに

(社 ) 空気調和 ・衛生工学会では、グリース| 温集器に関する技術的

基準として 、既製品 のグリース阻集器を対象とした学会規格HA S S

- 213  r グ リース限集器の性能試験方法と性能表示」を昭和59年 6 月

に制定した 。 これを受けて日本| 狙集器工業会 ( 会長下回秀正、会貝

12社 ) は 、グ リース阻集器の自 主認定制度を昭和60年 1 月より発足

させたが、当試験所でも HASS- 213にもとづく試験装置を設置し、認

定試験を実施している 。

この試験装置は50 t  - 1000  eまでの阻集器の試験が可能で、これ

まで約50体の阻集器の認定試験を実施してきた 。 この内の大部分の

ものはすでに認定済とな ってい る。

ここて廿最近行った実容量が 500 t  - 1000 t の大形阻築様の性能

試験についてその概要をご紹介したい。

2  . 供試阻集器

今回の試験に用いた大形阻J . l k l得は実容量が 500 e  - 1000 e の側構

導入方式のもの 6 種類である 。形状 ・寸法等の一例を 図ー 1に示す。

3  . 試験方法

試験装置には 函ー Hこ示す HASS- 213に準拠したものを使用した 。

試験は HA S S- 213に準じ、流入回数は 70回とした 。| 狙集効率 ( 各回及

び累積韮 ) は次式により求めた 。

B - F  

阻集効率- B一 X 100( %)  

ここに B : 投入グリース量 ( g )  

F  :  I狙築様か ら流出した グリー ス畳( g )  

4  . 試験結果

試験結果の一例( 実容量1000 e  ) を図 - 3 に、今回 i湖測JlI則!引刊lリ定した大1形形

! 阻坦築若器是の; 累終積阻集効率とこれまてで許℃に j抑測H拘則1リl定した小形|限坦集若器是の交到効1力j 率を比

! 較絞して 図一 4に示す。

小形阻集器の 9 害IJ 近 くが95 ::1: 2  % の範囲に入 っている 。大形阻集

器もほぼこの範囲内の効率であり、小形阻築器とほぼ同等の性能が

得られることがわか った。

( 詳細については 1989年日本建築学会大会学術講演梗概集 D 環境工

学 PP57 7 - 5 7 8をご覧いただ きたい)

音 ・熱 ・動風圧試験室 上田哲夫

笑 I f共

容 | 試

id I 体

1000 I⑦ 

T トラ ンプ

o  150. .  

L  :  1900.. 

W :  950.m 

H  950. .  

h  550. .  

注) 各部町寸法1;1長さ L 、水深 h をそれぞれ l とし た ときの比 率

図ー 1 供試体概要
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グリース投入 総

供試グリース阻m器
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図 - 4 各種阻集器の累積阻集効率
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すべては建築である

ハンス・ホライン展

丘陵に座礁する航空母艦、フォトコラージ ュ「航

空母艦都市」によって従来の く建築〉概念に対し、

「全ては建築である」としたとされるハンス ・ホ

ラインの展覧会が、っかしん ・ホールて¥去る 1

月19日から 2 月18日まで開催された。単にこれま

での彼の足跡を辿るというだけでなく、彼の現在

を理解する上においても極めて有意義なプレビュ

ーとしてのクロノロジーであったと 言 えよう 。 出

品作品は、当初から現在に至るまでのモデル、 ド

ローイング、スケッチ、図面等の他、写真、 V T R

等でかなりきめ細かに網羅され、分かり易〈紹介

されていた思う 。

1960年代に発表された都市や建築のためのモデ

ル、フォトコラージュ、スケ ッチ、 ドローイング

は、当時を体験しない世代に属している者の目に

も、過激なまて1こ解体の必要があ ったー磯崎の言

葉を借りるなら 「のつぴきならぬまでにエスタ

ブリッシュされたく建築〉概念」を逆に怨像させ

るに十分な媒体と映 ったであろう 。

また、ウィーン中央銀行や、セントルイス・デ

ノマー トのための計画案のモデルやスケ ッチにみる

大地と さをの問を巡ってゆく空間構成のアイデアは、

大きなスケールの作品の第一作として注目された、

メンヒェングラードバ ッハの市立美術館や現在主主

設中のハースハウス、フランクフル卜美術館、さ

らに 地中 あるいは岩山の中に従案されるザルツブ

ルグ美術館の計商案に発展・結実してゆく様を楽

しみながら追うことができた。

問機に、レ ッティ ・キャンドルショ ップ、 リチ

ヤード ・フェイガン ・ギャラリー、シ ュ リン宝飾

底、オ ース トリア旅行代理庖へと変容 ・展開した

イコ ン性の探求の成果は、フランクフルト美術館

に代表されるように、洗練された形象と、効果的

な位置を得てその後の建築に現れるのを見て取る

ことができるのである 。

〈建築〉概念の無限拡張を、 〈建築〉によ って、

回収することは可能か。一一これは、この展覧会

のためのカタログの中に磯崎が寄せている 一文の

冒頭に、彼が 「ハンス ・ホライ ン問題」として定

式化し掲げた命題である 。1968年にホライ ンによ

って語られ、今固め展覧会のタイトルにもされて

いる 「すべては建築である 」 というホラインの言

葉は、磯崎によれば建築の概念の無制限な乱用と

拡張でもありく建築〉そのものを無化させてしま

う作用をしたが、メンヒェングラードバ ッハの市

立美術館の完成を境に改めてホラインは、建築の

概念の選択と 回収を試みつつ、 〈建築〉に向か つて

いるという 。

読者に委ねられたこの命題の成否に思いを巡ら

しながらページを繰ることは、これまでにホライ

ンが、具体的に提示してきたレ ッティ ・キャンド

ルショ y プに始まる作品群の速なりが、そのまま

20 建築と社会/ 四 O年 4 月号
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彼にと ってのく建築〉概念を構築しようとする意

思によるプロセスであったことを改めて確認させ

てくれる 。「すべては建築である」という宣言は、

〈建築〉 をする意思を有する者に対して「建築と

は何か」という永遠の問いと直に対峠するという

状 況をたちどころに 用意. してしまう作用を果たす

わけだが、彼の歩んだプロセスはまさにこの間い

に対しての自らの解の探求のプロセスであったと

言 えよう 。 それ故に、彼の作品は発表の度に世界

に衝撃と影響i を与えてきた訳である 。 この点では、

今回の展覧会において先に掲げた諸作品に加え、

例えば ミュンへンのメテ9 ィア ・ライン等て・行った

建築化の慨念を語るに十分な何らかの説明があっ

てもよか ったのではないかと言う不満も残るが、

今後ますます大規模で与多様な建築を精力 的に手掛

けて行くであろうホラインにとっては、すでに

械々なメディアで説明してきたことを改めて繰り

返す気になれないとしても無理はあるまい。

パロ y クの三 日月 ( ロー 7 からポーラン ドまで

のパロ y ク建築の分布状態の呼称) の上方に新し

い文化の胎動が期待される現在、三 日月の中央に

位置するウィ ーンを 拠点としているホラインが、

今後どのように豊かな世界を発展してゆくのがま

すます注目される 。 しかし、 〈建築〉概念の強烈な

写真撮影松岡広樹( ブレー ンスタ ジオ)

までに明確な提示を続けることによって刺激的で

あり、それゆえ同時代人にとって開かれていたホ

ラインの存在が、その回収に向かう時、ある極の

閉じられた孤高性を 呈 し始めるのを感じるのは私

だけではないであろう 。

今回の展覧会では建築以外の多種多様な領域に

わた っている彼の芸芸術家としての活動ー展覧会の

企画とイ ンスタレーションの演出、舞台装置、ベ

ニスビエンナーレ等への出展、宝石や食器のデザ

イン等ーが、写真や、また実際の作品によって紹

介されており、改めて彼が概念と向様に強い芸術

性を建築に込ょうとする独自の姿勢を持つ建築家

であることを実証しているかのようであった。

ホライ ンは今度の来 日においても「建築は一方

では儀式的な事象であり、また一方は体温保持の

ための手段である 。すべての時代、文明、文化 に

おける建築はこの二極の聞にわたるものである。」

と、熱〈諾 って いた。展覧会を通して彼のこの意

思が、やは り彼の氷遠なる 言葉のもとに 収数して

いることを見た人も少なくないであろう 。

建築それは芸術である

( 大森智子/ 武庫川女子大学諮問)



オブジェ展 r MADOJ によせて

か つてのカテドラノレに、ステンド グラスの窓、

は、現在のような装飾物ではなく、天の神と

人々との聞の相互的な交流に、必要不可欠な

部分であった。それは一般の建物においても

同じ で、空気や光・ 音 ・温度 ・情報、つまり

内部と外界と の呼吸 ・交換の役目の多くを窓

に頼って来ました。今、現代建築のほとんど

の窓が、従来の機能の多くを喪失しているの

を見るとき、僕は、何か、その誇 りさえも剥

奪してしま ったかのように感じる時があり

ます。今回の 「オブジェ展」の窓へのこだわ

りは、僕のこういう気持と似たものかも、

又、逆にその物の属性を全部無くしてしま っ

た所からもれるかも知れない価値観への期

待、或いは、も っと、単純な、高層ビルのす

べての窓を全開にして本物の風をほしいま

まに行き渡らせたいという! 感情、すなわち人

間が原点に帰るとき、解決の鍵をみつけるこ

とも多いのかも知れません。

河 合 隆 三 ( 彫 刻 家 )

T ' AKE NAKA 

A R T  F ORUM' 90  

'90.2.20- 2.25 

竹中工務庖設計部員による自主制作展、 TAKENAKA

ART FORUM '90 が心斎橋ソニータワーで開催され

た。 1昨年に続き第 2 回目の今年は、「窓J をテー

マに 108点を展示。日常の多忙な設計活動のかた

わら、仕事を離れて各人が自分の個性をぶつけて

いる 。そこに広がるのは、より自由で内的な世界。

次回は、更にどのような新しい発想、新しい形が

出てくるのだろうと期待したいオブジヱ展であ っ

た。( H )

建築 と社会/ 1蜘 年 4 月号 21 
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編 集 委 員 会 法 令 分 科 会
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「住宅の居室を地階に設ける場合の指導指針」

近年、わが国において、人々の生活の多様化が 例えば、住宅を新築・増築する場合、

は、前に述べた状況もあいまって、地下に 「居室」

自体を設けようという動きが強まってきている 。

一方、住宅を供給する側でも、プレハブ工法を

中心に、地下室を設置するための 技術が進展して

きている 。

このような状況のなかで、建築基準法において、

住毛の地下室の取り扱いがどのようになっている

かといえば、同法第30粂では、住宅の居室を地階

に設けることを原則として禁止しているが、ただ

し書きで、

進み、住宅にもさまざまな機能・空間が求められ ① 容紋率には余裕があるのに、高さ規制などに ① 居室の前面にからぼりがある場合

るようにな ってきている 。 そして、地下室の特性 より、規桜が制限されてしまう 。 ② その他、衛生上支障がない場合

を積極的に活用して、これらを実現しようという ② 密度の高い市街地で、近隣への影響に対する はこの限りではないとしている 。つまり、必要な

動きがある 。例えばオーディオルーム、ピアノ等 配慮、から、高さを t1jl さえたい 。 条件を満たせば、住宅の居室を地階に設けること

の楽器練習室、 トレーニングルーム等の、以前に ③ 敷地内に庭、空き地を十分に確保したい 。 も認められているのである 。 しかし、従来はこの

はごく限られた議要しかなかった種類の居室が挙 とい った状況がある 。 このような問題をクリアす ただし書き以下の具体的内容が明確でωなか った。

げられる 。 るために 地上ではなく、地下にスペースを確保 どのような「からぽり」であればよいのか、 「衛

さらに、都市部における地価の高騰などにより しようというものである 。地下に収納ス ペース を 生上支障がない」 とは具体的にどういうことなの

敷地を有効に利用したいという声が強ま っている 。 設置する事例はこれまでにもあ った。 しかし最近 か、等の判断基準が統ーされていなか ったのであ

住 宅 の 居 室 を 地 階 に 設 け る 場 合 の 指 導 指 針

1 適用の範囲 該当する場合においては、当該居室は衛生上

この指導指針は、原則として地階部分がー 支障がないものとして取り扱うことができる

屑である住宅又は住戸 ( 以下 「住宅」という 。) ものとする 。

て¥当該住宅のI也1
1皆部分の床面積の合計が、 (1)  住宅の地階に設ける居室の一以上の外壁

地上階部分の床面積の合計以下である住宅の が地面上にある場合

居室に適用する 。 居室が斜面地に設けられるものであ って、

2  からぽりを設ける場合における指導指針 地階部分の一以上の外壁が地図上にあり、か

からぽりは、住宅の地階に設ける居室に必 つ、採光上有効な部分の而干i初 f 当該居 室の床

婆な採光、換気等を確保するために当該居室 面積の 7 分の l 以上である窓その他の IJf l口昔日

が面する土地の音11分を iJ:Hり下げて設ける空間 を有すること 。

であり、次のイからニまでに掲げるところに この場合において、採光上有効な部分の面

よるものとする 。 干貨の算定方法は、令第20条の規定によること

イ 当該居室のからぼりに面する壁から、 とする 。

からぼりの周Eままでの水平距離( 以下「奥 (2) (1)以外の場合

行き 」 という 。) が 1 m以上であり、かつ、 ① t*光上有効な関口苦11及ひ'換気上有効な除1

当該からぼりの底面から地盤面までの霊 口音11を有する場合

直距離( 以下「深さ」という。) の 10分の 居室が、次のイ及びロに掲げる条件に適合

4 以上であること 。 すること 。

ロ 当該居室の壁に沿 った水平方向の長さ イ 係光上有効な部分の面符{ が当該居室の

( 奥行きがイに適合する部分に限る 。) が 床面積の 7 分の l 以上である窓その他の

2 m以上であり、かつ、深さ以上である 関口部を有すること 。

こと 。 この場合において、採光上有効な部分

ハ 当該居室の一以上の外壁 ( 床而より上 の而桜の算定方法は、令第20条の規定に

の部分に限る。以下同じ。) が水平方向の よる ( 当該関口苦11に面してからぽり ( 2  

長さ 2 m以上にわた ってからぼりに回し に適合するものを除< 0) を設ける場合に

ていること 。 は、当該からぼりの周壁は、 「当該建築

ニ からぼりに面する居室の外壁には、商 物の他の部分」とみなす。) こととする 。

績が当該居室の床面積の 7 分の l 以上で ロ 昭和52年 10月31 日付け住指発第 778 号

あり、かつ、採光上及び換気上 有効な開 第 4 1  (1) による「換気上有効な関口苦II J

口音11を設けること 。 この場合においては、 を設けること 。

建築基準法施行令 ( 昭和25年政令第 338 ② ①以外の場合

i I t 設符住指発第408号 平 成 元 年 10月27 日

ロ 室内に令第20条の 2 及び第 129 条の 2

の 3 第 2 項 ( 換気上有効な給気機及び排

気機又は換気上有効な給気機及び排気口

を有するものに限る 。) 又は第 3 項の規定

による換気設備であ って、常時有効に換

気を行う織造を有するものを設註したも

のであること 。

ハ ーの住宅の地階に設ける当該居室の室

数の合計及び床面積の合計は、当該住宅

の居室の数の合計及び床面積の合計のそ

れぞれ 4 分の l 以下であること 。

ニ 作業室、娯楽室等の就寝の用に供しな

いことが明らかなものであること 。

ホ 室 内又はその他の見易い場所に、就寝

の用に供することができない旨及び常時

換気を行う必要がある旨を表示したもの

でF あること 。

4  その他配慮すべき事項

{ 主毛のI也階に設ける居室については、 2 又

は 3 に掲げる事項のほか、次に掲げる事項に

配慮すること 。

(1)  窓その他の関口部及び換気設備は、降雨、

積 雪等の気象条件にかかわらず常時十分な換

気量を確保できるものである こと 。

(2)  居室において火気を使用する場合又は居

室を水蒸気が大量に発生する 用途に供する場

合においては、燃焼後の空気及び水蒸気を排

出するとともに、外気を有効に取り入れるた

めの適切な措置を講ずるものであること 。

(3) 壁及び床は、結露による害の防止上有効

な材料及び工法を用い、かつ、地下水位等の

号。以下 「令」 という 。) 第20条の規定は 居室が、次のイからホまでに掲げる条件に 土地の状況に応じ、適切な防水措置が講じら

適用しない。 適合すること 。 れたものであること 。

3  衛生上支障がないものとして取り扱う場 イ 室内に火を使用する設備又は総具 ( 令 (4) 居室の用途、形態又は土地の状況に応じ、

合の指導指針 第20粂の 4 に規定する芭n刻式燃焼器具等 居室、からぽり等について、適切な排水設備

住宅の地階に設ける居室が(1) 又は (2) のーに を除< . ) を設置しないものであること 。 を設けること 。
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る。 このため、判断する 基準を明石在化し 、全国的

な統ーを図る必婆が出てきたのである 。

このよ うに 、居住者、供給者、そして行政のそ

れぞれの側の要請から、建設省では、 「住宅の居

室を地階に設ける場合の指導指針」を定め、建築

確認の際の指導指針を明確にして的機に対応する

ため、その内容について平成元年 10月27 日付け住

宅局建築指導課長名で、全国の特定行政庁および

関係団体に対して、通達を行ったのである 。

通達の解説

(1) 全体の精成

全体の織成は、建築基準第30条では、 「居室の

前面にからぼりがある場合その他衛生上支障がな

い場合においては ・ -ー 」住宅の地11皆にも居室

を設けることができることとされている 。 このた

め本通達は、 「からぼ りを設ける場合」、「衛生上

支障のない場合」の二本立てとし、さらに「衛生

上支障のない場合」を三つに分け 、それぞれの場

合の指針を定めている 。 これらのいずれかの場合

に該当すれば、建築基準法自 ｾＳＰ 粂に迎合するもの

として取り扱われることとなる 。

(2) 適用の範囲

今回の指導指針は、住宅のみを対象としたもの

だが、一戸建て住宅のみならず、長屋、共同住宅

の住戸の地階に設けられる居室にも適用される 。

( 学校の教室、病院の病室、得宿舎の寝室等の衛

生については、5 J 1j の視点からの判断が必要であり、

今回の指導指針の対象外である)

ただし、適用範囲は、原則として次のような住

宅 ( 住戸 ) に限ることとしている 。

①「地階部分が 2 層以上に及ばないもの」

て¥かつ、

②「地階部分の床面桜の合計が、住宅 ( 住戸) の

床面般の合計の 1 / 2 以下であるもの」

例えば、メゾネ ッ ト形式の共同住宅の住戸で、

下の 1層の部分だけが地| 滑にあるもの等は、指針

の対象となる 。

なお 、斜面I也にある住宅の居室など、明らかに

衛生上地上のものと同等以上に扱える場合は、こ

のような原則によらなくてもよいであろう 。

(3) からぽりを設ける 場合

イ~ニのすべての条件に適合するからぼりを設

けた居室は、法第30条に迎合する居室 として取り

扱われる 。

法第28条では、地階の居室には 地上の居室に要

求されているような採光は必要ないことになって

いる 。J也階の居室は、令第20条の算定方法に よる

保光に有効な関口部を設けられない場合でも、 こ

のからぽりをつくれば 、法第28条および第30条に

適合していると判断される 。

・イ、ロは、からぼりの大きさと形状を規定して

いる 。奥行きと深さの比 ( 4 / 10) は用途地域等

によらず、一定である 。からぼりの深さに制限は

ないが、底面が深い位置にある居室ほど奥行きゃ

幅を広くして、十分な採光、通風等を確保できる

ようにしなければならない 。

・ハの「外壁が、 …・…… 面している」とは、当

該居室の床面のレベルまでからぼりが掘られてお

り、その壁面が、幅 2 メートル以上からぼりの空

間に萌していることを意味している 。

・ニは、ハの外壁に設けなければならない関口部

の大きさを規定したものである。

・ここで規定しているからぼりの寸法は、すべて

内法 ( 有効) 寸法であ る。 また、平均ではなく、

「深さ」については最大の、 「中高、奥行き 」につ

いては最低の寸法である 。

(4) 衛生上支障がない場合

① 斜面地に設けられる場合など、建築基準法上

は地| 渚とな ってしまうものの、明らかに地上と同

等の衛生が確保されているとみなし得るものは、

法第30条に適合するものとして取り扱われる 。

この条件は、当該居室の一以上の外壁の、床面

より上の部分が、全幅にわた って地面より上( か

らぼりを掘って設けた空間を除く ) に出ており、

外気に 開放されていることをいう 。居室の外壁の

形状が不整形な場合には、適宜判断することとす

る。なお、ここでいう「地面」とは 、実際の土地

の表面( 土等が外気に接している商) のことであ

る。

② l  採光をとり ( 令第20粂の算定方法を準用 ) 、

かつ、換気上の補完措置を施したもの

次のイとロの両方を満たしている場合には、法

第30条に適合するものとして取り扱われる。

イ. からぼりを形成する周壁を、令第20条第 1

項の「当該建築物の他の部分」とみなし、同条に

定められた採光に有効な関口部を設ける 。

採光斜線は、同条の表にしめされているとおり、

用途地域によ って異な る。 これらを採光の方法に

よって分類すると、次の 3 種類が考えられる 。

・高窓型

・ヵラボリ型

・天: 容型

ロ. 換気用小窓を設ける 。法第28条の 2 の換気

規定は、地階の居室にも当然適用されるが、窓:等

を締め切った場合にも、ある程度の換気を確保で

きるよう、通達 ( 昭和52年 10月31日付け住指発第

778号 ) に示された「換気用小窓」等を設けること

としたものである 。

具体的には、サ ッシ等に設けられた 小窓、住宅

の外壁に設けられた 小孔等の換気専用の関口部で、

容易に開閉できるものである 。

② 2  無関口居室

これは、 J采光条件が、 (3) 、(4) ① 、(4)② l 、い ず

れにも適合しない居室て¥近ごろの生活の多様化

に伴い需要が高まりつつある、地下室の特性( 断

熱性、防音性等 ) を生かして設けられる「プラス

α 」の居室を想定している 。

これらの居室は、必ずしも採光を要求しなくて

も良いと考えられるため、次のイ- ホ . の条件を

すべて満たす場合には、法第30条に適合するもの

として取り扱うこととする 。

イ. 火を使用する設備等を設けない ( 密閉式燃

焼器具等であればよい )。

ロ. 換気設備は、第 l 極 または第 2 種の機械換

気( 中央管理方式を含む) に限る 。

この制限を設けた理由は、室内外の気圧差にた

よる自然換気方式や、排気機のみの換気設備では、

地下室の場合、有効な換気量、適切な換気が期待

できない恐れがあるためである 。

ハ. 無関口居室の数と面積

この無関口居室は、 「プラス a J の居室として

位誼付けられていることが原則であるので、ここ

では、室数および面積に次のような条件を付けて

いる 。

「無|刻ロ居室の床面積の合計が、当該{主毛( 住

戸) の居室の床面積の合計の 1/ 4 以下で、かつ、

無関口居室の室数が、当該住宅の居室の全数の l

/ 4 以下であること 」

ニ. 用途 ( 就寝の用に供しないこと )

地階の無関口居室では、不i l I l同事故の発生を防

止するため、寝室として使用することを禁止して

いる 。

ホ 就寝の用に供しないこと、および、常時換

気を行う必要があることを表示する 。

これまで、住宅の居室に対してこのような表示

を義務付けた例はほとんどないが、地下室、特に

このような、十分な関口音11 を有していない居室に

おける居住というものがわが国においては 一般 化

していないため、無関口居室の特性を住む人達自

身に知 ってもらい 、注意を促すために表示を義務

イ寸けたものである 。

「常時換気を行う」 とは、居住者全員が長期に

わた って不在となる場合を除いて、常に換気設備

を作動させておくことを意味する 。

(5) その他、配慮す べ き事項

今回、通達は、建築確認の際に判断するための

指導指針を示したものであるが、こ のほか、防火

・防災、権造耐カ、施工等についても留意が必要

である 。

*  

これらの詳細については、建設省政修の「良好

な住宅の地下室の設計 ・施工指針」が、 (財) 日本

建築センターより 5 月に発行される予定であるの

で、参考とされたい 。

(前桝神附附…l伊 内 叩戸問町市耐住叫 築 部 審 査 課 筑 桝仲炉附町…1伊吋叩叫戸問附叩市削制I昨附持

南出和延 /
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緊急座談会

京都の風致・景観を巡って

出席者( 順不同 ・敬称略)

大 西 図 太 郎 (京都 芸術短 期 大 学 教授)

寺 西 章 郎 ( 前 ・京都 市 計 画局風 致課 長、 現 ・京都 市 企 画調 整 局 企 画 調 整 課 長)

寒 出 修 (京都 市計 画局風 致謀 主 幹)

吉 村 篤 ー ( 建築家 ・建築環境研究所代表取締役)

若 林 広 幸 ( 建築家 ・若林広幸建築研究所代表取締役)

司 会

高 口 恭 行 (奈 良女 子大 学 教授)

行政と 建 築 家の責 任

司会( 高口) こ承知のように京都は 、1200年の歴史を持つ世界的

な 「歴史文化都市」です。 山紫水明の自然環境と歴史的な建造物の

数々を保有し ているわけですが、その保存と発展について、これま

で行政的な規制誘導措置がなされてきております。

l つは、古都保存に関する 「歴史的風土保存区域 ・歴史的風土特

別保存地区」 という規制 てす。 2 つ目は、 市街地景観の保全と 修景

に関する 「美観地区 ・巨大工作物規制区域 ・特別保全修景地区 (伝

建地区へ移行 ) J という規制 です。 3 つ目は、 「風致地区」に関する

幾つかの規制 て"す。概ね、この 3 つの地区指定と規制 ということが、

京都の景観にかかわ っておりまして、今日の新たな 開発とか建設等

の行為を、その 3 つの種類の規制が関与しているという状況である

わけです。

その 中で京都は、これまでこうした事業の先進的 な地域としての

役割を果たしてまい りました し、1200年の歴史的な文化都市 として

注目もされてきたわけでありますが、その一方において 、これらの

規制の内容が、建築設計とその行政的指導という実際的な商に お き

まして、やゃなじみにくいという 問題がなか ったわけではなく 、 こ

うした意見が多くの建築家、特に京都で仕事 をされている建築家の

間にあ りました。私もこれまで、幾つかの話を 聞いて おり ます。 そ

して 、そのことの議論が今回の論議のテー7 です。今 回の話の発端

は、 r建築と社会』 に掲載されました若林 さんのエ ッセーと、それに

対する京都市の回答ということから 出発をしたわけであ りますが、

必ずしも若林さんの話に限る 問題ではないことは、 言 うまでもござ

いません。従 って、このへんのいきさつの全般を明らかにすること

が出来ればというのが、今回の議論の狙いです。 まず、若林 さんか

ら出されているご意見というのは、どういうことなのか、お話しい

ただ きたいと思います。

若林 最近の建築ブームで、京都市でも 相 当の量の建築物が建 って

おります。 1種風致とい うのは 、基本的には数寄屋的な建物が多く

て、これはデザイ ンソース という意味では、非常に伝統的な部分を

踏まえておりますから、さほど問題はありません。

特に 問題になるのが 2 種、 3 種、 附則 2 項の部分におきまして、
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京都市が出されている 一つの基準とい うのがありますが、それが、

「これであればいい」 とい う逆の利用のきれ方をしている 。つまり、

風致ならシングル主主、 リシ ン壁にしておけばいいというレベルで舟建

築をしている人があまりにも多い。 これが非常に問題だと思うんで

す。その結果、風致地区がまるで風刺地区にならんが如くの勢いで、

いまどんと。ん建っている 。 そういうことを見るに見兼ねて、こ うい

うことを 書いたわけです。

実際に、建築の質の向上を目指している人は 少ないと思います。

また 、風致課とのや り取 りの中で挫折 をしている人もあります。逆

に言えば、そうい ったことが面倒臭くて、とにかく風致に建てる建

物はシンクル主主、 リシン壁。アルミサ y シもブロ ンズ色。 このよう

に安易に建てているものがあま りにも多い。

建築家というのは、質の 向上を白指していかなければならないし、

良識をも って建築をつく っていかなければならない。そこに目覚め

ていない人たちをどういうふうにこれから指導していかなければな

らないのか。 その部分を討議したいと 思いますし 、それでなければ

京都の風致というのは 駄 目にな っていくと思います。 これを行政の

責任 と片付け たくはあ りません。 これは建築家の責任です。だけど

も、実際は、 そうでない立場で建築をしている 人たちが多いし 、た

とえ当然30% の建ぺい率とい 7 ことがうたわれてお りましても 、現

実には違反をして隣地い っぱい建てておるとか、そういうこともあ

るわけです。隣地いっぱいに建てた建物が、 シングル主主きで、 リシ

ンで、ブロンズ色のサ ッシが入 っている 。 こんな変な町並みは 日本

国じゅうどこを探してもない。 そういうふうにな りつつあ ります。

いまの時点で、風致の指導の在り方とか、建築家の良識とか、そう

いうものを 聞いただきなけれは、ならないんじ ゃないかと思います。

僕は、個々の建物の好き嫌いというのは 、 また別問題だと思うんで

す。 ここで 聞いたいのは、質をどのようにして上げていくべきか。

それが最終的には京都の景観をよくして い くことに つながるんじ ゃ

ないか。 そういうことを，思 っております。

司会 建築家サイドから見て 問題があるとい うことですが、風致課

長の寺西さんから、これに対してのご意見となると 、 どういうこと

でしょうか。

寺西 おっしゃるように、確かに、これが風致地区にふさわしいも
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のかと思うような建物が風致地区に建っていることは事実です。 と

いうのは、 l 万4，000ヘクタールの市域 を 1複・ 2稜・ 3稜・ 1I付則第

2 項地域に分けて規制してお り、それぞれ規制 をした 中で種別 をも

って指導しているわけですが、ただ、前提となるのは、行政 という

のはどちらかに偏ることは出来ないことです。例えば、第 2種地域

一一建ぺい率 3割の地域ーーで、こうい った家が最高のものであろ

うと設定をすることはやさしいのですが、現実の姿として非常に 地

価が高騰し ている 中で 3 普IJ の主主ぺいということになると 、ど うして

もも っと大きいものにしたい。 そのためには、規制 を少々フライン

グしたいといった誘惑にかられるという現実の姿もあるわけです。

しかしながら、普通の庶民が建てる場合は、限られた資力で何とか

いいものを建てたいというのが人情であろうかと思うんです。先ほ

ど種別基準で示した例図を単なる文化 住宅以外 の何物でもないとい

うご指摘があ りましたが、これは最高のものであるとは、私どもは

決して思 っていないわけです。 しかしながら、そうい ったものをベ

ースにして、その中でいかに質のいいものをつく ってもらうかとい

うのが本音の部分としてあります。 しかし、現実にはそれだけの資

力がある人ばかりではないし、少なくともその中で一定の基準をも

ってやろうとすれば、いま 言っ たようなことからスター トしなけれ

は、ならないわけです。決していまの状態ですべていいということを

思 っているわけではなくて、お互いに切礎琢磨して 「新しい京都」

のデザイ ンの創造をしていく方向に行くのが一番望ましいのではな

いかと思うわけです。現実に毎年1，000件余りの許可を行 っておりま

すが、いろんなケースがございます。 それを個々にバラバラにやる

のはなかなか難しい問題もあります。 同時に風致地区内で、は「調和」

ということを 心がけているわけです。

「種別基準」というのは、 58年からスタートしました。 それまで

は個々の担当者の裁量で、平均値をと ってと 言 うと語弊があります

が、そうい ったやり方を現実にはや っていた。 しかしながらそうい

ったことでは 、こ の人の場合はいいけれども、この人の場合はダメ

ということも起こりかねませんので、そうい った意味で基準たるも

のを作ろうということで、いま作 ってお ります 「種別基準」が出来

ているわけです。種別基準といいますのは、これがすべてで一切変

えないということではなく、常にいい方向にということで改定をし

てきているつもりでご ざいます。 ですから、いま若林さんからお話

がありましたように、行政だけではなく、建築家と 一緒に切瑳琢磨

しながらよい方向へ持っていきたいと い うのが、私どもの基本的な

考え方です。

時 代 の 精 神 と 建 築

司会 もう 一人の建築家として登場していただいております吉村さ

んも、京都市内で随分いろいろとやっておられますが、いま話題に

なっている問題についてはどうでしょうか。

吉村 日本では都市景観としては、京都が一番いいんじゃないかな

というふうに思 っています。京都は古い歴史的な景観と明治、大正、

寒 出 修 氏 若林広幸氏 吉村篤一氏

昭和の各時代の建築や現代の新しい建築も建 っている 。 そういう年

輪といいますか、 ! 時代時代の精神 が入 った建築が建っている空間が

いいんじゃないかと思ったわけです。者I1市景観のよさというのは、

一つは、整 った町並みがいいということがあります。京都でいうと、

町家が速な っている景観や伝統的建造物群保存地区の景観が美。しい

といえる 。けれども、都市というのはそれだけでは困るんじ ゃない

か。 現代に生きている都市としては、新しい建物もどんどん建って

いく都市でないと、 「生きた都市」とは 言 えないと思います。

京都の三条通がいま注目されておりますが、あの通りには明治建

築や大正建築のいいものが保存されていて、その中にも木造の町家

的なものも残 っている 。各時代の建物がうまく残 っているんじゃな

いかという気がするんです。明治l時代に日銀京都支庖 (現 ・文化博

物館) が出来た当時というのは、 N11 i も京都らしい建物とは思わなか

ったと思うんです。 だけど、い まああいつ 町並みを京都の宗主見とし

て保存しようということを 言っ てるわけですね。 あれは比較的質の

高い建築なんです。 そして大正時代の質の高い建築も残 っている、

現代の新しいものもある 。 いうなれば、その時代時代の精神を反映

した質の高い建築が、ある程度出来ていかないと、まちが死んで、し

まうと思うんです。 ですから、そういう古い建築以外にも、その時

代の精神を入れたいい建築が残 っていく 町並みが非常にいいんじゃ

ないかという 気がします。 ですから、京都市の景観にもその両方が

ないといけないんじ ゃないかと思うのです。

質の高い建築とそうでない建築というのを比べると、そう でない

建築のほうが数としてはものすごく多い。 いま 三条通に残 っている

のは質の高い建築なんですけど、いま質の高い建築が出来なくなる

と、後世に質の高い建築が残らないことになります。 そうなると、

京都はだんだん駄目になるんじゃないか。京都市には古い建築がた

くさんあるし、いい町並みがあるから、それを壊さないようにしな

ければいけませんし、 一方で、質の高い建築をいかにつく っていくか

ということに目を向けて、新しい方向を考えることが一番大事だと

いう気がします。京都はどうなるか、という話のときにいつも私は、

「京都は駄目になります」と 言っ てしまいます。確実に駄目にな っ

ていってるんです。 それはみんな分か っているけれども、どうして

もそれを止めることができないんですね。 その辺りの打開策を見っ

けないといけないでしょうね。 どうしよう、どうしようと思 ってい

るうちに、だんだん駄目にな ってい って、 20年前の景観といまの景

観を見たら、 20年前のほうがよか ったということにな ってしま って

いるような気がします。

司会 現在ある風致地区なり美観地区は、基本に 「和風」という様

式を保存しようという発想があ って、その保存の仕方というところ

で問題がいろいろ発生してくるわけですが、特別な地区において、

そういうものを保存しようということについてはどうなんですか。

吉 村 保存というのは、いまあるものを壊さずに残していこうとい

うことですから、古くて良いものはどんどん残していけばいいと思

います。けれども新しく建てるときは、昔と同じ様式で建てる必要

はないと思います。
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司会 風致地区においても?

吉村 風致地区においてということではなくて、全般的な話として。

秘が言ってるのは、風致地区がどうということではなくて、京都全

体から見たときには 、そういうことを考えていかなきゃいけないと

いう視野があ って、そしたら風致地区はどうしようというふうにし

ていかないと、いま風致地区の話だけをと って、風致地区は和風が

いい、いやそうでないほうがいい って言っ てみても、まとまらない

ような気がします。

京都のまちづくりと 景観

司会 京都市の規制の背景には、都市計画的な理想、の枠組みがある

わけですが、そのへんのご意見を大西さんからお願いします。

大西 私は 4 年前までは京都市におりまして、 「市街地景観条例」や

「長期的な まちづく りの総合計画」の策定などをやってきました。

4 年前に大学に移りましたが、現在、私の周りにいる先生方は、若

林さんとか吉村さんのような建築の作家活動をしている人達です。

ですから両方の人達の気持ちが大変よく分かるわけです。今日は、

何とかして両者の方々の接点を見付け出したいという立場でお話を

したいと思っています。 そこで、共通の土俵になるようなものを提

供していきたいと思うのですが、まず、そもそも京都の景観とはど

ういうものかとか、まちづくりの大まかな考え方のようなものをお

話しいたします。

京都は、三方が 山に凶まれておりまして 、大阪なんかと違って、

あの辺りまでが京都だなというテ リトリ ーが分かるわけです。通勤

の途上などに、周囲の 山を見て、今日も京都にいるなということが

実感出来るわけですね。 ちょ っと開発等が行われますと、すぐに風

致諜のほうに 市 民から連絡があるというぐらい、京都の 山を何 とか

して守りたいという市民の気持ちがありまして、京都の 山並みとい

うのは単に 市街地の景観の背景にな って いるだけではなくて、市民

の心をつなぐ重要な材ーになっているわけですね。 それと、中心街に

平安京以来の碁盤目状のi町訓り が残 っておりまして、道路の幅など

は変わ ってきていますが、パターンとして継承されているわけです。

その周りには区画整理事業による格子状の道路網が広が ってまして、

その外の郊外部は網目状の道路にな ってます。 これらの格子状の道

路が、東西南北に真っ直ぐに走ってまして、そのヴィスタの正面に

はlが見えることが多いんですけれども、例えば、放射線状の道路で

すと、景観の見え方が違 ってまいります。 それから、鴨川 とか桂川、

宇治川、高瀬川 という、いろんな歴史的河川があります。周囲の 山

並みと中心部の格子状の道路網、河川、これらが、京都の景観の骨

山量産の新しい住宅地の景観形成 (風致地区)

市街地をめぐる 三山の山麓では、風致地区として主I l ぺいJ t ! や建物の高さなどを段階的に規

制し、新しい住宅地においても自然と調和した良好な録観の形成 をはか つている 。
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組みにな って いますし、これらは将来ともに変えてはならないもの

です。 それから、 中心市街地から山綾部にかけて各H寺代の文化遺産

が分布し ておりまして、これらと、市民が日々つく っております現

代の景観が共存し ています。その新旧共存のルールと いうのが風致

地区とか美観地区とか、歴史的風土特別地区ということです。

ごく簡単に 言いますと、京都の景観は、 「自然的景観J ' 歴史的景

観 J ' 現代的景観」の 3 つに分けられると思います。

「イ云統的建造物群保存地区J (伝建地区) というのは、歴史的な町

並みそのものを保存していくということです。

「歴史的風土特別保存地区」 というのは、山麓音11に集積している

金閣寺・銀閣寺などの文化財 と周囲の自然環境を 一体化に保全をし

ていくということです。そして、自然景観そのもの、山そのものの

保全は風致地区が分担しております。 さらに風致地区は非常に 範囲

が広くて、 山麓部に、文化遺産や住宅地がありますし、平地音11に住

宅地が広がっておりますので、そういう現在の住宅地 と自然的景

観 ・歴史的景観との調和 ・調獲をどうしていくかという役割l も持 っ

ておりまして、 風致地区は非常に守備範囲が広いわけです。「美観地

区」 というのは、御所とか二条城とい った中心になる歴史的景観と

周囲の市街地景観の両者をどういうふうに調和 ・調整していくかと

いうことです。「 巨大工作物規制地区」というのは、鉄塔などの巨大

なものをチェ ックしていくということです。

それから、大まかなまちづくりの考え方としまして、京都駅以北

については 「保全整備」、京都駅以南につきましては 「開発整備」と

いう考え方でございます。 そして、保全整備を原則とする北部の地

域の 中でも拠点的な再鐙備や開発が行われておりまして、丹波口駅

周辺のリサーチパークとか、京都駅南の再開発が進んでいます。 ま

た、西部の地域では、 j各西ニュータウンや西武とか労住協の治西開

発。将来日程に上ってくるものとしては、北部地域では、 二条駅及

び、その周辺再整備とか梅小路操車場の再整備があります。東部で

は山科駅前地区の再開発、市域の最南端の向島では j各南新都市 (サ

イエ ンス タウ ン) が計画されております。 そういうことで、京都と

いうのは必ずしも保全ばかりをしているわけではなくて、保全をす

る部分、開発をする部分 大きくわけて南と北ということですけ

れども、北においてもさらに拠点的に整備をしていく地域があると

いうことを頭に入れておいていただきたいと思います。

それから、景観保全と建築の創造ということに関して、いろんな

柱が建てられると思いますが、その一つの柱としまして、' : 1也」と「図」

というものがあ ります。絵でたとえますと 、人物 とか花が描い であ

るのが図、背景が地です。 そういう考え方で言いますと、歴史的 な

建造物のある御所とか二条械が図で、これが景観の主題です。周囲

樹 林 景 観 と 闘 和 し た 公 共 建 築 物 (風致地区)

新築された家庭裁判所は、現代の公共建築物として の機能を確保し つつ、 l既存樹木の保存と積

極的な緑化、和風の洗練された建築デザインによ って 正しの議の景観によく調和している。



の建物が地ということにならざるを得ない宿命を背負 っている 。地

としての宿命の中で、いかにして創造を図 っていくかという諜題が

あると思うんですが、その辺を笑際にどうしていくかというところ

が焦点にな っていると思います。 それと全く新しい景観、新しい建

築が主題にな っていくものがございます。 そうした場合には、建築

家が責任をも って、世論の支持のもとに新たな主題となる景観をつ

くっていくということです。風致地区の中でも、例えば、宝ガ池の

国際会議場なんかは、そうした考えのもとで例外的な形で認められ

たのではないかと思 っております。

司会 おおまかにい って北のほうに風致地区とか美観地区、伝建地

区等の規制をかぶ っているわけでありまして、他都市との比較とい

うことで言いますと、この立派な環境に合う建物を整備していこう

という市の取り組みは、非常に先進的なレベルにあると思うんです。

にもかかわらず、若林さんなり吉村さんのご意見が存在するわけで、

それはどこに問題があるのかということが議論されなければならな

いと思います。

これらの 中で風致地区というのは歴史的景観・自然的景観 ・現代

的景観のすべてにまたがる規制概念であるということになるわけで、

恐らく問題は、風致地区の所に集約的に出ているんじゃないかと私

は思うわけです。特に、場所的に 言いますと、先ほどのお話では、

風致地区は 山沿いの自然的景観の部分に存在するということでござ

いましたけれども、実際にはかなり市街化している部分を含んでい

るわけです。 しかも、規制内容としての高きで申しますと、 3種 及

び附目IJ 第 2 項地区では、 15メートルまでが許可されるということに

なるわけですから、一概に 「手口風」 とい っても、 5 階建ての建物が

建つことになりますから、どういう建物を建てたら周辺と調和する

のか。場所はかなり市街化しているのに、それを和風ということに

し、 しかもレベルの高い建築にしようという精神に立 っている 。 そ

ういう 中で一体何 をしたらいいのかということがは っきりしていな

いということが、現実的にいろんな意見が出てくる背景を形成して

いるのではないかと思うわけです。

この辺りについて、若林さんの出された文章の中では、 「つけびさ

し的な和風屋綴 J r リシン主主きイサけのジュラク壁」、その程度の変な

ものが出来てしまうんじゃないか。言 うなれば、これは 止めたほう

がいいんじゃないかというふうに受け取れるんですが。

寺 社 の 周 囲 は 数 寄 屋 に

若林 これは 、単なる風致行政だけの問題じゃないと思うんです。

極端に 言 いますと、税法の問題、土地問題など、あらゆる 問題がか

上 賀 茂 伝 統 的建 造 物群 保 存 地 区

昭和63年、市内で 4番目の町並み保存地区に指定され、上質i ' A 神社か ら流れ出る明神川 沿

いの社家町の町並みの保存事業がすすめ られている 。

かわ ってきていると思います。 その辺の問題になりますと、国会レ

ベルの問題になるわけですが、そういうところから改革していかな

いと、京都は守れない。 もう京者11は駄目にな ります。僕のところに

外人の建築家がよく来るんですが、「つけびさしの変な建物は何だ」

と笑 っているわけですね。「京都は、なんでこんなものをつくるんだ」

と、つまり、 グローパルな目で見て、和風でも何でもないわけです

ね。 陳腐なんです。来た外人のほとんどが言います。それは一体何

を意味しているのかということです。 なぜ 5 階建てを建てなきゃい

けないかというと、相続税の問題がある 。 うちでもそういう仕事が

来ます。相続税を払わなきゃならないので、マ ンションを建てる 。

こういうレベルて"建築が建っているわけです。実際、何億という税

金を誰が払えるかという問題がある。 その辺りまで問題が深入りし

てこざるを得ない。従 って、風致の景観のいい所に、本当は 2 階 建

ての木造に住んでいたい人でも、 5 11皆建てのマンションを建てて、

何とか土地を放さずにおきたいと思うのが人情なんですねム そうい

うものまでかかわ ってきているわけです。

そうい った立場にある京都がはたして本当に風致を守 っていける

のか。僕は、 出来る出来ないの問題は別にしまして、は っきり言 っ

て、も っと密度の高い風致行政があ ってしかるべきではないか。 と

いうのは、あまりにも風致の地域が広いんです。僕が，思うのは、あ

るお寺ならお寺の周辺 1 キロは絶対に数寄屋しか駄目だ。 その代わ

り税金なんかでも免除されるという地域をつく ってしまい、地域単

位で守 っていく 。 そうすることによ って、京都はまだ守られていく

んじゃないかと思うんです。

司会 神社仏閣周辺の重要な部分をそのまま保存しようという概念

としては 、伝建地区という制度とか、歴史的風土特別保存地区とい

う制度で対応しているわけですね。そういう制度があるわけですけ

ど、このままでは駄目になるとい 7 のであれば、どこをいじればい

いんですか。

若林 歴史的風土保存地区に指定されているのは、 山の周辺の受殊

院とか l嵯峨の周辺とかのごく限られた所ですね。いま 言われている

都市部のお寺の部分は、例えば、金閣寺の前あたりでも、一歩道路

を隔てたら 、 5 階建てが建 っているという現状です。あまりにもお

寺との距離が近すぎるんじゃないか。 なぜ 1 キロメー トルという話

をしたかというと、 15分で歩ける 距離を完全に保存地区にしようと

いうことなんです。

司会 ということは、いまかか っている網が漠然と広くかかりすぎ

ているので、修IJ えば、風致地区というべたつとした概念を点的に、

しかもきつい保存という概念に切り替えたほうがより現実的ではな

いか、こういうご意見ですね。吉村さんは、どうでしょうか。

鴨川 西 岸 の建 築 欝 (笑鋭地区)

賀茂大橋より南の鴨川 の両岸は美観地区に指定され、西岸では特に緑12かな鴨川樹林帯と

かつ ての由緒ある屋敷鮮の景観を継泳するよ う、景観指導がすすめられている .
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吉村 独断と偏見で言 いますと、例えば、風致地区というのは京都

市の条例によりますと、 「自然環境の保全」というのが主眼だと思う

んです。 自然環境というのは、みどりがあれば自然環境だという気

がするんです、建築を建てたら、必ず周りに木を楠えなさい、中に

建てるものは別に何でもいいから、木で隠しなさいとい ったほうが

いいんじゃないかという気がしますね。11の高い建築を建てる行政

というのは、非常に難しくて 出来にくい話なんてーすけど、 Ht 自の見

解で、建築の普ーし悪しを 判断する人がいて、どんな地区でも、その

人が見たら 、 この地域にはこの建築は駄目だと 言 えるぐらいの人が

いないと駄目だと思います。

若林 ところで、新橋伝建地区とい うのがあるんですけど、この間

「ネクサス」 というのが出来まして、僕はあれは建築として見れば

良いのですが、伝 建1也区の建物としては、反対なんでレす。伝統的建

物保存でも何でもないわけです。

話は変わりますが、 ヨーロ ッパはすごいなと思います。古い建物

があ って、それの修復集団がいるわけです。すごい技術とノウハウ

を持った職人集団で昔の建物を修復して十分に食べていけ 、高給が

符られるんです。伝 統的建物というのは、そういうことだと思うん

ですね。 ものをつく って、それが鉄筋コ ンクリートで、表面だけを

書き宮IJ りでつくるんだ ったら、それは伝統的建物でもないし、技術

の保存にも文化の保存にもならない。本当はそうい った職人さんが

昔ながらの工法を伝えていき、昔ながらの ジュ ラク壁を塗り、そう

いった技術なり文化が残 っていくのが本当の保存だと思うんです。

表而的な保存なら、伝建地区とい って 「太秦映画村」みたいなもの

をつくればいいわけです。 でもそんなことでは、文化は残 っていか

ないと思います。

オ ー プ ン な 話 合 い の 場 を

司会 いまのご意見は、 「歴史的な保存」という概念を持ち込むとし

たら、まずきちんとやる 。 それは技術的な背景も成立するという前

提をつく って、保存ということが行われるべきだというご意見です

ね 。 問題が日常的なレベルから、 ｉｾ ｆＭ ｊ き直るべきではないかというと

ころまでいろいろあるんですが、京都市のご意見はどうでしょうか。

寺西 行政の立場と笑際に建築をされている方の立場の違いは当然

あると思います。確かに、先ほどから 言われているように、つじつ

ま合わせ的な行政をや っているんじゃないかという安け取り方をさ

れる部分があろうと思います。実際に風致 3稜地域なんかは、純然

たる市街化区域であって、ビル群が林立しているような所があるわ

けです。 そんな所に 2 階建ての和風をしなさいと 言っ たところで、

千丸屋京湯業本社工場 (商業地娘)
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現実の話としてはなりにくい。全体の基調としては 「和風」であ っ

ても、全市域を伝建地区みたいなものにするつもりは誰だ って考え

ていないわけです。我々行政を進めていくには、何らかの共通ベー

スがなければならないわけで、そうすると 、京都というのは「和風

を基調とする」ということに当然な ってこようと思います。 そのこ

とは市民のコンセンサスを受けられると確信しています。個々のデ

ザインなり、この地域にこういうものを建てたらどうだろうという

個々のケースにつきましては 、当然基準が定めてあるので、その基

準をベースにスタートしてやり取りをするわけです。 そうすると、

こんなでこぼこが出来るんじゃないかとか、つけびさしというのは

おかしいんじゃないかというような疑問はいろいろあろうと思うん

です。 そうであれば、それに代わるべきものとして、どうい ったも

のが一番いいだろうかという論議がそこからスター卜するについて

は、我々も決して否定するものではない。 しかしながら、今までこ

れは駄目だけれども、それに対応してこうい ったものがいいんじゃ

ないかという建築家の方からの提言なり論議も今まであまりされて

いなか ったと思います。 しかも、我々のほうだ って、市民啓発の部

分について弱い所がありますね。 オープンで話をする場もなか った。

そうい った意味で、担当者と建築家がごちゃごちゃ っとや ってる部

分がたくさんあ ったと思うんです。 しかしながら、それにとどま っ

ておれば、いつまでた っても進展しない。

先ほどからヨーロ ッパの話とか外国人の話を盛んに 言われました

けど、私は、外国人の方の自は気にはしなきゃならないですけど、

外国のまちがすべてじゃないと思うわけです。京都は京都です。つ

いせんだ って、八坂の塔に上がらせてもら ったときも、非常に京都

の風情が残 っていて、そうい ったものを何とか守り、残していこう

と思いました。確かに、地価の高騰とか税金の話とか環境は厳しい

ですけど、ぎりぎりの所まで何をや っていくかというのは、行政の

立場としても非常に苦慮、しているところなんてゆす。 曲がり角に来て

いる部分も確かにあります。 しかし、だからとい って、いまの行政

の根底をひ っ くり返してセヂロにしてしま って、先ほどから提言があ

ったような話をやりますと、全市域の風致の行政がうまくいくかと

いうと、私はそうはいかないと思います。 1種 ・2種 ・3 極という

種別を決めたり、段階規制をしたり、いろんなきめ細かな規制をし

ているわけですけれども、その中で矛盾がないとは 言えませんし、

直すべ き点は直していかなければならない。 しかしながら、このま

ま行けば京都は駄目にな ってしまうといような、単純に片付けられ

るものではないと不孟と思 っています。

司会 つまり、目標像という問題が議論になるかと思いますが、京

者11で和風の数寄屋的な建築空間を保存するという形でこれからも維

i去歳館 (美観I也区第 11唖及び第 2極地域)



持していこうと 。そこに風致地区なり美観地区の概念があると思う

のですが、そのこと自体について異論があるとお っしゃったわけで

はありませんね。

若林 ただ、あまりにも広すぎるんです。つまり、ぼけてしま って

いるんですね。産寧坂の伝建地区なんかわりにいいと思うんです。

ああいう形でi町並みとお寺との共存があればいいんですけど。

寺西 ただ、あれは伝統的建造物群保存地区ということで集約した

所ですね。 ところが、京都のように、 三 山、鴨川、J佳川にはさまれ

た都市形態を守ろうとすれば、これでも足りない、特に、いま問題

にな っている市街地のマ ンション問題とかいうのは、巨大工作物規

制と屋外広告物規制がかか ってる 以外は何もない。 それが京都特有

の町並みを破壊する 。 これを何とかしなきゃならんという事が出て

くるわけです。 まだこれでも足りないといわれている中で、 J液かに

広い面積であれば広い面積なりに、ぽけてくるということはあると

思います。 しかしながら、これだからこそ、ある面では京都のまち

の風情が守られていると私は思 っているわけです。

若林 昔は、大工さんというのはモラルを持っていたわけです。見

様見真似でも隣近所と同じ材料を使 ってモノが建っていった。決し

て景観とか町並みということを意識してなか ったと思うけれども、

町並みが自然に出来上が ってい ったと思うんです。 どうもいまは、

技術も材料も豊富だけれども、それを建てる人の利潤追求が主目 的

で基本的に取り返しのつかないというか、引き返せない状況に来て

いるわけですね。『確かに町家が残 っている所もたくさんありますけ

れども、土地が坪800万とか1. 000万。 しかも路線価格がドーンと上

がる 。話を聞くと、おじいちゃんが死んだら、 1 億も相続払わない

けないそんなもん払えへんから、マンション建てようと思 ってると、

その図式がまかり通ってい るしこれは国会レベルで何かしないと、

京都は駄目だと思うんです。幾ら頑張っても町家はなくなります。

京都のデザインの本質

司会 要するに、目標像としては「伝統的な雰囲気を持った市域」

というふうにいってるんですが、現実的には、そうなりにくい場所

を含んでいるし、高さ問題についても、技術的にもそうならない必

然性を持 ってるにもかかわらず、例えばつけぴさし云々という形て¥

とにかく命を永らえさせようという努力が続いているわけです。 そ

のこと自体の評価 というのは、どういうふうにお考えですか。つま

り、命脈を取り留めるということに意味があると思うんですけど、

そのことについて若林さんと吉村さんは、もう駄目だという評価だ

と思うんです。古都保存とか伝建地区とか美観とか風致とかいうこ

京都国立近代美術館 (風致地区第 3種地域)

とが成り立つ背景としては、命脈を取りつないでいき、そしてそれ

をさらに発展出来るんだという 一つの前提に立 って ると思うんです。

この前提の是非というのはどんなものかということです。

大西 結論的に 言いますと、現在の各種の景観地域制は、自然条件

や文化遺産の分布状況などから、地域の状況に応じて定めておりま

して、これらを根本的に変える必要はないと思います。重要な地区

を強化する形での改良や、運用を改善する方向で検討すべきと思い

ます。 それで、議論が外側ばかりの話にな ってまして、京都のデザ

インがどういうものであるべきかという本質論にな って ないんです

が、先ほど出ました「和風」 とか 「つけびさし」 とか、和風での中

高層の町並みはあり得ないとか、いろんなお話が出ました。 そした

ら、美観地区とか風致地区にふさわしいデザインとはどういうもの

か。 いわゆる和風ということから離れて、もう少し抽象的に考えた

場合、どうかを考えるべきと思います。

かつて市におりました時、美観地区の具体的基準をつくりました

際、各美観地区については、それぞれの各地域の特性を示 した上で

その特性に調和してくださいー ー という非常に納象的な表現で基準

をつく ったのです。 しかしそれ以外に美観地区全体に共通するよう

なデザインの方向ぐらいは出しておく必要があるだろう、というこ

とになりまして、 R Cや鉄骨造で各美観地区にふさわしい建築物とは

どういうタイプがあるだろうかということを調査したわけです。

そのーっとして浮かび上が りましたのは、「全体の印象から伝統を

感じさせるデザイン」一- - - - - WIJ えば、鴨川の二条大橋の西詰にあるホ

テルフジタ 。 これは設計者が吉村)1頂三先生だ ったと思うんですが、

エレメントとしては伝統的なデザインエレメントを使 っているんで

すが、それ以上に全体から伝統を感じさせるデザインだと思います。

もう一つは、 「洗練された繊細なデザイン」というものが浮かび上

がってきました。 もともと日本の建築というのは、ピラミ ッ ドとか

巨大な城壁に見るようなマ ッスを 感じさせるようなものはないわけ

でありまして、神社仏閣にしましても、神社全体が一つのマ ッス に

なって迫 ってくるということじゃなしに、境内の中に金堂があ った

り塔があ ったり、講堂があ ったりということで、棟が分かれてます

ね。 そして、 一つ一つの建物についても、屋根は一つ一つの瓦の微

妙な陰影で分割されています。壁面も柱があ ったり、桁があったり、

鴨居があ ったりということで分割されてますね。微妙な陰影を伴っ

た形で細か〈分割されております。

京都の美観地区というのは、社寺なんかの日本建築を主体にした

歴史的 ・伝統的景観と現代建築との調和・調整をどう図るかという

ことです。京都らしい景観というのは、日本のデザインの系譜の中

でどういうものかと考えますと、大きく分けて、「縄文的な力強いデ

風致地区の一般的建築
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ザイン」と 「弥生的な繊細なデザイン」、この 2 つの系譜ーがあると思

うんですが、京都の場合は、「弥生的な繊細!なデザイン」であろうと

思います。 美観風致審議会でいろいろ議論されました結果、美観地

区における建築デザインの基本方 向については、最終的には、「洗練

された繊細 な形態及び意匠とし 、 少 なくともコンクリートとか金属

等のマッスを強〈感じさせないものであること」というふうに決ま

ったわけです。 これは、 風致 地 区の附則 2 項 の地域にも当てはめる

ことができるのではないかと思います。

もう一つ審議の段階でbありましたのは、 「全体の印象から伝統を感

じさせるテザイン」 一一これは非常に結構ではあるけれども、ここ

まて柄行ってしまったんでは設計者の創意を疎外 することになりかね

ないので 、 これは基準に凝 り込まれなかったということです。

改善 へ 向 け て の 3 つ の 提案

司 会 そこで私は、提案というほどではありませんが、今日行われ

ている風致地 区の行政のスタイルを次のように変えた場合に 、 それ

ぞれの方はどう思われるかという 、弥 縫 策的 な意見をたたき台とし

て 申 し上 げたいと思います。

問題は 、風 致地 区の 3 種と 附則 第 2 項だと思うんです。先ほどか

ら出ています 「つけびさし」というものが一 つの最低基準として提

示されている 地域 で あ り ま す。 どうしていいのか分からないという

人に対して、こんなのを付けたらどうだという形で最低基準が提示

されているわけですが、それの存在が非常に l援昧だと思うんです。

つまり 、 あまり考えようとしないといいますか、労力と 1時間を惜し

まずに 、 何 としてでも解決を見付 け 出 そうと思わない 人 に、これを

や りなさいと言ってるところに 問題があると思います。従 って、最

低基準といいますか、最も基本的なサジェスチョンというのは、「完

全に木造風にしなさい」ということだと思うんです。 そうすると、

高さの関係て。出来ないじゃないかというふうに 一般 的 に は な る ん で

すが、例えば、鮒鶴とか市 ｩ ｬ ｾ 園辺りで大きな建物のように、純平日 ｪ 武の

といいますか、木造スタイルの大規模建築が建ち得るわけですね。

完全に「手 口 ｭ［， ｾ ｊ ということだけを指示する 。 あま り ごちゃごちゃ考

えたくないという 人には 、 そうしなさいというは っ きりした図と写

景 観 の 保 全 と 形 成

1. 自然的歴史的景観の保全

( 1 ) 風致地区制度による宅地造成や建築行為に対する規制誘導

京都の市街地は束、北、西の三方を山で図われ、この緑笠かな 山崎が市街地長

鋭の背景にな っている 。その 山盟主には古い社寺や、名勝、史跡が集積している。

この緑豊かな 山々と歴史的遺産の集積地、更に 山盟主から広がる緑の多い住宅地に

「風致地区」が指定されている。風致地区の制度は、者I1市の自然的景観を維持し

ていくことによ って都市全体の美しさを保全するとともに市民の生活環境を保持

していくために制定されている 。特に京都の風致地区は伝統ある京者11をこれから

も自然美を盟かにとりいれた- 1 哉のなかの京都 として発展させるために指定さ

れている 。本市の風致地区は、昭和 5 年の初指定 (約3，400ha) から今日に至るま

で数度にわたる拡大を経て、現在ではその指定面積は約14，300haの広い範囲にわ

たっており市域間績の約 4 分の l にも及んでいる。この風致地区はその特性に応

じ第 Ｑ 種地域、第 Ｒ 極地域、首ｾ 3種地域のいずれかに指定されている。

0 第 1 種地域は、風趣に高んだ山林、けい谷等 l当然的長鋭の特にすぐれた地減で

現存の風致を維持する 地域。

0 第 H 重地域は、胤趣におんだ樹林I也、池沼、 l到陸|等向然的景観のすぐれた 地域

で現存のj孔致を維持する 地滅。

0 第3種地域は、風趣におんだ住宅地等自然的景観を保持している 地域で現存の

風致の維持に配慮する地域。

0 付1I 1J第2 項地減は、第 3 種地域のうち当分のあいだ建蔽率の制限を適用しない

区域とな っている 。

風致地区内における現状変更行為( 建築物の新築、地築、改築、毛I也のi生成、
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真と細部の指示で要求する 。

一方いろいろ考えてみようというケースと対応して、例えばホテ

ルフジタのような模範例、モデルを 10個 - 20個 ピ y クア y プしてき

て、それを市役所のどこかの部屋にビデオ装置との対応で 、 これは

なせ、いいかとい ったことを鍛々説明する情報室のようなものをつく

る。 そのモデルによ って、もう少しいじってみるかという可能性 が

出 てくるのではないか。但し、これを設が、どのように選ぶかとい

うことが大問題です。 また、「モテルは 5 年ごとに改選」する 。 つま

り、その聞に若林さんや吉村さんのような人がいろいろ考えて設計

されて、実際にそれが建 ったということになると、恐らくそれが次

のモデルになるでしょう 。 5 年ごとにモデルを改選する 。 同時に、

かなり難しいものが 出てきた場合の審盗は、窓口でやらずに 、 風致

審議委員会とかそういうところへ建築家が直接登場して 、 これ を説

明するという形で審査が行われる 。 そうしますと、従来行われてい

る「調和とは何か」という問題について、モデルということと、 5  

年ごとぐらいにモデルを変えて、それを審査するのは委員会と本人

の話し合いということの中で話が進行する 。 そういう形で斬新なも

の、変則 的なものもうまくルールに合 って建ち得る一 ー という気が

するわけです。

若 林 ただいまのご意見ですけど、基本的 には非常に難しいと思う

んです。僕が思うのに、 引 き換え条件 といいますか、 これは一つの

アイデアですけど、この間、西本願寺の前でさんざん風致課さんと

やりましたけど、施主にと っては容積を確保するということは重要

な問題で、それがいま 言っ た 5 階建ての問題なんかにつなが ってい

くわけです。 実は僕は、あそこの場合は、全体に瓦屋恨を乗せたか

ったわけです。 ところが15メートルという規制 がありまして、その

範 囲ですと、瓦屋十艮が乗らない。 そうすると、パラペ ッ トだけ乗せ

なさいという話になるわけです。

これは具体的な例てゆし訳ないんですけど、秒 IJ えば、瓦屋板の場

合、高さ制限は有りません。 越えてもいいですから、きっちりつく

ってください、 8 分 の l は機械置き場に陸屋根を作 っても結構です

というように高さ 制 限をと っぱらう 。 更に、その高さの部分は

納戸に使っても容積から除外 すると 。 そうい ったボーナスを 付 けて、

条件をよくしてやることによ って、クライアントは違 った形態 を考

木竹の伐嫁な ど) の規制は、京都市風童文条例 (昭和45年 6 月14 日焔行) にもと づ

き、現状変更にかかる行為をしよ うとするときは、事前に市長の許可を得る必要

がある。これらの地域では、主主築物の建蔽率、高さ、後退距離また外観のデザイ

ンや色彩などについて、周辺の j止観になじむよ う規制、誘導されている。

(2)歴史的風土保存地区の制度 (古都保存法)

かつて、政治、文化の中心として栄えた京都においては、各l時代の tt l重な歴史

的文化遺産が数多く分布している 。特に 市街地周辺の III 麓苦11や嵯峨野の田園地域

においては、歴史的建造物、庭園、遺跡などが集積し周囲の自然的環境と 一体と

なってtt 重な歴史的景観地域を形成している 。このよ うな地域を 「歴史的風土」

として保存するため、昭和41年に古都保存法 (r 古都における廃史的風土の保存に

I測する特別措置法 j) が京都、奈良、鎌倉などの古都を対象として制定され、保存

事業が行われている。古者11保存法では、歴史的に窓義のある景観地域を 「歴史的

風土保存区域」に、その中で特に重要な地区を 「歴史的風土特別保存地区 J に指

定し、各保存地区の保存計画が定められ、その趣旨に反する現状変更行為を制限

している 。また、特別保存地区てすま、保存をより厳格にするために現状変更行為

を厳しく制限するとともに開発抑止のために申出により図I i l玲i1is) J を得て、当該J也

の口入れを行っている。行為の申前手絞については、特別地区は許可制、その他

の区域は届出制としている 。

2 . 市街地景観の保全

風致地区の制度や古都保存法によ って市街地周辺の風致及び歴史的風土の保全

が図られてきたが、都市活動が活発な市街地においてはその景観を保全すること

は容易なことではなく、長年の懸案とな っていた。昭和30年代後半から市街地長



え得ると思うんですね。 いまのまま行きますと、表府の形態だけを

どう基準するかという話にな っていくわけですね。 だから極端に言

えば、本当の勾配屋根を付けた場合は45メートルでも構いませんと 。

そういうことが考えられるんじゃないかという気がします。

いま 、特に建物のクオリティーの 問題で、我々、階高を非常に問

題にしているわけです。 木造ですと、 5 階建ての鮒鶴にしましでも、

天井の高さを高くとれます。 ところが、実際に 15メートルですと鉄

筋コンクリートで 5 階建てにしようとした時、梁の問題で天井の高

きが低くなる。そういう宿命を背負っておりますから、どうしても

階高を向くせざるを得ない。 そういうときに屋恨の形といのが非常

に問題になるわけですね。

司会 むしろ制限的な発想よりも、特別 プレゼント方式で屋根をつ

くってもら ったほうが現実性がある 。 こういうご意見ですね。

吉 村 結局、本物指向なんですよ 。 質の高いものをつくりたいと思

ってるわけです。本物がつくれる土擦がないと駄目なんですね。 だ

か ら 、 高 口さんが言われたやり方でも 椛 わ ない んで、すけど、どんな

や り方でも、やらない人はやらないんです。やれる 人がうまくやれ

る土壌をつく ってほしいと思いますね。 それには、さきほどの特別

プレゼント方式が良いのかもしれません。 こまかい規制lをつく った

ら、違反する人は必ずいるんですよ 。 それはそれで放 っておいて、

もっ と質の高い本物をつくりたいと思 っている人がうまく出来るよ

うなやり方がないかなと思うんです。 それはやりにくいことでしょ

うけどね。 さっき大西さんが言われた「洗練された繊細! なデザイン」

というのは、京都の伝統的 な建築物はそうなんですけど、 そういう

伝統的な建築の材料や技術と、現代建築のそれと全然違うところか

ら出発しているんですね。 ですから、我々がつくるときに 、繊 細 な

ものを鉄とかコンクリートに取り入れてつくれとい っても無理な面

がある 。 もちろん、能力のある人が時間をかけてやれば、できる場

合 も あ りますが、現代の技術が伝統的な建築の技術とものすごく違

うところがあって、その辺がいまの形の 問題に出てきているんじゃ

ないかという気がするんですね。鉄とコンクリートでつく っても、

屋根を乗せなさいとかひさしを付けなさいとか言われても、いまま

での伝統的な建築というのは、機械的な補助のない時代に、木と土

で夏は通風がよく、雪が降っても快適に過ごせるようにつくったわ

鋭に l関する調査準備が重ねられ、昭和44年のまちづくり構想において市街地鉄観

対策が明確に位置付けされた。その後、京都市美観風致審議会をはじめとする学

識経験者、市民の英知を集め、昭和47年全国初の総合的な市街地景観対策として

制度をみたのが「京都市市街地景観条例」である。この条例は京都の1 ' t 重な歴史

的文化遺産を現代と将来の都市生活のなかに績優的に生かし、厚みのある優れた

都市環境の形成を図ることをめざしている。そのため「美観地区 J r 巨大工作物規

制区域及ひ・工作物規制区域J r特5) 1)保全修設地区」の三つの制度を設けるとともに

「都市楽観略発事業」をすすめている 。

また 1I i' :H甘50年、国により 創設された伝統的建造物株保存地区の制度( 改正文化

財保税法) を受けて、昭和51年 「京都市伝統的建造物群保存地区条例」が定めら

れ、それまで保全修景地区の制度のもとに行われていた歴史的町並保全事業は、

それ以後この条例に基づき進められることにな った。

(1) 美観地区

御所、 二条城などの大規模な歴史的建造物とその周辺地域に、また鴨川河畔、

関東地域などが，930; : にわた って「美観地区J を指定しその康史的伝統的f設鋭と一

般建築物の調和利獲を図っている 。そのため地区建築物の建設について市長の承

認を必裂とすることを定め、建築物の位置、刊さ、形態、意匠、色彩について規

制指通事を行っている。

(2) 巨大工作物規制区域及び工作物規制区域

巨大な鉄路など京都全体の長鋭に影響を与えるおそれのある工作物を規制指導

するため、 *%. 100況の広範な地域にわた って「巨大工作物規制l区域」を指定して

いる 。ある一定規模以上のものを巨大工作物と定め、その建設には市長への届出

け で す。 ところが、いまは技術が向上してたいていのことは出来て

しまう 。 だからいつも暖かく、涼しい建物をつくろうとしているわ

けで、そのときに同じ形にしなさいといっても、無理な面があるん

じゃないかなと思うんです。 どんな法律を作っても、必ず違反する

人がいるから、 何 かつく っておかないとしょうがないんですが ・・

本物とか質の高いものをつくろうとしている人たちに対して 、 もう

少し方策はないかなという気がするんです。 高口さんの言 わ れ た 方

法でもいいんですが、いまのよ 7 なやり方でも僕は椛わないと思い

ます。

景観 と の 調 和

大 西 吉村さんの考えておられる洗練された繊細さというのは、非

常に厳密な意味でだと思うんですが、美観地 区の具体的基準にある

「洗練された繊細な形態意匠とし… … 」には、かなりの幅があるも

のと考えています。私の個 人的 な解 釈 で 、 思いつくままに笑例 を 挙

げていきますと 、 風致地 区 内では、 岡 崎公園の板文彦さんの設計に

なる「国立京都近代美術館」、これは大変軽やかな感じのする 、 ある

磁の洗練された繊細さをもっていると思います。一般の地区では、

同じ設計者による紙図の「京都クラフトセンター」が挙げられます。

これはコンクリートの打ち高佐しの壁面がかなりありますが、道路に

而してフレームが設けられたり、コンクリート壁而も竪白 地 によ っ

て分割されて青銅色の塗装が施 されるなど、務ちついた洗練された

越が出ています。 また、者11心部 の 河 原町二条にある 山本 良 介 さ ん 設

計 の 「 シ ビ ル ・ジョイ」は、スリムな柱梁の鉄骨フレームとガラス

而からなる壁面が雁行型に微妙に変化 して、ある種の洗練された繊

細さを出していると思います。

そして、高瀬川 の三条小橋にある安藤忠雄さんの「タイムス」が

挙げられます。 これはコンクリートブロック造という 制約があるに

もかかわらず、高瀬川のささ

練された空問をつ〈 つています。少し余談になりますが、昨年高瀬

川 ・木屋町通の二条から五条の聞を少しリサーチしたことがあるの

ですが、残念ながら高瀬川の持つ自然の趣をとり入れた建物は、こ

のタイムス 以 外になかったことが、強〈 印象に残っています。

京 都 市 風 致 課

を義務づけ、その位省、23さ、形態、n : 匠、色彩について必要な助言勧告を行っ

ている。また、美観地区第 l f.!l i地域、同第 2. f . 重地域に重ねてそれぞれ 「工作物規

制l区域第 l 稜地域J r同第 2 積地域」を指定、建築物以外の工作物についてその位

置、 i喝さ、形態、n : 匠、色彩を規制指導している 。

(3) 歴史的街並の保全

市街地景観条例の三つ自の制度として「特別保全修景地区」が設けられ、1I i ' : l 和

47年にm水の「産寧坂地区 J (5. 3ha、240戸) が、昭和49年には「紙閣新橋地区J

(1. 5ha、100戸) が同地区に指定され、 地域住民の自主的なまちづくり意識に支

えられ、膝史的な町並の保全修jit司王殺を積極的に進めている。その後、昭和51年

に固め制度として創設された「伝統的建造物群保存地区J を上記岡地区に重ねて

指定、昭和54年には嵯峨鳥居本地区 (2. 6ha、50戸) を指定している。更に、昭和

63年には、上賀茂地区 (2. 7ha、52戸) を岡地区に指定している 。これら 4 地区と

も国の重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けている。これらの地区では、伝

統的な様式をもっ建造物 (伝統的建造物) については、その線式に従い修理を行

い保全を図 っている。

一方、モルタノレ塗りやアルミサ ッシなどの近代化によ って伝統的な様式がくず

れ去 ってしまった建造物( 伝統的建造物以外) については伝統的機式に準じて順

次修張を図 っている。これらの修ll l!修奴には補助金を交付している。また、市の

事業として石畳敷きなどによる道路の修張、道路制IJi揖の石ぶた修紫、防火水村iの

設f位、地区説明板の設訟など保存地区の保存整備事業を進めている。
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寒出 掘川通の七条通以北の沿道は商業地域で、建ぺい8 0 %の容積

600 %という大きな場所なんです。その中の美観地区で15メートルに

押 さえてある 。 それ以下で従来の勾配屋板をつくろうということに

なると、笑際には 3 階建てぐらいのものしか建たないわけです。 そ

れをオーナー側からは目いっぱいの注文があるわけで、それをいか

に満足させるかというところで問題が出てくるわけですね。 だから、

揃2かに 15メー トルなら 15メートルい っぱい使 って屋棋を美観風致に

ふさわしい優れた形態に直してもらうというようなことで、緩和す

るという考え方も 一つの方法だと思います。

若林 そういうことをや ってもらうと、随分やりやすいと思います。

寒出 それと、 1 穏の場合は伝統的な和風様式を基本としています。

けれども、段階的に規制も緩み 3 稜とか附則 2 項ぐらいになります

と、屋根があ っても和風と言えないものもたくさんありますから、

そうい った中で周辺の景観との調和がデザインには重要なことと恩

うんです。建物単休でのみ考えるのではなくて、周辺の景観を配慮

した質の高いデザインを考えていかないと、景観との調和は計れな

いし、ただ目立つだけの建物をやりたくなるんじゃないかと思いま

す。 それと、先ほど高口さんからご提案のありましたモデルをつく

って出したらどうかということですけど、私どものほうの内部の資

料ですが、指針としての取扱い運用基準は持っています。結局この

種別基準に古・いであるのは、許容範囲というか、こうい ったものな

らさしっかえないガイドライ ンということであげているわけです。

例えば、つけぴさしでもひさしの出が十分なものということです。

けれども、ひさしの出とか勾配によ って感じがかなり変わ ってくる

わけですね。そういう意味で、デザイ ンは難しいわけですが、 「周辺

の景観との調和」ということを第一に考えないといけないと思いま

す。

司会 つけぴさしだけ付けて、あとは考えないとい ったケースにつ

京都市の景観等規制区犠
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いては、「鮒鶴」型にしなさいというやり型はどうです。

寒出 それはいまも 言いましたように建物の高さはどこで取るかと

いうと、勾配屋線でも 一番高いところとなるわけで、軒高を取ると

いうことになれば、つけぴさし的な屋根はあまり意味がなくなりま

す。

寺西 周辺との調和一一ここに何かを建てた、そしたら、そこの住

民がどういう反応を示すかということも頭に入れておかなければい

けない。 そうすると、建築上の質のいいものであ っても、喜子抜なも

のが建っと、あれは何だ。京都のまちは ー・・ ・・というのが市民の頭を

大きく占めてしまうので、どうしてもそういうことが出てくるわけ

ですね。 そうすると、我々が判断するときは、 一番無難なところか

らスター卜する 。条例の中には、高さにしろ建ぺいにしろ、後退距

離にしろ、但し書きが付いていまして、その場所によ って、やむを

待ずこのほうがデザイ ン上いいじゃないかという場合には、但し書

きを適用して、 一種のボーナス的な考えを取り入れているものもあ

ります。 それなんかは5)I Jに問題はないと思うんです。 ただ、 一般論

を言 うときには、ともかくひ' っ くりするようなものは出来るだけ排

除していこうと 。単体としては素H青らしい建築物かもしれないけれ

ども、風致という規制から考えて、周辺との調和が図れないもので

あれば、残念ながら排していこ うというのが現実です。実際、奇抜

なものに対して、市民からあれは何だと 言われた経験もあります。

ですから、先ほど来から話がありますように、共通の、あるいは

最低の基準は何かと 言われると、そこからスタートしようじゃない

かと 。建築的な面だけから見ると、何やという話になるけれども、

全体からみると、いまはそういうところに落ち清いている 。 しかし、

これは駄目だと 。 ｾｪￊ が見ても、あんな不細工なものはおかしいとい

うことであれば、も っといいものにしたらどうかということでどん

どん提案してほしいし、我々もそれに対して、も っといいものはな

いかというようなことは研鎖していかなければならないだろうと思

うわけです。 そうでないと、単体を見てこれがいいからこれにしな

さい、これは駄目ですよ、というようなことを 言いますと、年間 1，000

件近く扱 っているので、必ずパラパラな話にな ってくるわけです。

あれがよくて、うちが何故夕、メなのかと、そういう論議にしかなら

ないんですね。

司会 私が例として申し上げたたたき台の中に、年間1，000件という

ボ リュームがあるにもかかわらず、委員会といいますか、先生方が

おられる所へ来て、何としてでも委長会で説得するぞというものに

ついて全部対応すると、 1，000件みな来るんじゃないかということに

なりますが、それをカバー出来る態勢をつくることが、 l唯一本当に

いいもの一一一相互に理解して、なるほどそれはいいかもしれないと

いうもの一 ーを逐次つく っていく方法じゃないか、という意味を含

んでいるわけですが、それはどんなものでしょうか。

寺西 特に奇抜なデザイ ンのものは 1. 000件扱う 1:1: 1 でそう多くはあ

りませんが、非常に判断が苦しいケースにつきましては、当然私ど

もの中での合議もやりますし、相談員の先生、美観風致の専門小委

員会の場に上げまして、判断をする 。 それが、あの先生が判断した

ら駄目だとか、これはおかしいという話になると問題外ですけど、

そういう 二重三重の手当はしているつもりです。

司会 じかに対面してますか。

寺西 いや、直にはしてません。直に対峠しますと、風致規制が飛

んでしま って、規制なしの、単体がいいか悪いかだけの論議にな っ

てしまう恐れがあるんです。規制というものが大前提なんですよ 。

好むと好まぎるとこにかかわらず、こういうものの規制というのは、



まず京都のまちのあり方を考えて、我々先輩たちの英知: 1 を集めた形

で出てきたわけですからね。ところが、規制lなんか関係なしで、個々

のものだけだと言われると、話にならんわけです。個々の建物の論

議は、極端な話ですが風致地区外 でどんどんおやりいただいたらい

い。風致の規制というのは、 「周辺との調和」を図 ってっくり上げて

きたものですから、それを抜きにしては出来ない。先生方にお話す

るときは、こういう規制の範時で、最大ここまで指導しました、ど

うでしょうかーーということで話をするわけですよ 。ところが、個々

に建築家の人達と話をしてもらいますと、規制の音11分がボーンと飛

んでしま って、自分の好みだけで話にな ってしまう恐れがあるわけ

です。 これは行政にとっては困るわけです。 ですから、 3種と附則

第 2 項、特に 3 種地域の 5 階建てのっけびさしがいいとは全部が患

っているわけでは ない。我々だ って、も っといい方法があればと思

っています。ところが、何か共通の基準からスタートしないと、 1，000

件個々のものが自由自在なものにな って しま って、どうにもなら な

いわけですよ 。 しかし、も っといいものがあれば、いい方向に向け

てお互いに研究しようじゃないかというのが我々の考え方です。

専 門家 を行政内部 で 育 てる

司会 結局デザインというのは、ルールになじまないんじゃないか

というのが私の発言の趣旨なんです。最終的に締めくくりの意味も

含めて、大西さんお願いいたします。

大西 吉村さんの、本物をつくりたいと思 って いる人をやりやすく

するようなシステムはないか、とい 7 お話の一つのやり方として、

高口さんのほうから、模範例をピ ックア ップしてというお話があり

ました。 これはいいと思います。実際に内部資料として幾っか持っ

ておられると思うんです。 それを外に出していかれるという形にな

ると思いますが、出す前にいろんな面からチェ ックして、こういう

地域の長観の中でこういうものがマ ッチしますよーー という形で模

範例として出していくのは質成です。

それから、ひさしの問題ですが、全然ひさしのないものでも非常

に調和しているデザインもありますから、そういうものも特例とし

て、こういうものであれば、ひさしがなくても十分調和しますーー

という 例が出せますから、非常にいいと思います。

それから、委員会に設計者が出1市するというのは、 一見いいよう

に思うんですけれども、そうなりますと、恐らく委員会の先生方は

何もしゃべれないだろうと思います ( 笑) 。

それから 、それに付随しての話ですけれども、建築家というのはあ

くまでも建物自身をデザインしていく人たちですけど、建築家を側

面からサジェスチョンするタウンスケープの専門家を行政内部で養

成するとか、 外部から採用していくことが必要だと忠、いますね。私

も行政にいて、私自身の反省ですけれど、実際 2 年か 3 年ぐらいで

人事移動があるわけですね、人事移動によって昇格していくという

ことになりますから 、移動しなくても専門家として位置づけて優遇

していくという形で、市役所の中に専門家を養成していくことによ

って、建築家といい関係が出来るようにすることが大事で- はないか

と思いますね。

もう 一つは、新しく建った建築がデザイン系の建築雑誌とかジャ

ーナ リズムの 中で評価されるということは大変いいことなんですが、

もっと広い意味での社会的評価ですね。年月がたてばたつほど存在

感が高ま ってくるような建築、あるいはその地域のシンボルになっ

ていくような建築を見付けだして、顕彰したり表彰したりするよう

な制度をつく って いく必要があるんじゃないか。例えば、10年ぐら

いた った建築が地域の中でどういう存在感でも って 、その地域に存

在しているかということを洗い直して顕彰していく 。そうすれば、

いい建築が地域の資産として付け加えられていきますね。そういう

評価の仕方も 一方でシステムとして編み出していく必要があるので

はないかと思います。

若林 和風であるか どうかということよ りも、質の高いものをつく

っていくことを目指しているだけなんですね。問題はそんなふうに

考えていない人をどう指導していくかということです。 そういう人

がつく っている建物があまりにも多すぎて、ひどい長観になってき

ていると僕は感じるんです。風致の行政サイドか らすると 、あれで

いいんだよと 言われるかも分からないですけど、僕は決してそうは

思 って いません。

吉村 先ほどからよく 言われている 「周辺との調和」ということが

一番難しくて、ある建築が調和しているかどうかというのは、質 が

高いか低いかというのと同じで、屋視をかけたら調和していて、四

角だ ったら調和してないかというのは、全体のバランスの問題だと

思うんですね。周辺との調和も大事ですけど、逆に「対立」という

ものデザイン上あ ってもいいと思うんです。極端に 言えば、東本願

寺の検にすこe いのが建 って、100年後にそれが京都の名建物として残

るかもしれないですね。ですから、その辺を 言葉だけでや っていく

と、非常に難しいところがありますね。

でも、特例を認めるというのは現状では難しい。 なぜあれだけいい

んだということを説得できないですから 。 そういうふうに考えると、

や っぱり駄目にな っていくとしか言いようがないんですね。例えば、

東本願寺の横に名建物が出来るかもしれないんだけど、いまの制度

では出来ないわけですね。外国の例で恐縮ですが、写真や書物でみ

るとパリのグランプロジェの建築群は見事だと思います。 あれくら

いの決断がないと今の京都は救えないのではないでしょうか。

司会 恐らくこういう論議になるだろうと思 っていたんですが、最

終的に結論はこうですと申し上げられないんでるすが、建築家サイド

としましては、京都の者11市像 ・建築像を考えまして、何とかしなけ

ればいけないというご意見に集約されょうかと思います。市役所の

対応といたしましても、基本的には、これからより 一層有効な手を

打っていかなければならないということについてはご同感いただい

たように思います。問題は、文化論的な領域まで広がるわけであり

まして、建築文化に関しましても、価値に関しましても、過去10年

聞の間に大幅に変わ ってきております。 このままでは具合が悪かろ

うということではないかと思います。 ここに一つ非常に大きな問題

があるということを認識した上で、今後とも機会あるごとに、こう

いうことを論議していかなければならない、ということを結論的な

言葉にさせていただきます。

日時 1990年 3 月 l 日榊午後 11時30分 - 4時30分

場 所 本会 京都 支 部 会 議室

座 談会 風景

( 了)
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ゲニウス・ロキー

初期j の 近 代 建 築 が 合 理 性 の 面 で も 空 間 表 現 の 商 で も 健 全 で 感 性 豊 か で あ ったにもかかわらず、その後批判

と攻撃の的となるに至ったのは、経済性追求の観点から合理性が芸術性を排除する風潮のはびこ ったこと

は別としても、 一 つ に は そ れ が 時 と し て 国 際主義 ・普 遍 主 義 に か た よ り す ぎ て 、 地 方 性 ・風 土 性 か ら 背 馳

した 抽 象化 に陥る傾向にあったためであろう 。そ こ で 近代 建 築 の 偉 業 を す こ や か に伸 ばすためには、ノル

ベ ル グ = シ ュ ル ツ の い う ゲ ニ ウ ス ・ロ キ ー ( 場 所 霊 ) す な わ ち そ れ ぞ れ の 土地 の も つ 風 土 的 ・文 化 的 な 基

本 性 格 に 根 ざ し た 建 築 を 造 り つ づ け る こ と で あ ろ う 。分 か り や す く い え ば 京 都 ら し さ 、大阪らしさ、等々

を継承発展させることである 。 京 都 ら し さ と は 決 し て 木 造 建 築 に も R C造建築にも 一様 に 瓦 屋 根 を の せ て

外 観 を 統一 す る こ と で は な い。 そ れ で は 京 都 ら し さ と は い った い 何 な の か。 また、福岡 らしさ、それは |噂

多 ら し さ と 背 反 す る か も し れ な い。そ の 場 所 の 基 本 性 格 を し っか り み つ め て 、 そ の 性 格 を 伸 ば す よ う な 建

築を建て、 町 をつくることが建築家の責務であろう 。文 化 的 ・芸 術 的 ・精 神 的 伝 統 に 根 ざ し つ つ 新 し い 時

代 に 向 か つて 建 築 芸 術 を 生 み だ し 、 人 間 都 市 を 形 成 し て ゆ く こ と が 求 め ら れ て い る 。 (M .M )

咲くやこの花館( I V )

l咲 く や こ の 花 館 の 高 山植 物室 で、キ パ ナ シ ャ ク ナ ゲ が 咲 い て い る 。この花を見ていると、私がず っ と以前

に、 北 海 道 の 大 雪山に 登 っ た 時、頂 上 付近 の お 花 畑 の 中で初 め て キ パ ナ シ ャ ク ナ ゲ に 出合 い 、 そ れ ま で の

疲 れ が ふ っ とぶほど感激 した こ と を 思 い 出し た。シ ャ ク ナ ゲ は 大 阪 近 郊 で も 大 台 ケ 原 山や 室 生 寺 な ど で も

見 る こ と が で き る が 、 花 の 色 は 、赤 や ピ ン ク 系 統 の も の が 殆 ん ど で 、 黄 色 の 花 の シ ャ ク ナ ゲ は 、 とりわけ

珍 し か ったのである 。 シ ャ ク ナ ゲ の仲 間は、九州|の屋久島から 北 海 道 ま で の 高 山 で、 また世界では、中国

の西南、四 川や チ ベ ッ ト、ネパール。 ヨーロ ッパ ア ル プ ス な ど の 高 山帯 に 分 布 し て い て 、 花 の 色 も 赤 、 ピ

ン ク、積、白 、黄 色 な ど さ ま ざ ま で あ る が 、 キ パ シ ャ ク ナ ゲ は 、 圏 内 では、 北海 道 及 び 本州、|中部 の 高 山帯

に分布している 。

咲 く や こ の 花 館 で は 、 圏 内外 の 原 種 や 園 芸 用 品の シ ャ ク ナ ゲ を 含 め 多 種 類 集 め 、 展 示 し て い る が 、 花 の

色、形、 l咲く 時期 な ど さ ま ざ ま で あ り、 来 館 の 際 に は い つ で も 数 種 類 の 花 を つ け て い る シ ャ ク ナ ゲ に 出会

うことができるでしょう 。 ( S . M)  

私 が建 築 創 りに考 えること (4 )人 と 組 織 の か か わ り 合 い

70年 万 博 の 折 り に 大 洋州 、東 南 ア ジ ア 諸 都 市 を 歴 訪 し た 。マニア郊外はヤシの樹、 パ パイヤ、 パ イナ ップ

ル が 同 居 し て い た。 こ う し て お く と 、 高 ・中 ・低 の 夫 々 に 光 や 雨 が う ま く そ そ が れ る し 風 通 し も 良 い。 隔

年 結 果 や 収 穫 期 の 不 測 の 事 態 も か わ さ れ る 。沖縄では一面ノ マイナ ップルか、砂糖きびであ った。作 業 が 大

型化、集約化 されるのだろう 、勿 論 、 夫 々 の 風 土 に 合 った も の だ。春 に な って果樹達も 一 段 と 活 発 な 活 動

にはい って 圏 全 体 が な ま め か し い。今 年 の 結 果 に 期 待 が か か る 。わが事務所も良い建築を: ( i i Jj るために、い

くつ か の 方 法 を 組 合 わ せ て い る 群 植 さ れ た ト ウ モ ロ コ シ の よ う な 、 組 織 の 情 報、知 識 を あ げ て 結 果 を さ ぐ

る、こ うす る と 常 識 的 に 欠 陥 の な い 、 ひ映っ しりと笑のつま った収穫を期待できる 。 しかし何となく風味に

と ほ し い 案 に と ど ま る き ら い が あ る 。接 木 の や り 方 も 妙 だ。最 初 の 担 当 者 か ら プ ロジェ クトの進捗状況に

あ わ せ て 次 々 に リ レ ー し て い く と 案 の プ ラ ッシュ ・ア ップつながる 。 良 い と 信 じ た 種 を た だー粒 大 事 に 育

てあげる 。つ ま り 所 長 が 具 体 的 な ス ケ y チ を わ た す。40年 の キ ャ リ ア を 若 い 所 員 の一 人一人に生きざまと

し て ど う 伝 え る か の 毎 日 に 夢 中 だ。建 物 種別 で は 手 が け て い な い 方 が 少 な く 、 ど の 種 も 人 間 に か か わ る 建

築 だ か ら 共 通 点 が あ る 。建 築 創 り は お も し ろ い。今 は プ ラ ム の 花 が 霞 の た な び く よ う に 美 し い。 山il . T )

写 真 家 の 慧 眼

2 月のある日、若者の休 日出勤 の 労 に む く い る つ い で に 見 学 を か ね て あ る 和 食 系 の 料 理 庖 に 夕 食 を と り に

出 か け た。 不 勉 強 で 雑 誌 に 最 近 改 装 さ れ た こ と が 出 て い る こ と を 知 ら な か った 秘 の 第一 印象は “ 改 装 前 の

イメー ジ とまるで違うこと、ずいぶ ん忠、いさ った 材 料 の 選 択 と 使 い 方 を し て い る こ と 及 び一般 客 は ど う 感

じるのだろうか " ということであ った。 新 し い こ こ ろ み に 気 は つ い た が そ れ 程 す ば ら し い と は 感 じ ず 先 ず

は 食べ る方に集中した。閉 庖前 で客も少〈、庖の人が個室 な ど も 案 内 し て く れ た 。E I <  i サービスの股がとど

きにくいプランである 。点 光 源 の 照 明 は 壌 が 目 立 つ。床 の 不 陸 で 家 具 の す わ り が 悪 い。テ ー ブ ル サ イ ズ が

小 さ く 料 理 が 並 べ に く い。洋個 室 は 音 の 反 響 が 大 き く 疲 れ る 。配 膳 ス ペ ー ス が 足 り な い。厨 房 床 は 水 洗 い

しにくい」など聞 かさ れ、 き し て 感 銘 を 受 け る こ と な く 帰 ってしま った。 後 日 雑 誌 を み て 設 計 者 の な 図 は

十 分 納 得出来 た が そ れ にもま して掲 載さ れ ている写真は 、設 計 者 の な 図 を 十 分 に 把握しあますところなく

表 現 し て お り、現 地 をみてき して 感 動 し な か った私に見方を教えてく れ るものであ った。あ ら た め て 写 其

家 の 感 受 性 と 表 現 力 に敬 意 を 表 す 次 第 で あ る 。 (M . K )
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特 集 スケール感

総 論 建 築 の ス ケ ー ル 感

セーム ・スケール図面集

高橋腐志

・住宅 北浦か はる

- 高層建築 ・塔 森田晴美、吉村英 祐

. 天井高 加 藤 力

・宗教建築 上杉秀隆

・広場 加藤晃規

・地下街 吉村英祐

・空港 ・都市 ・ニュー タウ ン ・人工島 田中直人

建築から都市空間まて¥私たちのまわりにはさまざまな 空間があります。

自然界が生みだす雄大で神秘的な空間もあれば、人聞の生みだす工学技術

に支えられた空間や芸術や文化の香りのする空間、そし て生前の IULあいを

感じさせる空間]等、古今東西各所に展開しています。

この空間に対する人間1の知党については、五感の機能の複合的作用として

それぞれに表現されるかもしれません。

私たちは、この空間に対する視知党におけるスケ ール感を一つのテー? と

して本特集を企画しました 。

視知党における スケール感について総合 的な見地より、現H寺点での研究アプ

ローチを ふ まえ て、高橋! 鴬志先生に 総論をお願いしました。

さらに特集のねらいをより具体的に、ビ ジュアルに表現するため、私たち

の知るさまざまな 空間の事例を同一スケールにおいて紹介することとしま

した 。

事例として掲げられたものは、住宅から各種の建築、そし て都市空間l を構

成する多様なレベルて' の施設やエリアにいたるまで多岐にわた っています。

それぞれの事例を何故取り上げたかについては、その領域を j El .当したメン

バーを 中心に、編集 スタンフ全貝のフ リーディスカ "/ ; / ョンによ っていま

す。

その成果物が見られた方にどんな、、スケール感H を与え 、何を 諮るのか 、

大いに気になる所ですが、さて如何でしょうか。

いずれにしても、スケ ールのルーツか らさまざ まな形 で存在する空間 を対

象にしたプレゼ ンテーションの中で* スケール感" とは何かを読者の皆様

と考えたいと思います。 ( 編集幹事 国中直人 )

本号特集編集幹事

上杉秀峰/ 加藤晃規/ Jm藤 力/ 北 浦かはる / I l l 中直人/ 森田附 ::1</ . ，'，村英村i
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建築のスケール感

高 橋 鷹

ス ケ ー ル 感 の 概念

実際の建物や室内、あるいはそれらの図面を見たときこのス

ケールは「小 さ過ぎる 」、「閉塞感がある 」、「おかしい」 と感じ

ることがある 。 これらはともに 「建築スケール感」に関するこ

とばであり、建築の専門家であるかか否かを問わず発せられる

ものである 。 そして、このような否定的な感覚が高じると、こ

の建物には 「居たたまれない」という全体的な判断につながる 。

このような状況は、ひろく人聞が環境のなかで行動し、体験

するという過程のーっとして捉えることができる 。 そして体験

することによ って、人々が生理的 ・心理的な種々の影響を受け

た結果、上記のような反応が生起するのである 。心理学的には、

体験というものを、認知 (知 党) 、感情 (情緒) 、評価 (価値)

の三つの要素に分けて考えることが多い。 ある対象に接する l時

に、寸法が小さいことを「認知IJ し、その小さきに息苦しいと

いう「感情」 を抱き、その結果からそのものがおかしいという

「評価」 を下すのである 。 日常的に考えるとこの三つの過程は

区別 されることなく瞬時に 把握され、それぞれの因果関係も必

ずしも明確でなく 、また常にその三つが意識されているもので

もない。

しかし、 「スケール感」とは対象の大きさの把握の正確さや、も

のに対する感性だけでなく、体験を成立させている 三要素の複

合した体系であることに注意しなければならない。 この認知は、

建築を 一方的に与えられる人々にと っても、それを創 っていく

建築家あるいは広〈環境づく りに参加 しようとする人々にと っ

て大切なことである 。このような立場から考えると、「建築のス
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ケール感」とは単に受け身の感情ではなく 、「スケー j レ」を手掛

かりにして建築を思考、操作、創造する能力を意味するのであ

る。環境の計画に関与する人々は、 「このスケールはおかしい」

という判断を 言 えるようになる必要がある 。

もちろん、この判断には個人、集団あるいは文化の間で差が

あろう 。 そのような差異を認めつつ、 「このスケールは在り得

る」、「こういうスケールもあ ったのか」という共感、納得を形

成していくこと、それが新しい環境の創造と体験を実現する道

なのである 。かつては、ある時代、場所に共有されたスケール

の体系は、ヴィトルヴ、ィウスをはじめとする西欧の建築理論、

建築書というかたちで成文化 されることもあ った。一方、手づ

くりの土着的な住居においては、口承や技能の伝承によ ってス

ケールの体系が保存され、建築の形態を律していたと考えられる。

このような時間をかけて共有化されてい ったスケールの体系

は一つの原型として、あるいは良い意味でのステレオタイプと

して、共感し得る「スケール感」をつくりだしてきた。 ある時

代、地域に共通して存在する音楽の諸調にも 11食えられるのもで

ある 。一定の建築様式、曲の施律は、懐かしく、安定した感覚

を与えてくれる 。 スケールということば自体にも、大きさの尺

度と同時に音階の意味があるのである 。 このようにスケールは、

成果品の一定の効果、評価 の裏付けを保障しつつ、建築や音楽

の設計の道具、方法としての役割を果たしてきたのである 。近

代建築理論においてもモテ ュール理論あるいはヒ ューマ ンスケ

ール理論として、材料、構法、施工などの諸技術の革新によ っ

て形態の自由性を手に入れた設計者の方法として模索、試行さ

れたことがあ った。 しかし昨今の価値感やものの考え方の変化

は、そのような方法を無力にしてしま った。



たとえば、どんな色の組合わせが可能なのだとい った、かつて

の色彩調和理論の否定にみられるよ 7 に、スケールの世界にお

いても、定立的規範を意識しつつもそれに捉れない自由な組合

わせが、新しい可能性を導くのだという考え方が横行している

ようにもみえる 。 しかし、大規模建築の色彩公害の例にみるよ

うに、万人に「スケールアウト」だと認識されるものも多いのも

事実である 。建築のスケールが建築家に共有された方法として

無力にな っている聞に、気づいてみると大規模建築が政庖しは

じめているようだ。

身 近 か な ス ケ ー ル 感

ここで改めて 「建築のスケール感」を成立さ せている原理に

立ち戻 って、人聞の体験、行動とより豊かに呼応する環境のあ

り方を考える i時期が来ているように思われる 。その意味で本特

集が組まれたことは今後の議論にとって重要な礎になるであろ

う。 ところで原理に立ち戻るといっても、どんな方策があるの

だろうか。学校のデザイン教育に残 っている、基礎造形的なス

ケール感の修錬も必要かもしれない。 しかし、スケールによ っ

て人間一環境系の相互作用としての行動 ・体験の質を高めるよ

うな建築を創 っていくには、感性以上のもの、たとえば思考の

メテe ィアとしての多面的役割をも った概念として認識する必要

がある 。

特に、スケールの人の体験への働きかけ、あるいは建築家の

思考の方法における意味を 重くみ ると、前述した認知、感情、

評価のうちで認知の役割を位置付け、それと他の二つのものと

の重層的な影響をどのように見ていくことが大切で' あると思わ

れる 。 そこで、いまだに「和室で、畳四枚半を敷いた部屋( 広

辞林) J 、「日本家屋で畳四枚半敷きの一間半四方の部屋( 広辞

苑 ) J などと辞書にも載 っている四畳半という物的環境、空間を

とり挙げて、それから連想される概念によ って建築のスケール

感を吟l床してみたい。

まず、辞書の定義にもあるように、スケールには 「畳四枚半」

という大きさの尺度との関連がある 。畳の大きさやプロポーシ

ョンが計測の単位 とな って、畳のある部屋に生活した体験のあ

る人々にと っては、その単位のことばを聞いただけで、笑在の

大きさを連想することができる 。 それは畳一枚分の大きさとそ

れの組合わせの大きさの両方であ って、実物のスケールの認知

とその大きさ、広きに対して、種々の感情、評価が一般概念と

して浮ぶのであ る。特定の実在四畳半に入 ったときには、それ

らの抽象概念としての尺度が実物のスケールの認知、感情、評

価によ って修正、再構成される 。狭い、広いとい った感覚は後

述するような要因から規定されるが、実在の空間ではそれが

種々に変容したスケール感として捉えられる 。

次に部屋の空間形態に関する 一連の知識が示される 。四畳半

の部屋は正方形であること、またその天井高についても、日本

家屋の場合には平面より小さい場合でも、幾度学的に完全立方

体に近似したプロポー ションをもって いると認知される 。井戸

の底にいるようなプロポー ションの空間は 四畳半のスケール感

の範ちゅうにはない。空間形態はそれをつく っている各構成材

の形態によってつくられ、それぞれ大きさ ・プロポーションを

備えている 。視認できる最小寸法の木の肌理、畳の目からはじ

まって柱の面、断面、柱聞などと一連の寸法のスケール体系に

する知識がある 。 これはすべて定量的に計測することは困難で

はあるが、木造家屋に固有な分布を示しており、空間規模の感

覚に影響する 。四畳半の一般概念のなかには、鉄筋コンクリー

ト柱というような断面寸法はなじまないのである 。

さらに、構成材の各材料の材質に関する 一連の知識が示され

る。 ステンレス、石積みの四畳半はスケールの体系を混乱させ

る。また部屋の開放性の程度、床、壁、天井、建具などの境界

のあり方にも、定型的イメ ージが形成さ れ、その構成の方法に

よって、物理的に同じ尺度をもっ空間でも、その広さの感情は

大きく変化する 。ガリレオの指摘にもあるとおり、自然物や人

工的な構築物は、それをつ くっている構造方法と材料、形、大

きさなどが互いに密接に 関連しており、各部分を勝手に決めら

れないのであ って、日本家屋の四畳半とい ったときも、そうし

た秩序が存在してお り、それに馴れ親しんだわれわれのスケー

ル感をつくりだしてきたのである 。

このように四畳半のスケール感はまず、 その幾何学的特性に

規定される 。次にそれを構成している物的要素、「もの」の見

え、いいかえれば相貌的特性によ って影響を受けていることが

わかる 。 きて、四畳半を人々が生活の場として使い、体験する

とき、そのスケール感 とはいかなる立ち現れをするのであろう

か。 四畳半あるいは茶室のような小さな部屋に入り、突 っ立 っ

たままでいると狭苦しさを感ずるが、畳の上に正座をするとそ

の狭きが気にならなくなるという経験をしたことのある人もい

るであろう 。

ホ間 合 い P の ス ケ ー ル

自分の体と周辺の物的要素との距離、間合いによ って空聞の

広さの感覚が規定されるのである 。 したが って、床、壁、天井
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によ って閉じられている部屋でも、それらの部屋の人の眼から

の距離が遠くなれば、各物的要素の影響が減少し、圧迫感が少

なくなり、開放的な感覚を味わうことができる 。一つには対象

と視点との距離が大きくなると、そのものの存在は見えてはい

るものの、その表面がぼけてくるために、視抵抗が減少するか

らである 。 また、視線の方向は顔の縦軸に垂直なので、側面の

壁や天井のように、斜めに視軸に対面している場合には距離の

効果が大である 。天井高が10cmも高くなると広さの感覚は大き

く変わるのである 。 しかし四畳半程度の木造の室内では、天井

面にある木目などもよく識別でき、手を延ばせは届くという絶

対寸法の小きさも相まって、周囲の物的要素との視覚的近接性

が保たれている 。小 さいけれども、床座位の生活にと ってはヒ

ューマ ンスケールを感じるものなのである 。

さらに、四畳半の広さは、そこに複数の人々が居るとき、そ

の相E 距離を決める 。直径三尺程度の卓被台の回りに座 った家

族の食事風景を懐かしく思い起こす人もいるであろう 。 四畳半

の対角線を長さ約 2 聞を上隈とした、人々の近接性は、そこで

の起居振舞や行動 内容を規定するの である 。 そこで四畳半趣味、

「待合わせなどの粋な小部屋で浅酌低唱する趣味( 広辞苑) J に

あるように、決して 「暴飲高唱」ではないのである 。絶対寸法

によ って規定されている空間に固まれることによ って、人とも

のあるいは人と 人の距離、間合いも規定される 。 そして、その

部屋の狭き、広さの感覚や行動内容への影響に対する共通イメ

ージを持つことができる 。

このように 、ある スケールをも った空間では、それに対する

心理的近接感、他人との距離のとり方や物の配置の方法などの

空間の使い方、感じ方は、スケールに対応して 「決ま って」く

るのである 。 この種の作法、規範、ルールは 、日常的に それを

使 っている当人達は意識していないことが多い。 しかし、異な

るルール、 例えば外国人の作法に 出会 って初めて気づかされる

ことも多いのである。こうしたかくれたルールに規定されたス

ケール感は、人々の生活に大変関わりの深いものであり、設計

者がより関心を持つべき領域である 。 この種のスケールはこと

ばを変えれば、「あき (空) J のスケール、「間合い」のスケール

である 。「空間」は「あきま」であり、 「空」も 「間」もあきを

意味することに注意されたい。

このように「四畳半」ということばや実在の部屋はわれわれ

にそれが持 っている「スケール」に関する諸側面 を明らかにし

てくれる 。 もちろん、日常的にはほとんど気付かれずに 、ある

いは瞬間にして認知され意識されることは少ないかもしれない

が、何れの要素も建築のスケール感を考える際、重要な示唆を
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与えてくれるものである 。地域、時代が変わ っても、そこで普

遍的にある空間のもつスケールの原型とは「四畳半」のような

ものではないかと推測される 。

ある対象に接してわれわれが受けとるスケール感とはこれま

で考察してきたように、目によって認知された対象の大小やプ

ロポーションだけではなく、人々の心の深層にある空間の原型

の体験に基づいた、対象の認知、感情、評価という 心的作用 の

重層 した結果である 。 またわれわれの認知する対象のスケール

とは 、単にものの「見えがかり」だけではなく、対象の幾何学

的性質、相貌的性質および間合的性質という 三つの属性をあわ

せもっていることを強調したい。室内であうと街の中であろう

と、あるいは彫刻を鑑賞しようとする時にも、この属性聞の複

合的働きによ って、スケール感が醸成されるのである 。

環 境 と ス ケ ー ル

ところで、わが国の都市を地上あるいは空中から見渡したり、

新しい建築を紹介する雑誌などを聞くとき、そこにはあらゆる

種類のスケールのものがひしめきあ っていて、あたかもこれま

で述べてきたようなスケール受容の心的分析を噸笑うかのごと

く様相を 呈 している 。時間とともにつくられてきた原型的空間

から解き放たれた建築において、人間一環境系としてのどのよ

うな最適な関係を目指し、それがどのようなスケールを実現し

ていくのだろうか。原、型からはずれた建築物の出現によって、

特にそれが巨大で、あるとき、あるいは狭小であるとき、人々の

抵抗が呼び起きれ、スケールの力というものを意識せざるを得

なくなる 。1950年代、ブルーメンフェルトのヒ ューマンスケー

ル論においても、大規模建築あるいは自動車というスーパーヒ

ューマンスケールによる都市の侵食への苛立ちが基調とな って

いた。

住民、行政、開発者、建築家たちがそれぞれの立場に則り、

各種各様の建築をつく っている世界において、人間一環境系の

適切な関係を目指すとき、個々の建築のスケールの決定にあた

って、その目標、手段、価値をどう設定するのかという難問に

直面している 。環境心理学では環境を 、物理的環境、対人的環

境、社会文化的環境という 三つの側面から考える必要のあるこ

とを指摘している 。物理的側面とは自然や構築物、対人的側面

とは他 の人々との関係、社会文化的側面とはしきたり、ルール、

規範などを表すものである 。建築のスケールは極〈単純に捉え

ると上記の物理的環境を構成する 一つの属性にすぎない。 しか

し、これまでみてきたように、スケールをその幾何学的性質、



相貌的性質、間合的性質とい う観点にまで拡張してみると 、ス

ケールによ って対人的、あるいは社会文化的側面までが直接、

間接的に規定されるのである 。 そして三つの異なった環境のな

かで、人々の体験を豊かな、快適なものにするよう、目標、手

段、価値というものを定め、建築の スケールがその体系のなか

で来たすべき役割を考える必要がある 。

まず目標に関しては、人々の環境世界に対する 価値と深〈関

わる問題ではあるが、それぞれの身体一生物的、 心理的な状況、

あるいは対人関係において最適な、快適な状態を達成するため

に、スケールの操作がどのよっな役割が担えるかを考えること

が大切である 。個人の身体、生理的快適感を求めると、対人的

文脈における適正状態が損なわれることがある 。 スケールの決

定に関与する人々のあいだでの共通のことば、あるいは尺度を

見い出すことなしに、目標を定め、それを議論することは困難

である 。畳という共通の尺度が使えなくなったり、地下街のよ

うに、その発生当初から尺度がないような対象に、は っき りと

した目標をたてることを求められているのである 。

今日 、われわれは物的環境をつくるためのかつてない数多く

の手段を手にしている 。建築コストに余裕がでてくると、相貌

的にはまったく体験したことのないスケール感覚をも った建物

が可能となるのである 。 また、建物の高層化によって、これま

でなか った視点が生まれてきている 。生活を見下される、見上

げると天井面がカーテ ンウオール越しに 目に入 ってくる、空中

で相隣間で異常な間合いが発生することなど、いままで思いも

よらなか った見る、見られるという関係が生じてきている 。 こ

のような新しい視軸に対応したスケールの発見も必要になる 。

新しい相貌をつくりだしてはいるものの、未だにみられる諸外

国の模倣からいかに自立したものがつくれるかという課題を抱

えている 。 ここでも単に見えがかりのスケールの追求ではなく、

っく りだす環境と人間行動との多面的関係の達成が目標なので

ある 。体験したことのないスケールを持 った空間から触発され

て、新しい空間の使い方を発見するという環境と行動との間に

相互浸透的関係に着目すべきである。

ス ケ ー ル の 価 値

建築のスケール、スケールと人間との呼応関係、そこにはど

のような価値が認められるのだろうか。 この問題に関してより

広〈、環境一人間関係における相E の役割、価値について、環

境心理学者のストコルズは三つの見解を示している 。 それは、

最小関与主義 (mi ni mal ) 、道具主義 (inst r ument al) 、および精

神主 義 (spiritual) である。最小関与主義の考え方は、人間と環

境とが安定した、原型的な物理的環境を介在として共存してい

た時代では、その物理的環境はそれを使う人に対して特定の目

標、行動を強要することなく、いわば着古した衣服のような存

在であるとするものである 。「四畳半」のようなわれわれが馴れ

親しんだスケー ルの体系はまさにそのようなものであろう 。道

具主義的見解は、物理的環境のカをより重〈見て 、それを個人

の生産性や組織の効率を促進する道具であるとする立場である 。

スケールとの関連でいえば、人々がより快適に感ずる室内や建

築ファサードは、それらの物理的属性とどのような因果関係を

もつかを、実験的手法によって解明するような研究に相当する 。

この種の研究によ って、建築のスケールにおいて、人間を過度

に規制したり、抑圧するような条件を取り除いていくという効

果は認められる 。 しかし、それによ ってスケールにおける新し

い価値が発見できるかとなるとやや限界が生ずる 。

そうした道具的な見方とは対照的に、精神主義の考え方が芽

生えてきている 。物理的環境を道具としてではなく、物理的環

境自身が価値を内包し、生成する文脈そのものと見倣すという

ものである 。 この考えの根底には自然と人間との調和というこ

とがあるように思われる 。建築のスケールに 則 していうならば、

建築を構成している部分、建築がっくりだす都市などそれぞれ

の物理的環境には独自の役割を与えられ、そのスケールに応じ

て撮舞うという、都市、建築の演劇的解釈に近いものであろう 。

話はとぶが、パラディオのテアト ロオリンピコの空間に入ると、

そこの様々な物理的環境は 、観客がいなくとも、あるいはドラ

マが開始されなくとも、それ自身が役割を与える「もの」のド

ラマを演じているとさえいえる光景が展開しているのだ。すべ

てがドラマというスケールで調律されているかのようである 。

物理的環境の個性、文脈に価値を見い出すこと、それ自体の

考え方に教えられるということは多い。しかし、物理的環境の

建設のピッチが加速化 している現在にあっては、ものそのもの

のスケールを設計に関与する人々が、 何かの目標、手段、 価値

によ って決定しなければならないのである 。そこでは、新しい

技術を駆使した新奇性のみが唯一の決定根拠であ ってはならな

いだ ろう。各個の建築がいかに性ある相貌を与えられたとして

も、出来上がってくる衝が豊かなドラマを演ずることを保証は

しないのである 。

巨体化 した全体の規模のなかで、狭ノl、』こ分節された単位の部

分がひしめきあっている現代都市において、人間一環境系の多

面的な、豊かな関係をつくるためのことばとしてのスケールを

見い出す必要がある。 ( たかはしたかし東京大学教授)
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前庭

ヤオ族の民家( タイ北部)

連続住宅 セテニール( スペ イン )
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森閑H青美 ( 鹿島建設大阪支応設計部次長 )

手7村英祐 ( 大阪大学工学部建築工学科助手)
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fT3/B  
住吉の長屋

設計 安 疎 忠 雄 1976年

( 大阪)

企
今西家住宅

1650年( 奈良 )

JJU!I!長 カ( 京郎工芸繊維大学工芸学部造形工学科助教俊
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宗教建築 1  :  2000 

パルテノン神殿
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コ ミュニティ ー教 会

パ リ大聖堂

程調ｾマ

平等院鳳風堂

東大寺金堂

東京カテドラ J レ

聖マリア大聖堂
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回中直 人(神戸市開発局計画課主査 )
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床を科学する

より良い快適さを求めて

F L O O R  fNNOV A Tf ON  

Mi t subi shト8ur l i ngt on

CAPET I L E  
|  力ペタイル |  

CAPE T I L E ( カペタイル) は床とのフィッ卜感にあふれる P V C

( 塩化 ヒ' 二一 j レ) 特殊 パッキングによる ，全く新しいタイ プの

50cm X 50cmサイズの力一 ぺ、ン卜タイルです。

大 阪 支 后 干530 大阪市北区中之島2丁目 3-18(新朝 日ピル8F)

T EL.( 06)202- 4091附

名古屋営業所 干450 名古屋市中村区名駅2丁目 45- 7(松岡ビル IIF )

T E L.( 052)583- 740 1  

福 岡 営 業 所 干810 福岡市中央区天神2- 12-1 ( 天神ビル6F 三菱レイヨン側 内)

T E L.( 092)731- 5567 

62 <! l ¥と社会/ 1蜘 司 4I1 '} 

“ ゆとり、そしてくつろぎ一一一ー。

生活の基本は快適きです。

オフィス、 学 校、家庭など、

暮ら しを、より豊 かに 演 出する

三 菱パーリントンのタイルカーペット

洗練された生活空間を創造します。

=-・. 1・I・1・・・・・
・・・ ｭ ・ ＧＱＧ ｴ ＡＮ ，Ｎ 【 ・ ｬ ｾ｟

λ 三菱パーリンル株式会社

本 社 〒103 東京都中央区日本橋浜町 2 丁目 62番 6 号

( 品川不動産浜町 ビル 9 F)  

TEL.  (03)662- 5631 ( 代)



まぶしく締〈太陽、雄大に流れる雲 、そして風にそよくー木々 ・・ ー" 。

移ろい行〈周囲の光景を美しく肌に取り込んで‘ 、 ヒツレは21ilt 紀

の自然美 を生み出し始めました。そして今、そのカ。ラスの壁は

光の新色と出会おうとしているのです。ニューヨーク、ダラス、

ヒューストン、ロサンゼ、ノレス・・ とアメリカを中心に急速に発展を

絞けるカヲス者11市。その美学 と機能を日 :本ても実現しようと開

発された日本板硝子の高性能 熱線反射カヲス REF SHI NE

( レフシャイン) に、 コやーノレド系を始めとする11色 が新 登 場。従 来

のものと合わせて18ものカラーノザエーションが揃い、 建築家の

梢〈イメージをより豊かに表現できるようになりました。ノ、イテク時

代をリードする画期的な技術、大型スノ f ッタリンクず法 が 均 質 で

耐久性に優れた コーティングを実現。色t ミラー効果による美 し

さだけでなく、内部から見え外から見えないプライバシー性ぞ誇

り、光の透過と反射の絶妙なバランスが快適な生活空間を作

り出す。しかも太陽熱の遮蔽性能を高めて、冷 ・暖房負術を大

幅に減少させる・・・。その優れた特性でまさに新建築時代の主

役を担うこの素材は、新色を得てよりいっそう輝き始めるので、す。

REf5HlnE 
ガラスの向うに、明日が:見える①日窓板硝予

- お問 い合わせ

札幌支底 ( 011) 241- 7171 仙台支底 ( 022) 225- 7821 関東支底 (03) 573- 0153

東京支庖 ( 03) 573- 0132 名古屋支庖 ( 052) 562- 5455 大阪支庖 ( 06) 222- 7534

広島支底 ( 082) 263- 3571 福岡支底 ( 092) 451・5592 高松世轟所 ( 0878) 51- 7571



J EきE
AS AHI  GL A S S  C OMP A NY  

電磁シールドと透視性にすぐれたインテリジ‘ェント力、ラス

私たちのまわりは、情報化時代の進展にともない、政送 ・通信用電波を始め、コンビュー

タなどのO A機器などから発せられる多くの屯飽波であ弓、れています。これらの屯磁波は、

私たちの生活を支える一方で、他の電子機器の誤動作を招くなどの悪影訟を起こしてい

ます。また電磁波の漏洩も、機密保持の上で重要な問題になっています。これまで電磁

波を遮蔽するには、透視性や採光性を犠牲にしなければなりませんでした。このたび旭

硝子が開発した電磁遮蔽ガラス「デンジカット」は、電飽; 皮を遮厳しながら、普通のオフィ

スと同等の快適性と透視性を保侍することを可能にしました。M! 1 i 肖子の「デンジカット J

は、これからのインテリジェントピJ レにふさわしい、確かな性能と快適性をお約束します。

，三。
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• 置雪 烹震軍司君E 軍軍目

PRヨc ［Ｚｾ 建材シ万ム

p，qsc Ｗｾ Ｚ￯刀ＺＡｊ ｲ
旭硝子株n会社

本 社 干 l ∞ 東 京 都 千 代 国 区 九 の 円2 1  2 (千 代 田 ヒ ル ) 支 1苫 札 幌窓 口11  ( 212)  3886 ・仙 台宮 022 (225)  7305 ・東京 宮 03 (283)  9426 

関 東n 03 ( 283)  9354 ・名 古 屋宮 052 ( 58312854 ・大 阪官 06 ( 373) 5870 ・広 島台 082 ( 248) 3737 ・偏 向台 凹 2 (44 1) 41 23
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官弓7"-11

物件名/ KM2 1大阪ピル

(帽件明在地

大島市中央区岡本剛丁目卜即

位 計/ 側入江三宅位計事務所

施 工/ 側竹中工務庖

外 壁/ セラフォーム

ガラス/ スカイクール

スカイク- J ν

ピノレにも個性化が求められてL、ま九九さまざまにデザインされたフオノレムからぞまれるスケーノレ! ぷや存在感。乱雑な都市環境

のなかで、個性を主 張するヒツレがつぎつぎと誕生して t ' ; I : 丸ここに紹介するKM21大阪ピノレには、外装としてセラフォーム、

窓ガラスにスカイクールが採用されました。セラフォームは、デサ4イン性、耐久性、断熱性、さらに軽量なEこれまでのill 材

にない優れた特長をもっガラス Ｑ ＱＺ発泡セラミック建材です 。 スカイクールは、ｦｯＧｾ凶の ｪ 風景割 ｬ 央し込むミラー効果と優れた ＱＱ 射

遮蔽性能をもっ高性能熱線反射ガラス。セラフォームとスカイクーノ%アーバンスペースに、 より個性的なデザインのピノレを

つくりfごす、ハイテックなイメー ジのマテリアルて、す。

ア

ー

し

ハ

ン

ス

。

今

l

ス
に
、

日画セントラル械f -

本 社 干101 東京都千代田区神田錦町3-1-1 興和一橋ピル

TEL (03)259・1111附

大匝宝庫 干530 大阪市北区曽根崎2-5・10 梅田三井ビル

花L (06)315-1521開
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近代建築の未来を意匠性で創造するホーロー壁装材

車窓
c・

. 特 長

① 意匠 '1全 ・耐 候 性 ・耐 熱 性 に す ぐ

れ て い ま す

② 豊 富 な 美 し い 色 調 で す

③ 形 状 は 自 由 な 設 計 が で き ま す

④ 施 工 が 簡 単 で す

⑤ 改 修 工 事 の 用 途 に も 最 適 で す

l 7自 国 ホ 一 口 一 建 材，I y' 7; rール l

ＮＧＱ拘号 ｘ Ｇｉン Ｇｉ［Ｂｾ 鯨式舎位

本 社 大 阪 市 城 東 区 鴫 野 東 | 丁 目 2番 1号

建材営業部 f t 06( 962) 1505( 直)

ヌレムラを完全

素材の質感を活かした生地仕上げ

ｓｅｆ システム ｉｾ アクリルシリコン樹脂系仕上げとフッ素樹脂系仕上げの ｅ タイプからなりま主

SEF システムは浸透性防水剤、 塗1英形防水材と高耐久性樹 ijfj を組 み合 わせるこ

とにより、各々 の特長がキ11乗効果を発foli. 。在来[ i口とでは不 可能だったヌレ ・ムラを|坊 l上し

ます 。 しＺかも打放しコンクリート の 素材を活かした ｲｾ ，'J 耐 久刊 fi : 1 げシステムです。

. ヌレ・ムラが全くありません. 高耐久性 工程の概要

弾性樹脂仕上げ. 弾性塗膜のため下

地クラックに追従. 完全な中性化防止機 r' ' O.1 ド・、1 . -H1 1ｾ ａ シ ーラ

能. 透明仕上げによる意匠性の確保・ )tlnl ぽ: 1J . 村L ... → ｾｙ ＭＷＰＹ Ｐ＠

クリアー・艶消しの選択可能. 工フロ・

さぴ・汚れの完全除去 (P A T. P.) 

責任施工で年限保証付

ｎ ｙＭＹ ＰＹ Ｐ 豆 ｉｾ NY-8090 

(Li説話':;(1) (弘& 仕上付)

A 柑買雰芯省 ，

・ ｢ 当 ｾ高耐久性打放しコンクリート仕上げ

図二! ? 工吉田緒式会信
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平 成 元 年 度 ・ 第 3 回 若 い 会員の集 い

生態計画から見た

大阪府下の住宅開発

一 一 一 エ コ ロ ジ カ ル ア ー バ ン プ ラ ン ニ ン グ一一一

レポート

少し前なら「変な外人」と 言われそうなくらい

日本語が上手で、教革離をと っておられる大学の講

義では、学生も知らないような難しい漢字を県板

に岱き、シーズ ンによ って顎髭があ ったり無か っ

たり、そんな米国出身の大阪芸術大学環境計同学

科 教 授 ハ ー ビ ィ ・シ ャ ピ 一 口 氏 (Harvey A  

Shapiro) を講師に迎え、 2 月24 日 (土) の午後、

日本建築協会のラウ ンジで諮級会が開かれた。32

名の出席を得て、会場はほぼい っぱいにな った。

地球レベルの環境破峻が問題とな っている今日、

われわれは人間生活と自然環境の根本的見直しを

迫られているように思われる 。 自然界に存在する

全ての物の生態系を把握 ・尊重し、その中で、人

/111の活動を位置づけようとする観点に立 って都市

を見直した時、そこに何らかの解決策を見出し得

るかもしれない、ということでこの講演会が企画

された。

今回は、講師の他に数名のゲストに出席を願 っ

た。開発の許可を出す行政、建築の設計、地域計

画、環境計画、宅地開発等それぞれの立場からの

コメ ン トをしていた fごいた。

基樹講演では、まず 「エコロジー」とは何かとい

う話から始められた。この言葉は約120年前にドイ

ツで生まれ、生物と周辺の環境との関係を調べる

学問であ った。その対象となるものは、太陽、地

質、地形、水、動植物、気象、土袋、土地利用 (人

! 日] ) の大きく 8 つに分けることができ、それぞれ

が密接に繋がって一つのシステムを作り、作用し

ている 。そして、この生態系のシステムは非常に

動的であり、小さな繋がりから大きな繋がりがあ

って全体 を組織している 。地球全体が生きている

一つのシステムであるため、宇宙船地球号式f イヤ

という考えもなされている 。

次に、シャピ一口氏がr. m4おしたイア ン・L ・マ ッ

クハーグ (McHarge) 時士の提H品する、「デザイン

ウィズ ネイチャー」の紹介があ った。 この言葉

は「自然には計画が内在している」、「自然に従い、

計画及びデザイ ンとして自然に適応する」と 言い

換える事が出来る 。 それぞれの地域ですべ きこと、

すべきでないことを自然から学び、発見し、我々

のニーズを向然のニーズに合わせようとすること、

押し付けるのではなく合わせようとすることであ

る。 この立場に立 って環境評価することがエコロ

ジカル ・プラ ンニングであり、 一般の環境評価が

人聞を優先するのに対して、ここでは向然を優先

する所に特徴がある 。

最後に具体例として、シャピ一口氏が環境アセ

スメントをされた大阪府の三 日市町の紹介が、開

発前と現況のスライドを交えてなされた。 まず収

集されたデータを基に、標高図、傾斜図、土壌分

類図、文化財分布図、 I也渓危険地域図、景観許容

図等十数枚が作成され、それに基づき原案の適性

評価がなされた。 ここではまず環境の仕組みを採

り、何処 をどのように 開発すると環境が守られる

かを段階的に従案された。 その結果、開発予定地

の約2. 7%のみが最適とされた。しかし、その報告

は無視されたかのように、現状のような危険性を

含んだ大規模な開発がなされてしま った。

基調講演の後、 5 人のゲストとシャピ一口氏より

コメントがなされた。以下その一部を紹介しよう 。

. 環境評価をどのように評価するかというルール

作りが必要ではないか。

・日本では、環境保全と開発は水と llDのように思

われているが、はたして環境破駿なくして開発す

ることはできないのだろうか。

・日本は災害大国であり、あらゆる秘類の災害が

あるにも係わらず、破壊が平気で進められている

のは、環境に附する理解・意識が乏しいからでは

ないだろうか。

- 自然に合 った開発は、長い目で見ると経済的な

のである 。それは、 一度災害が起きてしまうと大

金が必要となるからである。 これは、開発する 側

と住む1 l 1l 1とでその経済性に差があるところに問題

カずある 。

・日本では、環岐に関する法律の整備が遅れてお

り、環筑に関する研究費も少なすぎる 。他国に取

り残されない機に。

- 環境に |刻する関心、意識、知識を持 った若い 人

から、社会を動かしてゆかなくてはいけないでは

ないだろうか。

最後に 4 月22 日の 「世界アースデー」の紹介が

シャピ一 口氏よりなされ、個人で出来ることも沢

山あるので、例えば割り箸を使わない、専を使わ

ない等、その日 一 日ても努力して下さいという訴

えがなされ、 41時30分、会が閉じられた。

( 杉本真一/ 大阪芸術大学建築学科)

日 時 平 成 2 年 2 月24日出 14 : 00→ 16 ・30

会 繍 日本建築協会 ・ラウンジ

lIt 師 ハー ピィ ・シャ ピ一口氏(大阪芸術大学教授)

ゲスト 近 野 正 男氏( 大阪府)

下休場千秋氏( 大阪芸術大学)

手島 広行氏 (住宅・ 都市整備公団)

施肥 真氏( 日 建設計)

山口 隆史氏 ( へッズ)

内容基飼l I t 潰 (50分)、 パネルデ ィスカ ッション(6日分)

質疑応答 (30分)

参加者 32名

建築と社会/ 19鈎 年 4 月号 6 7  
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超々高層建築構造を

展望する

久 徳 敏 治

完成予惣写真・・・外観・. .

完成予想写真・・・内観・. .

CGによるイメージ写真

68 建築と社会/ 1990判 月 号

はじめに

1羊の東西を問わず天国指向は人の本性なのか、

はたまた技制百とはいつも挑 ｬ ｪ 伐の ｾｲ をはらむものな

のか。最近の建築界は巨大化、高層化の波にのる 。

その上、土地問題という社会的要請に裏利ちされ

て、超々高層建築 ・縦型者11市構想、が登場してきて

いる 。

建築技術は戦後の高度成長期を経て、高精度の

設計技術、新材料の供給、周辺技術の整備により、

超高層建築時代へとステ ップ ・アップした。 しか

し、技術レベルの向上にかまくれている問に、社

会環境は人、物、金、情報の過度の集中をもたら

し、結果として地価の高騰、取得難など生活環境

の悪化が顕在化してきた。 これに対して、より 12

かな生活環境を模索し、都市開発の一環として、

あるときはウォーターフロント開発や人工島建設

に、またあるときは地下空間利用と、諸々の対策

がなされている 。 ここで登場している超々高層建

築・縦型都市|井l発もこのような背景に位世づけら

れる 。本新は主にその技術面に限定して論を進め

る。

一つの' 祈新なフーロジェクトへの挑戦には、それ

までの技術の延長線上では対応できない、解決さ

れない問題点が山積する 。 そもそも近代高層建築

はも っともシ ンプルなラ メン構造を母体として

出発し、耐民壁 ・プレースを付加し、さらにチ ュ

ーブ ・トラス椛造へと高層化を歩んできた。 さら

に、その地平線上に超々高層建築の可能性も見え

てきた。技術のプレイク ・スルーにはもちろん新

たな問題が提起される 。 それは新しい形態の構造

や働〈荷重の策定、新材料の開発や新たな設計シ

ステムの導入などを待って笑現を見る 。 そもそも

日本における設計法は建物の高きが150- 200mに

対しては耐震設計が主眼となり、 200- 50 0 m程度

て、は主に風荷重によって断面が支配される 。 しか

し、 500m以上の建物ともなると、その建物を機能

的、経済的に建ておおせるには、構造計画に抜本

的な見直し、新たな発想、の転換が強いられ、メ tf .

ストラクチャーが登場する 。 また何らかのシステ

ム、特に制振装置の導入が必須となり、その上、

常H寺、荷重に対する慎重な配慮が求められる 。

提案モデルの試設計

このような背景をもとに、 一つの例題を通じて、

超々高層建築の構造技術上の直面する問題点を 州

HJ して見ょう 。

H乍年提案された縦型都市 「スカイ ・シティ 1000J

をえ11上にのせる 。図- 1 はその断面概念を示す。

また 図- 2 は構造骨組の全容を、 図 - 3 は構造詳

細を示すが、この構造形態を 「多角錐シェル構造」

と私している 。 この建物は高さ 1000m、最上階外

径 160mの六角形、最下階外径400mの12面体の平

而をもち、 14階の空中台地を 14層積み重ねた 196

階建ての都市を形成している 。構造解析はもちろ

んコンビュータを駆使して行われているが、その

構造解析モデルを 図一 4に示す。一次周期j は10秒

台に迫る (一次周期8.55sec) 構造物となる 。地上

総重量は約400万トン、会重量は約6007J トンを越

え、この重量を底面積約11万m'で出l り込むと約60

l OOOm 

6 0 m 図一 1

断面概念図

400m 



t  1m'、また地上部分は600kgl げとなる 。設計荷重

はもちろん風荷重が支配的となり、ベースシャー

係数は0.0174、地震l侍の0.01を凌駕する 。その結

果、断面はメガ ・ストラクチャー l 階の12本の柱

は60mx  15m、板厚10cmと過大な断前とな り、柱

は約120 t  1mと揚霊能力をはるかに総える 。最上

階の変形は、風荷重に対して約90cmとなる 。 ちな

みに I也謀時は約80cmとなる 。鉄骨・髭はメガ ス ト

ラクチャーの主材で、 150kg/ m' と意外に少ない。

提 起 さ れ る 問 題 点 と 今 後 の 課 題

( i ) 設計荷重、解析モデル並びに安全性の評価

300mクラスの超高層建築では、その断面や安全

性の検討は主に 地震荷重によるところが大きい。

また、多くの笑施例やE主宰ーなどの経験から、一応

の耐長安全性の基準が定着している 。 しかし、風

荷重、それも超々高層建築を対象としての設定は、

その笑測記録に乏しい。 また建物の規模からして、

より高い安全率の導入という高度な技術的判断も

含めて、模索に頼らざるを得ない問題を抱えてい

る。試設計の庫L荷重は現行の} ! Mi j 重指針をもとに 、

多少の工学的判 断を付加 して定めているが、 地震

荷量とバランスのとれた設計スタートになってい

るかどうかは疑問の余地 を残している 。高層にな

るほど風の乱れが安定してくることは予測される

が、その平均最大風速を超過確率的に考え 、100年

再現期待値に対しては弾性設計を 、500年程度の再

現期待値には弾塑性設計をと考えられる 。 しかし 、

地袋と風荷量はその荷重の性質が本質的に異なり 、

地1M応答解析におけると同じモデルを 用いる こと

は多少奥裁があり、またその耐風設計基準にして

も同レベルでは取り扱われない。

(  ii  ) 変形・娠動( 居住性) に対する対応

試設計ーから分かるように、ｽｩｊｩｾ荷重の発言権は大

きく、それも応力度でなく変形 ・振!fI) Jが断面決定

の大きな要因を占める 。諸説はあるが、一般に超

高層建築程度までは風荷重に対する建物剛性とそ

の変形量を 1/400 とも 1/500 とも 言われる範凶に

止める剛性が必要とされると 言われてきた。その

上、常時の府住性の観点からはその発生する最大

力[J 速度を 3 - 5 ガルに抑 えることも推奨されてい

る。 この提案モデルに発生する変形角は 90cml

100000cm、約 111000 と極めて小 さい。これは裾広

が りの努j 栄に大いによって おり、 架梢の形態によ

っては変形制御のために大量の鋼材を投入せざる

を得ない事態も十分に予怨される 。 また居住快適

性確保のためには、当世はや りの制振機械の導入

は避けられない。ハイテク技術は近年めざましい

発展をとげているが、その技術を積極的に応用し、

建物の変形 ・振動を抑制 しようとすることが、超

々高層建築の実現のための構造技術上の最大の眼

目となろう 。

(iii) 高張力鋼とその溶接

提案モデルの最大断而は l 階 12本の柱で60mx  

15m、最大板!亨は 10cm(SM60材クラス)。 厚さこ

そ10cmと薄いが、柱の最大せいは60mと土木、造

船並みになる 。60mもの長きになると板つぎが当

然必要。 またボ ックス組み立てにも厚板の彪大な

i容接量を必要とする 。 このような大量の溶接とも

なると、余熱f置の増加による2 次拘束応力の発生、

揺れ幅の

大きさ

い一一一一→{

図- 3 構造部分詳細

図- 2 構造骨組の全容 図- 4 構造解析モデル

彪大な溶接置に対する l時間的制約など、溶接技術

上でクリアーしなければならない課題が設計技術

者側から見ても 山積している 。

ところで、このような大きい断聞を避けるため

に、超高張力鋼の開発も目下践んである 。 しかし、

超々高層建築の設計要因は変形制御であり、建物

に必要な剛性を賦与することが第一義となる 。 こ

の点からすれば、逆に、 一般椛造用鋼材 (仔IJ えば

SM41材クラス) て鋼材を手当てし、断面の大きく

なる不便は経済性の観点からある程度は許容して

もよいのではなかろうか。 さらに、技制可者1J11Jから

の願望を 言わせていただければ、超々高層建築斥l

の鋼材としては高弾性定数をもっ超高張力鋼を、

言い換 えれば、 強度に つ り合う 1単位定数 をもっ鋼

材を望みたい。

( i v) 鉄骨架構と施工性

さて建物が設計し得たとしても 、どのようにし

て組み立てていくかの新たな壁にぶつかる 。仔IJ え

ば提案モデル I 節目mの往重量は 1本約6500 トン。

分割を前提にしてもその力n工に応じる工作H寺の揚

重施設と溶接設備を必婆とすることは当然、音11材

のサイトへの運搬、建方などの点に、今までには

予 iJIII もし なかった難題がはばか っている 。加工 、

運搬、建方の方法を根底から考え直す必要に辿ら

れることは必然である 。

(  v  ) その他の技術的問題点

傾斜をもっ主柱には、相当の引抜カが働〈 。 そ

れも考慮. して一般の高層建築では、建物の安定を

維持するため、建物の高さに応じた根入れが求め

られる 。 とくに超高層建築ではその値が建物 高さ

の10% とも 8 %とも 言われている 。たとえ 5 %と

低〈見積も っても 、綴入れ深さが50 mとなる 。 も

っともこの種の超々高層建築では、その去財英に応

じて居住する人数も多く、それ相応の機械室なり、

駐車スペースが必要で、地下空間は機能的にも必

要となる 。 また広い底荷積に割り込んだ上総荷量

は接地圧にして60 t  1m' と比較的小 さいが、常に

かかり続ける荷重に対して、物が大きいだけに十

分な安全率の導入が必要となろう 。

おわりに

超々高層建築の可能性と問題点について多くの

角度、特に技術的な面より検討してきた。構造形

態、構造設計技術、構成材料、鉄骨加工と建方、

地下階精築と基礎 ・1也業と、その守備範囲は広い。

総じての結論としては、未知 lの項 目、困難な 問題

を抱えてはいるが、こと技術面からの解決の可能

性に は楽観的である 。 もっともこの結論は、その

時代の社会的環境、経済的能力、 技術のレベルに

よって 時々刻々変容することが前提であり、また

その笑現には多くの有識者や一般の人々のコンセ

ンサスに負うところも大きいとも考えている 。

参考文献

・ " 縦型都市精氾r

グループV 1000縦、海文;主tH版、平成 l 年 7 月

・ “超々高層建築と鉄骨締造"

久徳敏治、 j容按学会E志、昭和62年 12月

( ひきとく としはる

株式会社竹中:r.J1，1苫大阪本庖設計部専門役〈精進担当 〉
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アクティブフィルタと

その応用

小 林 義 幸

まえがき

主主ー近の半導体応用機器の著しい持及に伴い、電

源系統における高調波の増加やカ率の低下等の問

題がクローズア ップされてきている 。従来から問

調波フィルタとしては、 一般に L - Cの共振特性

を利用したパッシプフィルタ( 交流フィルタ) が適

用されていたが、 パ y シプフィルタはその原理上、

電線、インピーダンスや負荷の条例ニに大きく左右さ

れるため、これらの条件が変化する場合には向調

波l吸収効果を十分発櫛できないという問題を抱え

ている 。 また、同一配電系統に接続されている外

(a)  

(b)  

(c )  

(d)  

補償対象負荷

図- 1 アクティブフィルタの接続方式

"  

ｫ 「 ｩｌ ィパパｾｴ｜
1 '¥，1 ｖｖ 日ｾ ¥ 

ｼパ Ｂ ｾｾＱＧＭＱ［Ｑ
Ｇ門ｾＢｊ V V  

/ ¥ 

¥ J  

図- 2 動作波形

インパタ電圧 源電圧

E， E話

図- 4 等価回路

70 建築と社会/ 凶90年 4 月号

部の高調波発生源からの高調波 i [ mしがノ マγ シプフ

ィルタに流入し、パッシプフィルタが過負荷にな

るという場合も少なくない。

このような問題点を解消した新しい高調波対策

綴器として、最近ではアクティプフィルタが積極

的に適用されるようにな ってきている 。アクティ

プフィルタはその名の示すように、高調波電流を

インバータを用いて能動的に補償する方式であり 、

上述のノマ ーy シプフィルタと異なり、回路の共振特

性を利用していないので、電源条件や負荷条件の

影響を受けず、これらの条件が絶えず変化するよ

うな電源、系統においても安定した高調波吸収効果

を発探することができる 。 また、アクティプフィ

ルタは単に高調波吸収用だけでなく、無効電力補

償装置としても同時に機能させることができるの

で、カ率の改普や屯圧変動抑制などの効果も出す

ことができ、多機能な宇il i償装置としての活用が期

待できる 。

ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ の 基 本 動 作

図一 1にアクティプフィルタを接続した回路図

を示す。 アクティプフィルタは補償対象負荷と並

列に接続され、: f ' l 荷電流h に含まれる高調波、無

効 f U流などの障害 ft L 流成分 JH を検出してこれと

逆位相の電流Ic をアクティプフィルタに流すこと

により、電源側の障害電流を相殺するように作用

する 。

図 - 2は務流器負荷を想定した場合の動作波形

を示す。同図において高調波従流を補償する場合

を例にとって説明する 。同図(a)に示す負荷 'llLmt h

は基本波成分lJ (図の点線波形) と高官周波成分( 図

の斜線部) に分離でき、高調波成分は(b) に示す波

形JH となる 。アク ティプフィルタは高調波成分J H

と逆位相の電流Ic を図ー 2(c) のように制御するた

め、 J HはIcにより相殺され、電源、制IJ では図 - 2 ( d) に

示すように基本波成分のみの正弦波電流Js となる 。

図- 3にアクティプフィルタの基本回路を示す。

アクティプフィルタの中心部である自励式イ ンバ

ータは、複数台のインバータユニ y トから構成さ

れており、それぞれのユニ ッ トとインバータ変圧

器を介して直列に接続されている 。 また、各イ ン

バータユニ ッ トのトランジスタは P W M制御され、

補償電流Ic を流すのに必要な電圧を発生する 。

図- 3において、インバータを直流側コンデンサC

に充電された直流屯圧を交流電圧に変換する役割l

を果たしており、交流電圧E，を発生する屯圧源と

みなすことができるので、図ー3を図- 4に示す等

価回路に置き換えることができ、アクティプフ ィ

ルタに流れる電流は電源電圧 E s とインパータ出

力電圧 E，との差従圧で決まることになり、次式で

表現できる 。

". E s - E， 

l A = ーてY 一

ただし X は図 - 3に示す変圧ー総のイ ンピ ーダ ン

スを示す。 したが って、インパータの出力屯圧L

を調整査することにより、 図ー5に示すような 6 モ

インバータ

トランジスタ 出力電圧 変圧器

図 - 3  

アクティブ

フィルタの

基本回路

一γ ¥EI/ iF1

(a)E s= E，のとき

(d)E，> Esかつ高間波を補償するとき

Es 

(b)E，> E sのとき

γ XJ =遅相電流

_./  ，〆

&ど 叉 / _/.官波

_/ -- ..  ｾ〆、 Ｏｖ ｾｖ

図- 5 動作波形



表 - 1 アクティフ'フィルタの実施例

電源陣容項目 電源障害発生原因 7 7テ17 7イル7による補慣対象

自己電系統に核絞されて ｪｾ 荷設備に高調披発生源が

いる力率改普コンデン 多〈、コ ンデンサに定格以上 高調波電流の抑制。

サが1St訂i。 のi問調披 il [ 流が流入。

OA 機様、シーケ ンサ 配電系統に向調披が発

等の電子機器が鋲耳切す 生して、電圧歪が過大 高調波' i l t 圧歪の抑制。

る。 となる 。

蛍光灯がちらつき始め

負荷変動の激しい機器が系

電圧変動 ( フ 1) Ｎｾ カ Ｉ
統に接続されており、電圧変

た。

動 (7

'

) ッカ) が発生.

の抑制。

リゾート地のスキーリ

送電線の末端に設備され

7 トの起動ができない。

る場合が多いため、起動 Ht圧低下の補償。

時の11 L 圧低下が大きい。

停電時に自家用発電機

自家用発電搬の負荷に高調

の運転ができない。

波発生源が多 〈、過大な逆相 逆相電流の抑制。

電流が発電機に流入。

カlf_¥の変動があり、懇 負荷変動が激しい場合、

無効電力を連続制御し

化しているため、改普 従来のコンデンサ入切

て力率を改普。

したい。 方式では対応できない。

表 - 2 アクティブフィJ レタの設置場所の比較

ｾ＠
比 較 項 目

向調波補償 カ準改普 UI . 庄一定化 設lli 容ill:

低圧倒 (220V)に 分散設i在に

設置する場合
。 。 。

なるので、

(AF・2，AF-3)  やや大

高圧倒 (6kV) に 。 。 - 1' 舌設世に

設置する場合
( 低J圧倒の )

。
( 低圧側の )

なるので全

(AF- I) 
補償不可 補償不可

体として小

ードの特性を出すことができる 。

(1) 無負荷モード( 図ー 5(a))

E s =EI とすることにより iA= Oとなる 。

(2) 進相電流制御モード( 図一 5(b))

E s とEI を同位; 相にし、かつEs <EI とする ことに

より、 IAは進相電流となり、進相無効電力制御装

置として機能する 。

(3) 遅相電流制御モード ( 図ー 5(c) )

E s とEI を同位相にし、かっEs > EI とすることに

より、 IAは遅相電流となり、遅相無効電力制御装

置として機能する 。

.  

(4)  r高調波+ 進相」制御モード ( 図 - 5( d))

E s とEI を基本被成分として同位相にし、 E s< EI 、

かつEI に 高 調 波 成 分 を 持 た せ る こ と に よ り ふ は

( 進相電流+ 高調波電流) となり、「高調波フィル

タ+ 進相無効電力制御装置」として機能する 。

(5)  r高調波+ 遅相」制御モード ( 図一 5(e))

E s とEI を基本放成分として 同位相にし、 E s > EI 、

かつL に高調波成分を持たせることにより、 iAは

( 遅相 電 流十高調波波電流) となり、「高調波フィ

ルタ+ 遅相無効電力制御装置」として機能する 。

(6) 高調波電流制御モード (図 - 5( f))

E sとEI を基本法成分として位相、 大きさともに等

しくし、 EI に高調波成分を持たせることにより、

iAは高調波電流成分のみとなり、高調波フィルタ

として機能する 。

上記の 6 モードの機能を l 台のアクティプフィ

ルタに持たせることができるので、多機能なアク

ティプフィルタを構成することが可能となる 。

アクティブフィルタの効用とその適用例

図- 6にアクティプフィルタの外観を示す。ア

一

川

側

瑚

澗

6パlレスの場合 (AFなし) 12パルスの場合 (AFなし)

lα 〕

ν〆

y  
/  

レノ /  
γ  ~ 

ν  

/  ν  

/  /  レ/

/  ν  

/  /  

V  

アクティブ

フィ Jレタカぐ

ある場合

自

家 1000

用

発

E m 

容 4∞

量 om

(kVA)  ---

2∞ 

5Dl∞E 面 3∞4005∞ i蜘 2C削 3卿 4000

インパ タ容量 (kVA)

図 - 6 アクティブフィルタ外観 図ー7 インバータ容量と必要な自家発容量 との関係

AC6.6kV 

直行)i) !)

注) A F  アクティプ

7 ィノレタ

クティプフィルタの多機能性について紹介する 。

(1) 高調放電流の補償

配電系統に発生した高調波電流を抑制し、高調波

による電圧ひずみを低減する 。

(2) 電源官IIJのカ率を l に制御

進相と遅相の無効 't l L カを連続的に有1 i { 1 ! できるため、

電源1 UI J の力率を 1 に制御できる 。

(3)  外部からの高調波電流の流入を防止

自社設備から発生する高調波を吸収する機能に加

えて、他社から流入する高調波電流を防止する機

能があるため、安心してコンデ ンサを設備 できる 。

(4) 電圧変動の抑制l

瞬時に負荷の無知J屯力変動に追随てーきるため、モ

ータの起動時の電圧降下のように負荷電流の変動

により生じる電圧変動を抑制する 。 また、溶接機

やアーク炉より発生する電圧変動( フリ ッカ) も

抑制することができる 。

(5)  瞬時電圧低下の補償

無効電力を瞬H寺に出力して負荷母線電圧を一定に

する機能があるため、電源、1"I Jにおける瞬時定圧低

下を補償する ことができる。

(6) 自家用発電機系統における等価逆相電流の補償

コージェネや無停電化の目的で自家用発電機を設

置するケースが増加してきているが、発電機の負

荷にイ ンバータ等の高調波発生源が多くある場合

には、高調波包流が発電機に流入し、それが等価

逆相電流として作用する結果、発電機のi印刷J巻線、

界磁巻線などに誘導電流を生じ、その程度によっ

ては発熱による損失増加、寿命短縮を招〈場合が

ある 。 そのため等価逆相電流が規格値を超過する

ような場合は発電機の容量を大きくする必要があ

る。この結果、 図 - 7に示すように発電機容量は

負 荷 負 荷

図- 8 アクティフ'フィルタの適用方法

負荷容量の 2 - 3 倍のものが必要となり、価格や

据え付け面積的に大きな負担をやむなくされてい

た。 これに対し、アクティプフィルタは発電機に

進相無効定力を流さずに高調波' i 1 f 流を補償できる

ため、発' b J l 機系統にも適用することができ、発電

機に流入する等価逆相電流を低減て守るため発電

機容訟を増加させなくても高調波発生負荷への給

電が可能となる 。

上記のような効用があるため、 笑施例を 表 ー 1

に示す。

適用方法

アクティプフィルタの適用方法としては、 図 -

8に示すように高圧側に接続する場合と低圧側に

接続する場合があるが、 それぞれ表 - 2に示すよ

うな得失があり 、適用目的に応じた使い分けが必

要である 。

むすび

最近の高度情報化への動きに対して、コンビュ

ータなどの情報処理機器の導入が活発化してきて

おり、' f l LilAシステムの高品質化や高信頼度化の必

要性がますます強くなってきている 。 このような

要求に応えるためには、多機能な電源対策機器で

あるアクティプフィルタが最適であり、今後の活

用をお願いする次第である。

参考文献

( 1) 竹凶、池mほか 「アクティプフィ J レタとその応用 J

三菱電機技報 562年 6 月号 p15- 20

(2)竹田 「アクティプ7 イルタ J

電設工業 563年 8 月号 p145- 152

( こばやし ょしゆき 三菱電機昧式会社神戸製作所)
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インテリアコーテ￥ネー卜

の100ポイント

インテリアコーディネーターの必読書グ

涜い色は天持を高く

町田ひろ 子インテリアコーデイネーターアカデミーが培

ってきた新しい職能としての認識とコーディネーション

の実際的なテクニックをわかりやすい l∞ポイントに表現.

〈目 次〉

1  インテリアコーディネータ一前史

2. インテリアコーディネーターの仕事

3. インテリアイメージ

4. 住まいやすさ ( スペース・寸法) 5. 住まいと色彩

6. カラースキームのテクニック 7. 家具計画

8. ウインドトリー卜メン卜・ライティングプランほか

9. インテリアと女性と仕事

鍛のストライプは天芥を高〈見せる

10. インテリアコーディネー卜ビジネス

11 コーディネー卜の学習術

企画 / 日本建築協会

G3 叩全国書后で好評発売中/

「建築技術 J 12月増刊号

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄筋・型わく ・コ ン ク リ ー ト 工 事 の 検 査 ・試 験

方法を、それぞれ項目をおって解説していく

品 質 確 保 の た め の 必 携 マ ニ ュ ア ル。

亀 田 秦 広 監 修 A 4判 300頁 税 込 定 価3.300円

床構造入門

ス ラ フ の は な し

さ ま ざ ま な 構 造 形 式 の ス ラ ブ を 、 そ れ ぞ れ の

特 徴 を 上 手 に 生 か し て 使 い 分 け る た め の ガ イ

ドブ ック。

松 井 源 吾 著 A 5判 167頁 税 込 定 価2.300円

良い杭をつ くるために

指 標 場 所 打 ち 杭 工 法

20余年間も 土 を 掘り続けてきた著者が、 基 礎

の 施 工 で い か に 欠 陥 が 多 い か を 痛 感 し て 新 し

く書き下ろした警告の書。

北 中 克 巳 著 A 5判 500頁 税 込 定 価7.500円
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特 集

最新/

補修・改修用

材料8 工法

一建設省官民連帯共同研究から一

(一一二一しだ新授術・新工法を、今後 E  

の伺修. a 5 ( 修疫 術 の 指 針 と な E  

る よ う に 解 脱 し て い ま す 。 ，

連載⑨建築法令を考える

検恒建築強度規定の蛮遷

と建築構造按術10

昭和12年改正・

戦争と建築法規

明治中頃 、本格的な建築法制を望む

声を機に開始 した、市街地建築物法寺γ

粁余曲折を経てここに施行される! !

漬い色は天野を低〈

，.干、3 ぞだ: : ' . : .' :  

舗のストライプは高い天芥を低く見せる

. CONT E NT S  

1 . 建築物の維持保全をめぐって

2. 屋根防水の改修技術

・塗膜複合防水工法

・常温アスフアルト系禰修 ・改修工法

・軟質不飽和ポリ工ステル防水工法

・防水 ・シーリング存者修 ・改修設計指針

3 . 外壁の改修筏術

・Uカットひび割れ充月雇用可とう性工ポキシ樹脂

・可とう性を持つタイル繍修用援着剤l

・ひび割れ注入用工ポキシ樹脂の昂質基準の見直し

・仕上塗材とシーリング材の適合性

・屋外曝露したシーリング材の適合性

・外壁改修材料の鉄筋腐食抑制効果の評価方法

・塗り改修によるコンクソート中性化の銅制効果

・外壁塗膜防水材と防水形仕上塗材の昂質評価

4 . 外壁の改装技術

・G 円C パネル彼覆備法

・アルミニウムパネル被覆備法

5. 診断技術

- 目盛り{ すき内視鏡

- 置気抵抗式コンクリー卜含水率計



日本建築協会

月間の動き

平成 2 年 2 月分

通 常 総
.0... 

:z:，; 

2目白 51時5 分 - 5 時10分 於 本 会 会 議案

出席者 佐 野 会 長 ほ か 11名

議事 (1)lo/，i司王 1 :名選挙の件

(2) 本部所属評議員 23名選挙の件

(3) 監事並びに評議員重任の件

E霊

第 6 固定例理事会

事

.0... 

A  

27 日 411寺5 分 - 5 時 於本会会議室

出席者 佐 野 会 長 ほ か25名

議事 (1) 平成 2 年度事業計画 (案) 決定の件

(2) 平成元年度決算見込報告 ・平成 2 年度収

支予t ) : (案) 決定の件

(3) 育問常務理事辞任の件

(4)会貝増強iの件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

(7)そのイ也

編 集 委 員 会

第11 回会員企画小委員会

6 日 6 時 - 9 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 向 I:LI副委員長ほか 6 名

議事( l ) r建築と社会 j (シ リー ズもの) の報告と

掲載予定

(2)  r女性たちの集い」の企画について

(3)次年度の委員編成について

第11 回編集委員会

8 日 41時- 61侍 於 本会会議室

出 席 者 長 谷 部委員長ほか 2 名

議事 (1) 2 月号 「ニュータウン ・ルネサンス」特

集報告

(2)  3 月号「東海の都市景観 j ( 仮称) 特集経

過報告

(3) 4 月号 「スケール感」特集経過報告

(4) 5 月号「プレハブ住宅技術の現在と未来」

特集経過報告

(5) 6 月号 「花博 j (仮称) 特集経過報告

(6)  7 月号 「建築と設備のチ ェックシー トと

接点 j (仮称) 特集経過報告

第11 回作品作風小委員会

8 日 6 1侍30分 - 7 時30分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塘 副委員長ほか 5 名

議 ｾ ｦ｜Ｎ (1)  r新建築品開表」の作品選定

(2)最近の- m総状況 ・予定の報告

(3) r  Gal l ery j 内容報告と今後の検討

(4) 次年度の委只編成

9 日 61時30分 - 91時 於 本 会 会 議室

出席者 ゲスト

ハービィ ・シャピ一 口氏(大阪芸術大学)

下休場千秋氏 (大阪芸術大学)

表紙デザイン小委員会 |  近野正男氏 ( 大阪府)

8 日 61時30分 - 8 1時 |  手島広行氏( { 主 ・都公団)

出席者 長谷部委只長、治山悦司氏、カメラマ| 藤記 n氏( 日建設計 )

ン5 名 |  山口 隆史氏( へ y ズ)

議事 (1) 表紙デザイ ンの件 |  田中主査はか30名

(2)  3 月号の表紙デザイン | 議事 (1) パネルディスカ ンションの内容

第 5 回精進分科会 I  (2) 参加者への配布資料

13 日 4 時 - 61時30分 於 本 会 会 議 室

出席者 福山幹事ほか 5 名

議事 (1) r構造の頁」の企図

(2)桃造特集の企画

(3) 委貝交容の{ 牛

第 8 回計画分科会一建築系

14 日 61時- 91時30分 於 本 会 会 議 室

出席者 森 肝l幹事代行ほか 7 名

議4J'; 6 月号 「花博 j (仮称) 特集の検討

4 月号計画分科会「スケール感J ( 仮称) 特集 7回静事会

15 日 71時- 9 時30分 於本会会議室

出席者 問中幹事ほか 4 名

議 事 平 成 2年 4 月号 「スケール感 j (仮称) 特集

案検討

会員企画小委員会「建築の明日をになう女性たち

の集い」第 2 回実行委員会

21 日 6 時 - 91待 於 本会会議室

出席者 小 林 代 表 ほ か 6 名

議事 (1)  r建築の明日 をになう女性たちの集い」

開催 当 円の諸 司皇制I i と分担

(2) その4也

和歌山支部創立40周年記念特集第 1 回幹事会

21 日 21侍 - 41侍

於日本建築協会和歌山支部会議室

出席者 北山支部長ほか 6名

議 事 和 歌山支部創立40周年記念特集の検討

第11 回広告企画小委員会

27 日 4 時 - 5 1侍30分 於本会会議室

出席者 長谷部委員長ほか 5 名

議事 (1)  3 月号 「東海の都市景観」特集広告収入

報告

(2) 4 月号「スケ ール感」 特集広告途中経過

報告

(3)  5 月号「プレハブ住宅技術の現在と未来」

特集広告途中経過報告

(4) 6 月号「花博」特集広告途中経過報告

(5) 7 月号 「建築と設備のチ ェツクシー トと

接点」特集広告途中経過報告

(6)平成 2 年度独自特集企画

(7)平成 2 年度予算案検討

(8) 収支状況報告

事 業 委 員 会

第 4 回関東地区建築見学分科会

7 日 6 1時- 9 時20分 於 本 会 会 議室

出席者 南・南方向幹事ほか 2 名

議 事 東 京 話 題 建 築 見 学 会 ( 2 日間) の企画

エコロジカルアーバンプランニングゲスト打合わせ

第12回若い会員の集い「関西の祭事」研究会

13 日 6 時30分 - 9 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 大 森 主 主Eほか l 名

議事 中間報告書の最終打合わせ

第 3 回リゾート施設見学分科会

15 日 6 時 - 81時15分 於 本 会 会 議 室

出席者伊東副委員長ほか 3 名

議 事 見 学 会 の 企画に ついて

若い会員の集い小委員会第 1 因企画準備会

22 日 6 時30分 - 8 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか 5 名

議 ｾ ｊ ｾ 次年度以降の計画

出 版 委 員 会

第 9 回委員会

8 日 5 時 - 61時 於 本 会 会 議 室

出席者 須 賀 委 員 長 ほ か 4 名

議事 (1) くプロのノウハウ〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテ ー? と執筆者選定につ いて

(3)プ ロのノウ ハ ウ講座 シ リーズ第 3 回以降

の企画について

(4)次年度の委員編成について

教 育 委 員 会

ｾｮ 回工高生教育小委員会

14 日 5時30分 - 8 時 於 本会会議室

出席者 中野副委員長ほか 6 名

議事 (1) 次年度 第36同工高生デザインコンクー

ルの募集規定( 案) の検討その他

(2)入選者作品集の出版

建 材 委 員 会

第10回委員会

21 日 3 時30分 - 5 1時30分 於 本 会 会 議 室

出席者 金井委員長ほか 14名

材料説明: アル ミ鋳物と光 ファイパーシャンデ

リア システム

担当/ 元木副委貝 長

今後の検 討 建 材 新H 形鋼

担当/ 渡辺委員

見 学 会 ・ 講 演 会

南海サウスタワーホテル大阪見学会

21 日 2 時 - 411寺45分

参加者 119名

建築と社会/ 1990年 4 月号 73 



. 建築概要

所 在 地 大 阪 市 中央区難波 5- 1  -60 

設 計 日 建 設 計

施 工 大 林 組 ・ 竹 "1' 工務庖 ・南海建設J V

これからのガラスー ハイテクからローテクまで

5 日 1  11寺30分 - 41時 於建設交流館603号室

講 師 松 本 獄 氏 (旭町j子 中央研究所)

参加者 47名

エコロジカルアーバンプランニング

「生態計画から見た大阪府下の住宅開発J

24 日 2 1時 - 41時 於 本 会 ラ ウ ン ジ

講 師 ハービィ ・シャピ一口氏 (大阪芸術大学)

ゲスト 下休場千秋氏 (大阪芸術大学)

近野正男氏 (大阪芸術大学)

手島広行氏 (住 ・者I1公団)

日露記 11氏( 日建設計)

山口 隆史氏 (へ γ ズ)

参加者 30名

建 築 ク ラ ブ

第214回朝食会

13 日 8 時30分 - 101侍 於大阪 グランドホテル

演 題 ガンダー ラの仏教逃跡 ( スライド併用)

講 師 西 川 幸治氏 (京都大学工学部教授)

出席者 62名

住 宅 管 理 研 究 会

第 3 回住宅管理研究会

5 日 91時30分 - 121時 於 本 会 会 議 室

出席者 奨主盗ほか 12名

議事 (l)f/li村委員からの 中間報 告

(2) 椛布li 委員からの中間報告

(3) 報告事項 ・その他

第 5 回住宅管理研究会作業委員会

5 日 I  時30分 - 51侍 於 本 会 会 議室

出 席 者 高 問 委 員 ほ か 14名

議 事 (1)東京都ヒアリ ングの報告

(2) 府営住宅向治会 ヒアリ ングの報告

〔吉田悦二常務理事辞任〕

本会常務理事兼事務局長宵旺l悦二氏には、平成

2年 3 月31 日をも って、常務理事を砕任されまし

た。顧みますと同氏は、 H召和28年 5 月協会事務局

職員として就織されて以来、 H前日62年 3 月までの

fJj' J34年の長きにわたり事務局職員として、また昭

和52年の 4 月からは事務局長として協会事業の推

進はもとより、関係間体との連勝業務に従事し、

更には昭和62年 4 月か らは常務理事として協会の

経営に精励され、協会発展と会員の団結に尽され

た功絞は大きいものがあります。

協会73年に及ぶ歴史の過半を、本会一筋に歩ま

れた氏の業績を讃え、そのご労苦に対し誌上を

もって感謝のなを表します。

社団法人 日本建築協会

74 建築と社会/ 1捌 年 4 月号

日建設計/ 日本の近代化と共に90年 展

コロンビア大学 建 築 展 ・国内展

コロンビア大学日本建築研究部の監修 ・作成に

よる建築展の園内展が、東京- 大阪 - 名古屋で開

催される 。 これは日建設計の創業90周年記念行事

の一環として行われるもの。

テ - ' 7  日連設計/ 日本の近代化と共に90年

東 京 展 1990年 5 月21日間 - 5 月24 日附

AM10: 00- PM5 : 00 

新宿N S ビル・中ホール

(新宿西新宿 2- 4 - 1)

大 阪 展 1990年 5 月28 日明) - 6 月 3 日( 日)

AM10 :  00- P M 6  :  00 

ツイ ン21 ・ギャラリー

( 大阪市 中央区域見 2- 1- 6)

名古屋展 1990年 6 月 5 日(;1<) - 6 月10 日( 日)

A M10:  OO- PM 6  :  00 

氾気文化会館・東ギャラリー

(名古屋市中区栄 2- 2- 5)

入 場 料 無 料

主 催 (株) 日建設計

後 援 (社) 日本建築学会

(社) 新日本建築家協会

「日建設計/ 日本の近代化と共に90年」の出展パ才、 J レ

問 合 せ (株) 日建設計設計情報室

担 当 大 限 ・広野

T E L  03-813-3361 

デ ン マ ー ク 空 間 と 家 具 の 彫 刻 家

F I NN. 0UHし追悼展

デンマー クデザイン界の巨匠 F INN' J U H L氏

が、 1989年に亡くな ったのを悼み、 |司氏の作品展

が大阪ほか 4 都市で開催される 。

概 要 同 氏 の 代 表 作「チー フテインチェア ー」

をはじめとする椅子21点、 ドローイン

グ、縮小模型など。

大 阪 展 1990年 5 月17 日- 5 月27 日

AMl l  :  OO- PM 8  :  00 

アイル ・モレ ・コタ広場

(大阪市 中央区北浜 1- 1  - 19)  

京 都 展 1990年 6 月 7 日- 6 月19日

AMl l  :  OO- P M 7  :  00 

たち吉本l i 5

(京都市下京区四条宮小路角 )

旭 川 展 1990年 7 月 5 日- 7 月10 日

A M10:  OO- PM 7  :  00 

丸井・今井旭川支広 9 F

( 旭川市一条通8丁 目 左 l 号175)

名古屋展 1990年7月17日- 7月23 日

AMl l :  00- PM7 :  00 

名古屋国際セ ンター

(名古屋市中村区那古野 1 -47- 1  )  

東 京 展 1990年 8 月16 臼- 8 月26日

AM11:  00- P M6  :  30 

ストライブハウス美術自官

( 東京都港区六本木 5- 10-33) 

T E L  03  - 405-8108  

チーフティン ・チェアー1949年

入 場 料 無 料

主 催 フィン ・ユール追悼展実行委員会

後 援 デン7 ーク大使館ほか

問 合 せ 多聞学建築事務所

干550 大阪市西区立売堀 1- 10- 14

n鍋ビル 2 F

T E L  06 - 543-1138 

F AX  06- 543- 1131 
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1990年代ハウジングの

ニュートレンドを読む

一 一連続シンポジウム

テーマ 第 l 困シンポジウム

「何のためのホーム ・オートメーションか」

と き 1990年 5 月19 日出 P M1  :  30- 5  :  00 

ところ 大阪府立労働センター 5 F視聴覚室

参 加 費 学 会 会 員 500円、 一般 1，000円

フ。ログラム

第 l 部 現 代 社 会 と HA (100分)

・趣旨説明 高田光雄( 京都大学)

・者I1市型社会と H A 浅野忠利( 竹中工務

庖)

- 女性の社会進出と H A 手塚政仁

- 高齢化社会と H A 森 埜一生( 積水ノ、ゥ

ス)

第 2 部パネルテ' イスカッション「何の

ための H Aか」

・司会広原盛明( 京都府立大学)

・パネラー 浅野忠利、手塚政仁、森埜

一生

申込み ハガキにて下記まで、先着順 100名定員

( 社) 日本建築学会近畿支部住宅部会

連続シンポジウム係

干550 大阪市西区靭本町 1- 8 - 4

大阪科学技術センター 内

インテリアと建築

藤江和子講演会

と き 1990年 5 月23 日制 P M6  :  30 - 8  :  30 

ところ 大阪国際交流センター ・小 ホール

( 大阪市天王寺区上本町8-2-6)

定 貝 200名程度

会 費 士 会 会 員800、一般1，000円

内 容 I 部 講 演

II 昔I1 対 談

対 談 者 古 谷 誠:l;f ( 近畿大学)

問合せ ( 社) 大阪府建築士会事務局 立馬

T E L  06-947- 1961 

彫 刻 と 建 築

一 一新 宮 晋 講 演 会

と き 1990年 5 月29 日ω P M6  :  30 - 8  :  00 

ところ 大阪国際交流センター ・小ホー ル

( 大阪市天王寺区上本町8- 2-6)

定 員 200名程度

会 費 士 会 会 員800、一般 1，000円

内 容 これまでの作品及び現在進行中のプロジ

ェクトなどのスライドを使 って講演

問合せ ( 社) 大阪府建築士会事務局 立馬

リフレッシュ・ノ、ウジング

フェア ' 90開 催

テ ー ? i 住まいと暮らしのワ ンモアア ップー

よりうるおいと快適さ一一 」

と き 1990年 4 月25 日ω - 5 月 1 日ω

ところ インテ ックス大阪 2 号館 (住宅産業館)

規 模 6，704m' 340小 間

主 催 (財 ) 大阪住宅センター

(財 ) 大阪デザインセンター

「景観形成マニュアル」発行

大阪府企業局

大阪府企業局では、二色の浜産業団地の工業用

地分譲修了を機会に、良好なまちづくりの推進に

向けて同団地企業を対象にした冊子 「景観形成7

ニュアル」 を発行した。

同冊子には、工場景観のあり方、外構、組栽、

サインなどのデザイン、素材から設置 ・管理に至

るまでのガイドラインが掲載され、問団地内で工

場建設計閣の上で参考となるもの。

問合せ 大阪市企業局事業管理部臨海事業諜

T E L  06- 941-0351  

アメリカからの報告 1  

ルイ・ I ・ カ ー ン の 美 術 館

「ルイ . 1 ・カーンの美術館判」と題された展示 め続けた本質がl時を越え生き続けていることの証

会が、イエール大学アートギャラ リーで開催され しであろう 。

ており、多数の来訪者を集めている 。 同展示会は、 3 月11 日まで開催後、キ ンベル美

標 題 の 示 す 通 り 、 カ ー ン が 遺 し た 三 つ の 美 術 術 館 ( 4  /  7  - 6  / 17) 、サン ・フランシスコ近代美

館 イエール大学アー トギ ャラ リー叫、キ ンベル 術 館 ( 7/ 19- 9  /16) へと 、大|援を横断するように

美術館刊、イエール大学プ リティッシュ ・アートセ 引き継がれる 。

ンタ_.4に加えて、死の直前まで設計作業が続行 表現の地平が拡大されたと曲解し、騒音を発散

されたと言うメニル・コレクション .5( その後、 R. させ続けている我々に、寸i時自省と深慮を促す機

ピアノの設計により近年、完成至った) に関する 会と捉えたい。 ( 薄田 学/竹中工務底設計部)

.  
写点、模型、図蘭による展示であるが、 何よりも

それらの中心に坐すべきは、カーン自筆のものを

中心とした 114枚に上るドロ ーイングである 。

全体構想から透視図、ディテー ルに至るまで、

幾度となく変更され繰り返されるそれらおのおの

は、その時におけるプロジェトクの姿を忠実に今

に伝え、あたかも名作へと収数して行〈過程のー

断面を示すかのようである 。

そして、精綴でありながら静誼さえ漂わすそれ

らの背後に共通して見え隠れするものは、本質を

極め続けた建築家の其繁な眼差しに他ならない。

世紀末に入り、なお混迷を続ける現代の建築に

於て、秩序と詩情を湛えるそれから生まれた作品

が何れも光彩を放ち続けているのも、建築家が求

キ I “ T H E A R T  MUS E UMS  OF  L OUIS  1. K A HN"  

*  2  Y A L E  U NIV E RSI TY  A R T  G AL L E R Y  (1951-53)  

*  3  KI MBE L L  A R T  MUS E UM (1966-72、近年、 R ジ

ョゴラの設計により増築計画がi並行中であり、米関内

外で反対運動が起こ っていると聞く 。)

キ 4 Y  A L E  C E NT E R  F OR  B RIT I S H A R T  (1969-74)  

*  5  DE  ME NIL MUS E UM (1972ー 74)

E者略鹿 (薄 田 学)

1959年 神戸に生まれる

1981年 東京大学工学部建築学科卒業 (鈴木博之研究室)

1983年 同大学院修士課程修了 (同上)

株式会社竹中工務庖入社

1989年 12月よりンーザー ペリ アンド アソシエイツに

キ士命俗学中

主な担当作品

第二国立劇場設計競技応募案( 1985)

関西空港旅客タ ー ミナノレピノレ指名設計競技応募案( 1988、シ

ーザー ・ペ リ・ア ンド アソシエイツと協同設計)

展示会が開催されているイエール大学
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式

A 、

ｾ＠ ネ土

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 クトクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811 -3610)

テトカッパー防水

・:22ifE抗日正日出土

カッパー防水帯
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《3
. お申込次第カタログ進呈

奥山化工業株式舎祉
4ド 仕 東 京 闘 中 央 区 銀 塵 8 - 4  - 9  電話03 (5711  2703 

大阪. . . 傷所 大阪市淀川区東三国 6 - 1  - 41 電話06 (3911108卜2

均五管a健所 崎玉県袖川市東 1 - 3  - 30 電話0487( 7412845-6

n巨木山城所 神祭川県厚木市企図259 電話0462 (211 1761 

畠占血血犠所 名古阜市南区若車町33 電猷052 (8111  3660 

九州出掛所 佐賀県佐賀郡諸富町大字鵠盲埠450 電話回52 (47) 2945  

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

T§ Y S Sh utter 

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ピ ル)

T E L ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代; )

東洋シャッター株式会社
・東京/償浜/盛岡/ 仙台/水戸/ 静向/岡崎/ 名古屋/富山/ 大串/ 京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

BoardふSlate

@問

東宵

Standard 

フタハ 業

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義
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本 干土

日本写値センター

，章山写値センター

干545 大阪市阿倍野区阪商圏P - 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4司 7 三宝ビル

干708 ;章山市大手町8 番5号4婦百苫全信

宮 06( ぽあ ) 11 11代

密 閉 2 ( 26) 4371 

含 旬 682 ( 4 ) 1771 

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 庖

本 社

天 運 営 業 所

⑮ 5 5 0 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13 - 3 3  

電 話 大 阪 0 6( 532) 代0461 ｾＵ ＵＰ＠

天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0
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A  

φ 2 5朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1 - 25- 7  1tL話 ( 434)6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区1JUb}; 1  - 58- 59 也君t (302)2271(代 )

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 量1I 路 ・函 館 ・盛 岡 ・償i 1，兵 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

.， ' J -"' J "J 械式会社

ヨ依眉・大I i ' 依祉 〒650 大 阪 市 西 区 江 戸 端 1丁目 9. 25号 電 航 (06) 441-8231

車 京 本 社 干 102 車 京 都 千 代 田 区 南 七 比2TII15酢 10ザ 電 話(03)261-8231

宜 社 名 古 屋 偏 岡

宜 庖 札 帳 仙台 斬 両 大 同 千 熊 楠 棋 量 刑 京 都 神戸 天王 喉 剛 山

広 砧 高 校 ー 熊 ぷ

官 官 蟻 所 帯 広 ・ 函 館 背 臨 肱 削 盛 岡 1 I11f，居 眠 肝 静 岡 ! 曹 問 地 市 山

福 井 信 山 松 山 高 知 北 九州 ・ 鹿 児 品 ・ 郎 副

出 彊 所 旭 川 福 島 川 崎 松 江 健 品 F 削 峰 崎 大 分 目 崎

海 外 支 底 y ンガポール ホンコン

婚 情 研 究 所 干354 埼 玉 県 入 間 郎三 舟 町 大字 4ヒホ件390暑 地 電 話(0咽 2)58- 1511

空気調和設備 / ' X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨、 l ノk 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 庖 長

白 谷 清 二

三 回村 著書也

大阪支庖 大阪市中央区北浜2- 2- 2) 電話06( 202 )3071( 代表 )

本 庖 東京都千代悶区有楽町ト4-) 包括03( 502)611 1 ( 大代 )

支 腐 名 古 屋 九 州 ・ 北 海 道 中 国 東 北 ・ 北 陸 四 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3  11¥: 5 け 包 括 (352) 1  1  3  )  ({¥j 

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 殻 田 f 2  - 2 2 電 話 ( 667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 帆 広 ぬ - 柄 | 苅 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

格式会社 三 晃 空 調

本 社大阪市中央区域見2丁目 l 番61号Y イン21MID:タワー 電話 06 - 949ー1371

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ピル i1t諾 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18 号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 青 葉 区 大 町 2 丁目 2 ｾ書 ＱＰ 号電話 ＰＲＲ ＭＲＶ Ｑ ＭＳ ∞ Ｒ

名古屋市中村区名駅南 2丁目 14番19号 電 話052- 581 - 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 l 丁目 2 帯 22号 包 括082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁 目 4 番 22 号 電 話092ー761- 3795

営 業 所 札 快 ・ 償浜 京 都 神 戸 ・ 松 江

出 張 所 青 森 ・ 秋 田 . ' A 岡・大宮・千葉川崎. r ，y 山・福井和歌山・

鳥取・岡 山 ・高松・下関・熊本 ・鹿児品 川1縄

開 よりよき麟へ繍で挑む一 一一

守 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセンターピル 1. 2階)

郵便番号542 包 括 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1  代 表

東京支広 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号( 九段ビル 2 - 4 階)

郵便番号102 電 話 東京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商白は空気です。 、，ｾ
a・.. 黙と空気のエンジニア内ーーー'

〉ー〈J 5 5 1
・世

空 気 調 和 4 とさち』 搬送機 設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式室事I

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 祷 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干10 0 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

r 備制陶・""": : : )

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 (代 表 )

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 海 線 工 . 織 豆 電 舎 紙 大 幅 安 畠

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  )  

本 社 東京都中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 広 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11- 12  電 06- 313- 1846

大阪営難所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 関 東 町 9 - 3  ilI 0720- 49- 2128 

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

弱気西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 磁 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 術 開 ・京 都 ・天 理 ・ 川 西 ・ 神 戸

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社亙草書E支盾 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 帯 地 の l

m話 (681 ) 5 1 0 1 - 5 ・夜間! 専用 ( 691 ) 1045  

大 阪 支 庖 大阪市北区天満ト5-20 電話 (06)352- 3501(!1j

三 軍 支 唐 津 市 栄 町 2 ー ) 1  1  電話 (0592 )26- 3610(!IJ 

四日市営鎌所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593)53- 7431<<り

滋 賀 営 禦 所 大津市中央 2 丁目 4- 28 電話 (0775)22- 973以内
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電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

良 栗 原 工 業 繍 式 会 紅

取締役社長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1 - 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 J苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州
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本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 掌ビル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 芽 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話一 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代)

営 業 所 堺 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

限りなきクリ ン に 挑 戦 す る ゲ

電気位傭・クリーンルーム・冷暖房敵傭

給 排 水 衛 生 設 備 ・ E十銭制御設備・立体自勧倉庫

エネルギー集中監視 システム・ 回転式自転車置繍

段 E十 施 工

ゐ 三室電線検式会祉

取 締 役社長 嘉 納 伝 三

本 社 干530 k 阪 市 北 I>{ 同 Ri 舗 2 - 6 - 8 ( 堂 ピ ル ) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

軍 軍 宣 底 〒 105 ｾ＠ ｊｾＺ 都港 ｉ 買斬 惜 Ｒ Ｍ Ｑ ＶＨ ニュー 斬惜 ピ ル Ｉ T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L EX  222- 6  7  2  4  

名 古屋 宝庫 干462 名 古 鹿 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12 ー 14 T E L  052(991 )  5  1  3  1  

神 戸 支 底 〒657 神 戸 市 機 区 岩 府 中 町 1-2-9(エ ピ スピル ) T E L  078(881)  5 5 7  1  

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一f:!::!??)( 株) 副リ: J : J Q O::2

T  E  L (  0  7  2  9  )  3  9  - 3  6  1  0  

工 場 干580 大阪府松原市三宅中8丁目 l 番9号

第 一 干639- 11奈良県大和郡山市小泉町 2 7 4 4

ｾニ〒 ＵＹＷ 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0  1  

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布 防 水 . ［Ｏート ｾｊｪ 水 ・ モルタノレ防水

・ 樹 脂 注 入 接 着 工 法 各観 鮒脈 注 入 接 着補 修 工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 観樹 脂 注 入 ・充 填 ・コー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シ リコン ・チオコーノレ ・ウ レ タ ン ・アク リノレ

・ 吹 付 工 事 アク リノレ・リンン. 'j!j t性タイノレ・その他

。 建叡業許可 大阪 府 知 Ｑ Ｔ｜ＮｾｾＧ Ｑｬｊ ( 般ー 53) 第 5 1225号

く〉 日 本 シ ー リン グ工 事 業 協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  

J，!刷1地所j j ; 1町 ビ ル 201 S  

T E L 0 6( 315)  0 7 0  1  

( 株) 特殊技研

⑧嵩誕融株式会社

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 
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誠実と技術でお応えする

。 住 友 電 設 株 式 会 社

締役会長 代 谷 正 元

取締役社 長 相 馬 一 男

ヨ脈経 〆 平 総J;: 飯市福島巨徳島7T02'2-8 ft (I); )452・1151( 大代} 東京 / 守105 東京鶴港E芝 2丁目 2- 11 o (03)454-7311 (大代}

. 電力工.. . 肱舗工・ ・プラント 工夢

発軍 1; 組織 工・ ピル電気組織工・ E  掴 工 事 . 情緒システム工，

ｾｾｩＮ 孟配Ｑ［ ＱＹ 工 事 工喝2電気盛情工事 時防水 衛生工 事 光正道ンステム工事

' " 中温配電線工・ 防鱒電気回備工司院 内 勿 配 管 工 ・ CATV: . - ステム工事

It 訟 工 ・ A 間施股8島崎工・ 8ゆアンテナ餐置工事

気 設 備 ⑤ 設 刊 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385)136l(代) 京都営難所 T E L 京都075(311 )1185(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0 6  6  5  福岡出強所 T E L 福岡092 ( 771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

専務取締役支社長 +黄 田 幸

大阪市中央区高閲紙 4 T 日3 帯nj- 電話大阪 ( 202) 0325- 9 悉

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 仙 台 丸 ノ 内 ・新宿 ・倹浜 ・名古屋 ・九州|

営 業 所 出 張 所 全 国 主 要 都 市32 ヶ所

Const r uct i on chemi s t r y f，o・r t he f ut ure.  

Master Bui l ders  Technol c喝les

凋 ｴ モ ｊＢｉｊ コ圏 ｌ 君勾 ＱＦ 初Ｇ民事司 ｴ 重量 ｾｪｪｩ

日曹マスヲ ＭｾｊＧＢ ヲ ｴ 弐掠式会最
本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L03-582-8813  

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜3-2-23( fJ 量 ピ ル ) T  E  L 06-202-3294  
出

。 ＮＮ￞Ｑ｟｟｜｜ＯｾＭ 酬の断熱用シｾ人
』易手J ヤ，- ＧＯｊｾｾ 今

日n/¥' イナ11ーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術τ切帽した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 別 干 代 田 区 抑 汀 目 制 ( 干 代 田 ピ ル )



Tl I J I レヲ! 乱暴9J l

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

""'" 邑色 彩 豊物長 尺

r::l 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ 戸 一

S 小 il主.s大 法 . Y il主・ボ ッ クス ilJi. . Wジャン ボ il Ji. . Y デ ッキ

ｓ ｙ ジャン ボ波 ・ ボ ノレ ト レスルーフ ｂ ｌ ・ ｾ ｴＮ の 他

平 板 ・ 波 板 ・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレータ」 ・ムーパー・エキゾスター (強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O.G .K . ※ カ タロ グを 術 ｊ ｩｬ ｾ ￭ 求下 さ い

ｩｬ ｊｩＮ 似 ｈ ｾ 十 各

途用

盛
大 阪 本 社 干660 11:' 111むrbi lf{;f [1南通り 3 - 26 松 本 ヒル 氾 話 大 |波( 06 )412  - 5131( 代 )

大 阪 支 庖 及 工 場 大 阪 ・h 州 ・名 古 b"ri . ｊｾ＠ 出 ・.l k 粂 ・刈 谷 . ｾ ｉ Ｚｾ ｬ 始

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 厳 J! i 塚 越 5 丁 目 6 番 32 -ry 

支 底 及 工場 Ｊｾヒ ・ 点 京 ・ ｼ 刻束 ・ 熊谷

1I
1
J I レヲ} 乱暴9J l 製造掠式会祖

fE 話局長 ( 0484 )42 - 3115  ( 代 )

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA Ｈ膨張性 ｩｦｾ 和材 Ｉ コンクリートのひびわれ防止に

・子二J D弓XヨニJ ( クラウト用無収納材 ) 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｄ 守 Ｒ ーデ ＧＧＧｊ Ｇｊｾ Ｈ意義一＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
- TニJ DES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニJ DI J OOO(製 品 用 超 高 度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

4 合、

' : A 業 株 式産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL 本 社 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

冨業 株 式産
一

間

浦
一

城

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

4集

会
--

ネ土

A

ム

玄
洋 物 産 株 式光

T EL  滋質・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  TE L 大 阪 ( 0 6 )  
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三塁シングル

フレミァー85

ダイナミックな表'1盲を生みだす

コンポジ、ツトタイプのメカニズム

シングル独自の柔らかい葺き昧に、

彫りの深い独特のパターンを展開する

夕子ナミックなメ力ニス、ム。

ニューインフレッショコ/ がそこにある。

コンポジ、ツトタイプのニューシンクル

「三星プレミアー35J は、

二枚重ねの厚みがつくるリズ、ミ力ルな陰影亡

立体的なアクセントを強調しま五

定 正 振

価 舎替

H  ｾ ｉ＠

九2 座

へ;大

ori 阪

円 は丁

会 コ

( 青瓦

川本，- 九

曹体 宮 中

世九的 支

五 て ｾ

tl 宮町

科

H， 

〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10  - 5  fi 06 (443)0431  

〒730 広島市中区西平塚町8-13 立駐広島ビル fi 082 (246)  8625 

〒810 福 岡 市 中 央 区 港 2 ー 1 - 29 f i 092(712)0800 

干101 東京都千 代 田区岩本町 3 - 11- 14 f i 03 (862)8531 

阪

島

岡

京

大

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフインク株式会社マ

03379- 4  雑 誌


